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Thesaurus Un
iversitatis

ぎやどぺかどる

天理図書館全景



だいがくのたから

や
ま
と
の
ふ
み
く
ら
﹁
天
理
図
書
館
﹂

　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
は
︑
天
理
大
学
の
設
立
か
ら
５
年
後
の
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
開
館

し
た
︒
₉₀
年
の
歴
史
の
中
で
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
資
料
が
収
集
さ
れ
︑
蔵
書
数
は
１
４
９
万
冊
に
上
っ

て
い
る
︒

　

そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
東
洋
伝
道
史
資
料
︑
古
き
り
し
た
ん
文
献
な
ど
で
あ
る
︒
元

来
︑
こ
れ
ら
は
天
理
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
建
設
を
目
指
し
て
海
外
へ
雄
飛
す
る

人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
︑﹃
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
﹄（
上
巻
）

を
は
じ
め
︑
８
種
₁₀
点
に
上
る
﹁
き
り
し
た
ん
版
﹂
は
︑
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
文
化
史
上
の
重
要
な
文

化
財
に
数
え
ら
れ
る
︒

　

そ
れ
ら
以
外
に
も
数
多
く
の
国
内
外
の
稀
覯
書
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
︑
現
在
︑﹃
日
本
書
紀
﹄（
乾
元
本
）

な
ど
６
点
が
国
宝
に
︑﹃
古
事
記
﹄（
道
果
本
）
な
ど
₈₆
点
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

本
館
は
徒
ら
に
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
類
い
を
追
い
求
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
︒
本
館
所
蔵
の
指
定
品

の
多
く
は
︑
本
館
の
蔵
書
体
系
を
踏
ま
え
た
上
で
収
集
さ
れ
た
後
︑
整
理･

公
開
さ
れ
︑
研
究
者
の
利
用

に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
ら
が
有
す
る
高
い
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
︒
２
０
１
８
（
平
成
₃₀

年
）
に
も
﹃
源
氏
物
語
﹄（
池
田
本
）
が
新
た
に
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
︒

　

各
々
の
蔵
書
分
野
が
︑
一
つ
の
筋
の
通
っ
た
体
系
を
示
し
︑
横
の
広
が
り
と
縦
の
深
さ
を
持
て
ば
︑
結

果
と
し
て
優
品
を
所
蔵
す
る
こ
と
は
意
味
を
持
つ
︒
あ
る
い
は
一
つ
の
優
品
の
存
在
を
有
意
義
に
す
る
た

め
に
︑
相
互
に
関
連
す
る
資
料
の
収
集
が
必
須
と
な
る
︒
そ
の
結
果
︑
い
く
つ
か
の
重
層
す
る
分
野
が
生

ま
れ
︑
そ
の
頂
に
国
宝･

重
要
文
化
財
が
位
置
す
る
と
い
え
よ
う
︒

　

大
和
の
山
裾
に
建
ち
︑﹁
や
ま
と
の
ふ
み
く
ら
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
天
理
図
書
館
は
︑
ま
さ
に
知
の
宝
庫

で
あ
り
︑
天
理
大
学
の
宝
で
あ
る
︒

天理大学
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人
間
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感
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創
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を
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る
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女
性
活
躍
を
推
進
す
る
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レ
ン
ト
教
育�

―
関
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学
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リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
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ス
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教
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会
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大
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薫

100
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の
授
業
実
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教
育
現
場
の
最
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線
か
ら
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典
的
講
義
か
ら
の
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却�

北
原
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治

104
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日
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の
試
み

立
命
館
大
学
グ
ロ
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バ
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教
養
学
部

時
代
の
要
請
に
応
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育�

山
下
範
久

110

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
学
生
の
多
様
化・

大
東
文
化
大
学�

浅
沼
薫
奈

116

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
学
長
コ
ラ
ム
編
》

学
長
コ
ラ
ム
「
芝
井
の
目
」
の
先
に
見
え
る
も
の・

関
西
大
学�

今
中
明
佳

124

「
学
長
ブ
ロ
グ
」
で
広
げ
る
大
学
の
フ
ァ
ン
開
拓
の
可
能
性・

共
立
女
子
大
学�

川
久
保
清

126

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
　
村
田
陽
一
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
川
島　
葵

128

新
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代
表
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紹
介

福
岡
大
学

136
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介

久
留
米
大
学

136
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ニ
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　閑静な住宅地の一角にひろがる高台に位置する桃
山学院教育大学。豊かな緑と開放感に包まれたキャ
ンパスには、いつも学生の笑顔があふれています。
煉瓦造りの落ち着いた雰囲気の校舎、キャンパスの
中心に位置するエレノアホールは、一粒社ヴォーリ
ズ建築事務所によるもの。ホール内のチャペルの移
動祭壇の上部には木製の十字架が掲げられ、十二使
徒を象徴する12本の円柱がチャペル全体を支えて、
２階ギャラリーからはロジャース ・パイプオルガン
が荘厳な音色を奏でます。
　桃山学院教育大学が掲げるのは、学力だけでなく
人間的な成長を支える、キリスト教主義を基礎とし
た「人間教育」。大きすぎず、小さすぎないこの空間
で、学生たちは人の温もりを感じながら日々学び、
成長しています。

〈表紙写真〉

緑に包まれた静穏なキャンパスに
あふれる学生の笑顔（桃山学院教育大学）











　

桃
山
学
院
教
育
大
学
は
、
前
身
の
プ
ー
ル
学
院
大
学
に

お
け
る
取
り
組
み
を
土
台
と
し
て
、
新
し
い
大
学
教
育
の

理
想
に
向
け
、
と
り
わ
け
真
の
教
育
者
精
神
の
涵
養
に
向

け
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
長
い
人
生
を
充
実
し
た
形
で
生
き

切
っ
て
い
く
た
め
の
人
間
力
の
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
を
土

台
に
他
の
人
々
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
と
能
力
を

培
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
幹
を
な
す
「
タ
フ
な

主
体
性・

豊
か
な
人
間
性・

深
い
共
感
性
」
を
育
成
す
る

人
間
教
育
を
土
台
に
、
高
度
な
専
門
性
の
教
育
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
間
力
と
共
感
共
働
性
の

育
成

梶
田 

叡
一
●
桃
山
学
院
教
育
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

２
０
１
９
年
は
山
梨
英
和
大
学
が
創
立
１
３
０
周
年
を
迎

え
、
甲
府
市
も
市
政
施
行
１
３
０
年
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線

も
開
業
１
３
０
年
を
迎
え
る
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ

た
。
１
３
０
年
前
の
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
は
中
央
本

線
は
新
宿
か
ら
立
川
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
山
梨
英

和
大
学
の
前
身
、
山
梨
英
和
女
学
校
の
初
代
校
長
ウ
ィ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ト
先
生
（
カ
ナ
ダ
の
女
性
宣
教
師
）
は
立
川
か
ら
甲

州
街
道
を
た
ど
り
、
笹
子
峠
を
徒
歩
で
越
え
て
甲
府
へ
入
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

山
梨
英
和
大
学
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
開
学
し
た

山
梨
英
和
短
期
大
学
を
母
体
と
し
て
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）

年
に
４
年
制
の
単
科
大
学
に
移
行
し
た
の
で
、
あ
と
２
年
で

20
周
年
を
迎
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
く
建
学
の
原
点
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
校
訓
で
あ

る
「
敬
神・

愛
人・

自
修
」
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
性
の
あ

る
中
長
期
計
画
を
立
案・

実
行
し
、「
知
」
と
「
地
」
の
拠
点

と
し
て
よ
り
魅
力
あ
る
大
学
を
目
指
し
て
、
新
た
な
変
革
の

途
に
挑
戦
し
た
い
。

　

ま
ず
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
建
学
の
精
神
に
係
る
事
実
と

し
て
、「
山
梨
の
洋
学
が
山
梨
英
和
学
院
か
ら
始
ま
っ
た
」
点

に
あ
る
。
１
３
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
山
梨
英
和
学
院

は
、
カ
ナ
ダ・

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
女
性
宣
教
師
と
甲
府
市

民
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
山
梨
英
和
女
学
校
に
そ
の

基
礎
が
あ
る
。
学
び
の
基
本
は
聖
書
と
英
語
に
よ
っ
て
お
り
、

そ
の
目
標
は
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
近
代
国
家

の
発
足・

発
展
に
際
し
て
不
足
し
が
ち
な
思
想
的・

文
化
的

教
養
や
人
文
学
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）
を
教
育
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
当
時
は
女
性
が
個
人
と
し
て
「
自
立

菊
野 

一
雄
●
山
梨
英
和
大
学
学
長

創
立
１
３
０
周
年
を
終
え
る
に
当
た
っ
て

102020.3　大学時報



し
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
。

　

現
在
の
「
山
梨
英
和
大
学
学
則
」
の
冒
頭
に
は
、「
キ
リ
ス

ト
教
の
信
仰
に
基
づ
き
広
く
知
識
を
授
け
、
深
く
専
門
の
学

芸
を
教
授
研
究
す
る
と
共
に
、
知
的・

道
徳
的
及
び
応
用
的

諸
能
力
を
展
開
さ
せ
、
以
て
国
際
的
な
視
点
に
立
つ
よ
り
良

き
社
会
人
と
し
て
の
人
間
形
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
あ
る
。
こ
の
学
則
と
、
そ
の
支
え
と
な
る
建
学
の
精
神
や

伝
統
の
根
底
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ・

ロ
ー
マ
ま
で
遡
る
こ
と
の

で
き
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る

こ
と
も
ま
た
山
梨
英
和
大
学
の
最
も
重
要
な
特
質
で
あ
る
。

１�　
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
へ
の�

基
本
視
座

　
『
交
詢
雑
誌
』（
２
０
１
７
年
10
月
号
）
に
井
上
寿
一・

学

習
院
大
学
学
長
が
「
斜
陽
産
業
と
し
て
の
大
学
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
子
化
の
急
進
展
の
中

で
、
多
く
の
大
学
は
厳
し
い
状
況
を
前
に
し
て
あ
え
ぎ
苦
し

ん
で
い
る
。
山
梨
英
和
大
学
も
私
が
着
任
し
た
２
０
１
７
年

に
は
入
学
定
員
２
５
０
名
に
対
し
、
わ
ず
か
96
名
の
入
学
者

し
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
入
学
定
員
を
１
５
５
名
ま
で
下
げ
る
と
と

も
に
、
大
学
経
営
の
立
て
直
し
と
教
育
の
充
実
に
向
け
て
「
選

択
と
集
中
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
、
入
学
者
数
を
増

や
す
た
め
に
、「
無
駄
の
排
除
」（
選
択
）
と
「
コ
ア
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
（
中
核
と
な
る
力
）
の
精
査
」（
集
中
）
を
目
指
し
、

新
し
い
将
来
構
想
を
立
て
て
実
行
に
移
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
理
念
の
再
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
四

つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
少
子
化
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
地
域

創
生
化
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、

改
革
の
道
を
邁
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

①�　

少
子
化
対
策
：
２
０
１
８
年
問
題
を
先
取
り
し
、
極
端

に
減
少
し
た
入
学
者
数
を
増
や
す
た
め
に
、
入
試
広
報
戦

略
の
抜
本
的
改
革
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
媒
体

の
積
極
的
活
用
、
受
験
生
や
保
護
者
の
心
に
響
く
入
試
広

報
資
料
の
作
成
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を

試
み
る
と
と
も
に
、
教
職
員
一
体
と
な
っ
た
高
校
訪
問
や

高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
の
出
張
講
義
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
充
実
を
図
っ
た
。

②�　

高
齢
化
対
策
：
高
齢
化
が
進
展
し
、「
ア
ラ
ハ
ン
（
人
生

１
０
０
年
）
時
代
の
到
来
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
中
で
、「
学

び
直
し
た
い
」
と
い
う
シ
ニ
ア
層
を
よ
り
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
た
め
に
既
存
の
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
改
革・

改
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善
お
よ
び
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
、
新
し
い
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③��　

国
際
化
対
策
：
よ
り
多
く
の
留
学
生
を
迎
え
る
た
め

に
、
新
た
に
国
際
交
流
室
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
留
学
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

④�　

地
域
創
生
対
策
：
地
域
と
連
携
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル

ダ
ー
（
県
、
近
隣
都
市
、
山
梨
経
済
同
友
会
、
山
梨
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
）
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
知
」と
「
地
」の
拠
点
大
学
と
し
て
、地
方
創
生
推
進
事
業

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
方
貢
献
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

　

以
上
の
四
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
改
革
を
よ
り
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
外
部
か
ら
「
学

長
顧
問
」
３
名
（
文
部
科
学
省
出
身
の
大
学
理
事
長
経
験
者
、

財
界
で
活
躍
し
た
後
に
大
学
学
長
補
佐
を
務
め
た
大
学
の
経

営・

行
政
の
専
門
家
、
高
大
連
携
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

県
立
高
校
校
長
経
験
者
）
を
招
聘
し
、
大
学
再
建
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
と
も
に
、
学
内
行
政
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
再
編
の
専
門
家
を
副
学
長
と
し
て
招
き
、
計
画
の
立
案・

実
行
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２�　
新
し
い
入
試
改
革
へ
向
け
た�

入
試
広
報
活
動
の
強
化

　

少
子
化
対
策
の
項
で
入
試
広
報
改
革
の
概
要
を
述
べ
た
が
、

改
革
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
に
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
刷
新
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
日
本
語
と
英
語
）

の
作
成
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
（
路
線
バ
ス
と
高
速
バ
ス
）
の

利
用
な
ど
、
使
用
す
る
広
告
媒
体
の
革
新
に
力
を
注
い
だ
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
資
格
取
得
者
（
英
検
２
級
、

日
商
簿
記
検
定
２
級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
５
０
点
以
上
、
な
ど
）

に
は
初
年
度
の
授
業
料
（
70
万
円
）
を
免
除
す
る
制
度
を
設

け
た
。
こ
の
ほ
か
、
入
学
金
（
１
５
０
万
円
）
の
免
除
制
度

（
山
梨
英
和
大
学
花
子
特
別
給
付
奨
学
金
や
、
近
親
者
に
大
学

卒
業
生
や
在
学
生
が
い
る
者
を
対
象
）
も
制
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
高
校
へ
の
出
張
講
義

や
、
山
梨
県
立
図
書
館
交
流
ル
ー
ム
で
の
「
高
校
生
談
話
室
」

を
年
６
回
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
県
内
だ
け
で
な
く
、

募
集
エ
リ
ア
を
長
野
県
や
静
岡
県
ま
で
広
げ
、
教
職
員
一
体

と
な
っ
て
高
校
訪
問
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
に
96
名
で
あ
っ
た
入
学
者

数
が
２
０
１
８
年
度
に
は
１
３
９
名
、
２
０
１
９
年
度
に
は
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１
７
７
名
と
、
入
学
定
員
（
１
５
５
名
）
を
大
幅
に
上
回
る

こ
と
が
で
き
た
。

３　
英え
い
和わ

人び
と
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

　

山
梨
英
和
大
学
は
入
学
時
に
ア
セ
ン
ブ
リ
に
力
を
い
れ
る

と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度
に
次
の
よ
う
な
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
開
始
す
る
。

①�　

基
礎
教
育
：
三
つ
の
基
礎
科
目
（
英
語
、
日
本
語
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
）
を
中
心
に
、
大
学
の
学
び
や
社
会
人
と
し

て
の
基
礎
的
能
力
を
総
合
的
に
涵
養
し
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な

英え
い

和わ

人び
と

を
育
て
る
。
新
し
い
英
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
基
礎
能
力
に
加
え
、
実
践
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
１

年
次
か
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
、
学
内
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
に
よ
っ
て
授
業
で
パ
ソ
コ
ン
を
積
極
的
に
使
い
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
伸
ば
す
。
２
０
２
０
年
度
に
は
「
日
本

語
ス
キ
ル
」
を
新
設
し
、
書
く
力
、
読
む
力
、
考
え
る
力

を
高
め
る
。

②�　

専
門
教
育
：
２
０
２
０
年
度
の
教
育
方
針
で
あ
る
「
専

門
性
の
あ
る
教
養
人・

社
会
人・

国
際
人
」
が
確
実
に
育

つ
た
め
に
、
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル・

サ
ー
ビ
ス
（
人
間・

心

理
）、
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
文
化・

国
際
）、

メ
デ
ィ
ア・

サ
イ
エ
ン
ス
（
情
報
）
の
三
つ
の
領
域
科
目

を
基
礎
に
し
て
、
次
の
六
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
、

学
生
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

Ａ　

公
認
心
理
師
と
臨
床
心
理
士
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｂ　

司
書
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｃ　

英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｄ　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｅ　

日
本
語
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｆ　

山
梨
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

③�　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
：「
ゼ
ミ
の
英
和
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
、
全
学
年
必
修
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
る
総
合
的
能
力

の
完
成
を
目
標
に
、
全
学
生
が
少
人
数
編
成
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
教
員
の
指
導
の
下
に
自
ら
学
び
発
展
さ
せ
る
。
１

年
次
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
大
学
の
学
び
の
基
礎
的

な
ス
キ
ル
や
協
働
的
な
学
修
や
活
動
を
、
２
年
次
「
展
開

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
応
用
的
な
ス
キ
ル
の
獲
得
や
地
域
連
携

の
視
点
で
の
活
動
を
、
３
年
次
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１・

２
」
は
専
門
分
野
の
研
究
の
基
礎
を
学
び
、
４
年
次
「
専

門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
３・

４
」
で
は
、
さ
ら
に
専
門
性
を
高
め

つ
つ
、
卒
業
論
文
や
卒
業
制
作
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
学
生
と
教
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
学
生
の
生
活
や
進
路
選
択
を
支
援
す
る
「
人

生
の
道
場
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
青
春
の
劇
場
」
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

④�　

学
年
暦
と
授
業
時
間
の
変
更
：
さ
ら
に
、
学
修
の
深
化

と
実
践
的
活
動
の
活
発
化
を
図
る
た
め
に
、
２
０
２
０
年

度
に
は
授
業
時
間
を
80
分
か
ら
95
分
に
変
更
し
、
授
業
期

間
は
前
期・
後
期
を
各
々
14
週
と
す
る
セ
メ
ス
タ
ー
制
と

と
も
に
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
も
併
用
し
て
、
魅
力
あ
る
多
様

な
方
法
で
授
業
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
時
間
的
余

裕
が
生
ま
れ
、
長
期
休
業
期
間
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
主
的
な
活
動
や
海
外
で
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

総
合
的
な
教
育
効
果
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

４　
グ
ロ
ー
カ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

　

地
域
社
会
と
共
に
歩
ん
で
き
た
本
学
は
、
地
域
と
の
協
働

を
深
め
る
た
め
、
山
梨
県
、
甲
府
市
、
笛
吹
市
、
甲
州
市
、

山
梨
市
な
ど
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
講
座
「
山
梨
学
」
を
展
開
し
、
山
梨
の

社
会
、
文
化
、
歴
史
、
観
光
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
び

つ
つ
、
未
来
の
山
梨
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
探
求
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
を
越
え
て
姉
妹
校
の
東
洋
英
和

女
学
院
大
学
、
静
岡
英
和
学
院
大
学
（
人
間
社
会
学
部・

短

期
大
学
部
）、
山
梨
英
和
大
学
と
三
英
和
大
学
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、
八
王
子
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
で
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。
他
方
、
中
国
、
韓
国
、
米
国
、

豪
州
な
ど
の
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
留

学
生
を
増
や
す
と
と
も
に
、
本
学
か
ら
の
海
外
留
学
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

５　
進
路
指
導・

支
援
活
動
の
強
化

　

２
０
１
９
年
度
に
は
リ
ク
ル
ー
ト
社
出
身
の
プ
ロ
の
方
を

採
用
し
、
進
路
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
３
年
生
の
集
中
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
学
内
合
同
企
業

説
明
会
、
保
護
者
を
交
え
た
三
者
面
談
な
ど
多
く
の
進
路
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
っ
て
、
就
職
率
は
94
％
（
２
０

１
８
年
度
）
を
達
成
し
、
地
元
定
着
率
も
約
80
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
山
梨
英
和
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
課

程
が
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
臨
床
心
理
士
第
一
種
指
定
大

学
院
の
認
定
を
受
け
て
以
来
、
山
梨
県
内
の
臨
床
心
理
士
の

６
割
以
上
が
本
学
大
学
院
の
修
了
生
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
２

０
１
８
年
度
に
は
公
認
心
理
師
の
養
成
コ
ー
ス
も
新
設
し
た
。
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６�　
人
生
１
０
０
年
時
代
の�

メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
改
革

　

山
梨
英
和
大
学
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
は
、
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
山
梨
英
和
大
学
の
地
域
に
開
か
れ
た
地
域
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」（
生
涯
学
習
と

し
て
の
社
会
人
の
学
び
直
し
）
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
先
駆

け
て
開
学
し
、
２
０
１
８
年
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
、
受
講

生
も
４
０
０
０
名
に
達
し
、
盛
大
な
20
周
年
記
念
行
事
（
講

演
会
な
ど
）
を
開
催
し
た
。
な
お
、
年
間
60
時
間
以
上
の
受

講
生
に
は
、「
学
校
教
育
法
１
０
５
条
」
に
よ
る
文
部
科
学
省

指
定
の
「
履
修
証
明
書
」
を
修
了
式
で
授
与
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
部
学
生・

大
学
院
生
と
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
間
に

お
け
る
受
講
生
の
互
換
に
よ
り
、
聴
講
者
に
は
単
位
を
付
与

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
と
連

携
し
て
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開
催

し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

山
梨
英
和
大
学
は
山
梨
県
で
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
く
大
学
で
あ
り
、
１
学
部
（
人
間
文
化
学
部
）
と
大
学

院
（
臨
床
心
理
学
専
攻
の
修
士
課
程
）
か
ら
な
り
、
甲
府
市

郊
外
の
葡
萄
畑
に
囲
ま
れ
た
南
欧
風
の
美
し
い
校
舎
を
も
つ

小
規
模
大
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
１
３
０
年
に
及
ぶ
歴
史
と

伝
統
を
背
景
に
培
わ
れ
て
き
た
数
々
の
素
晴
ら
し
い
ブ
ラ
ン

ド
力
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
改
革
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
全
学
を
挙
げ
て
情
報
の
共
有
と
協
働
を
強
化
し
、

名
実
共
に
素
晴
ら
し
い
大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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読
書
を
す
る
学
生
と�

ほ
と
ん
ど
し
な
い
学
生
に
二
極
化

田
上　
生
活
環
境
の
変
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
の
発
達・

普
及
な
ど
を
背
景
と
し
て
、「
読
書
離

れ
」「
活
字
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学

生
も
例
外
で
は
な
く
、
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合

連
合
会
（
以
下
、
全
国
大
学
生
協
連
）
に
よ
る
２

０
１
９
年
の
学
生
生
活
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
１

日
の
平
均
読
書
時
間
は
前
年
に
比
べ
て
増
え
て
は

い
る
も
の
の
、
わ
ず
か
30
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

読
書
時
間
ゼ
ロ
が
48
％
と
、
約
半
数
の
学
生
は
読

書
の
習
慣
が
な
い
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
読
書
を
す
る
学
生
と
し
な
い
学

生
と
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
コ
メ
ン
ト
も
、
新
聞
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

学
生
の
読
書
実
態
と
大
学
の
読
書
啓
発
活
動

座
談
会

中
なか
山
やま
 浩
こう
二
じ

聖学院大学学術支援部
司書課長 島

しま
村
むら
 輝
てる

フェリス女学院大学附属
図書館長、文学部教授
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こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
各
大
学
で
は
学
生

が
本
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
と
し
て
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
や
ブ
ッ
ク
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
書
評
の
ス
ス
メ
、

新
入
生
に
贈
る
１
０
０
冊
な
ど
、
読
書
啓
発
に
関

す
る
多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
関
係
す
る
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
読
書
啓
発
活
動
の
意
図
や
目
的
、
具

体
的
な
取
り
組
み
や
そ
の
成
果・

課
題
な
ど
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
て
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
国
で
始
ま
っ
た�

読
書
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入

島
村　
私
は
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
に
赴
任
し
て

10
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
の
美
術
系
の
大
学

に
比
べ
て
、
自
分
が
専
門
と
す
る
文
学
系
の
本
の

所
蔵
は
も
ち
ろ
ん
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て
み
る

と
、
充
実
し
て
い
る
本
を
十
分
に
利
用
し
切
れ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

向
上
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
何
か
で
き
な
い
も
の

か
と
前
々
か
ら
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

と
こ
ろ
、
２
０
１
９
年
度
に
図
書
館
長
の
職
に
就

い
た
た
め
、
こ
れ
を
機
に
従
来
の
取
り
組
み
を
見

横
よこ
田
た
地
ち
 妙
たえ

創価大学図書館事務室
副課長峰

みね
田
た
 優
ゆう
一
いち

全国大学生活協同組合
連合会広報調査部部長司会

田
たの
上
うえ
 雅
まさ
徳
なる

慶應義塾大学法学部教
授、総合政策センター
広報 ・ 情報部門会議
（大学時報）委員

2020年1月29日　日本私立大学連盟会議室にて

座
談
会
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直
し
、
図
書
館
の
機
能
の
新
し
い
面
も
含
め
て
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
学
の
附
属
図
書
館
で
は
、
読
書
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
元
々
は

米
国
の
都
市
に
あ
っ
た
、
市
民
全
員
の
読
書
運
動

と
い
う
も
の
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
シ
カ
ゴ
市
で
始
ま
り
、
や
が
て
全
米
に
広

ま
っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
そ
う
で
す
。
先
日
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館　

エ
ク
ス・

リ
ブ
リ

ス
」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
あ
あ
い
っ
た
形
で
市
民
全
員
が
読

書
を
楽
し
む
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

20
年
く
ら
い
続
け
て
き
た
読
書
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
年
間
テ
ー
マ
の
一
覧
リ
ス
ト
を
見
て
み
る

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
柱
と
し
て
「
今
年

の
一
冊
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
、
授
業
で
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
朗
読
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
年
、
横

浜
市
の
港
の
見
え
る
丘
公
園
に
あ
る
神
奈
川
近
代

文
学
館
で
朗
読
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
読
書
運

動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
学
生
か
ら
な

る
朗
読
チ
ー
ム
を
、
朗
読
の
専
門
家
が
指
導
し
て

お
り
、
朗
読
会
は
本
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。

朗
読
チ
ー
ム
の
学
生
は
卒
業
後
も
朗
読
サ
ー
ク
ル

を
結
成
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、
学
生・

卒
業

生
が
合
同
で
朗
読
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

朗
読
チ
ー
ム
は
、
普
段
は
大
学
の
教
室
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
朗
読
す
る
本
を
自
分
た
ち
で
決

め
、
ど
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
か
考

え
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

最
近
で
は
、
朗
読
会
の
企
画
や
広
報
も
学
生
が
行

う
な
ど
、
自
主
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
や
書
店
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
巡
る�

選
書
ツ
ア
ー
が
好
評

中
山　
私
は
聖
学
院
中
学
校・

高
等
学
校
で
学
校

司
書
を
17
年
ほ
ど
勤
め
、
聖
学
院
大
学
に
移
っ
て

７
年
目
と
な
り
ま
す
。
聖
学
院
大
学
総
合
図
書
館

の
取
り
組
み
に
は
、
四
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
生
協
働
と
い
う
こ
と
で
は
、
図
書
館

の
蔵
書
と
な
る
本
を
学
生
が
選
ぶ
「
学
生
選
書
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
桶
川
市
立
駅
西
口
図
書
館
と

丸
善
書
店
が
一
緒
に
な
っ
た
「O

K
EGA

W
A
�hon�

プ
ラ
ス
＋
」
で
、
図
書
館
や
書
店
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
巡
る
選
書
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
図
書
の
Ｐ

Ｏ
Ｐ
を
作
っ
て
館
内
に
展
示
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
「
セ
ラ
エ
ノ
」
が
手
伝
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
私
が
大
学
に
来
た
当
初
は
一
部
の
学
科

し
か
推
薦
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
な
か
っ
た
の
で
、
一

昨
年
ま
で
に
全
学
科
で
「
学
科
の
１
０
０
冊
」
を

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
は
留

学
生
が
増
え
て
い
る
た
め
、
日
本
語
科
目
の
教
員

に
依
頼
し
て
、「
留
学
生
の
１
０
０
冊
」
も
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
読
書
レ
ポ
ー
ト
や
学

科
の
書
評
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
教
員
と
連
携
し
て

い
ま
す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
必
修
科
目
の
授
業

に
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
講
師

や
司
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
展
示
で
す
。
通
常
の
図
書
館
の
展
示

の
ほ
か
に
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
学
生
展
示
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
埼
玉
県
の
高
校
図
書
館
司

書
が
選
ん
だ
イ
チ
オ
シ
本
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
、

図
書
館
総
合
展
のLibrary�of�the�Y

ear

で
２
０

１
９
年
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
は
、
本
学
を
卒
業
し
て
司

書
に
な
っ
た
学
生
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。
高
大
接
続
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
イ
ベ

ン
ト
展
示
に
も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
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四
つ
目
は
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
し

た
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
ほ
か
に
、
今
年
度
か
ら
書

評
コ
ン
テ
ス
ト
も
始
め
ま
し
た
。
図
書
館
主
催
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
、
世
界
の
図
書
館
で
ゲ
ー
ム
を
す

る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

ゲ
ー
ム
ズ・

ウ
ィ
ー

ク
が
米
国
図
書
館
協
会
な
ど
の
主
導
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
本
学
で
も
秋
の
大
学
祭
の
と
き
に
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
と
い
っ

て
も
電
子
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

が
メ
イ
ン
で
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
ド
系
の
ゲ
ー
ム
を

プ
レ
イ
し
ま
す
。
図
書
館
で
開
催
す
る
の
で
、
言

葉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
本
を
小
道
具
と
し
て
使
う

ゲ
ー
ム
を
学
生
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

田
上　
い
ま
の
学
生
は
本
を
読
ま
ず
に
ゲ
ー
ム
ば

か
り
し
て
い
る
と
言
お
う
と
思
っ
た
の
で
す
が

（
笑
）。
で
は
横
田
地
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

横
田
地　
本
学
で
は
創
価
大
学
と
創
価
女
子
短
期

大
学
で
読
書
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
学
部
生
と

短
大
生
、
そ
し
て
留
学
生
が
対
象
で
す
。

　

読
書
運
動
の
柱
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
感
想

文
で
す
。
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
投
稿
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
大
学
院
生
が
ウ
ェ
ブ

上
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
誤
字
脱
字
が
多
か
っ
た
り
言

い
回
し
が
お
か
し
か
っ
た
場
合
は
い
っ
た
ん
提
出

者
に
返
し
、
修
正・

再
提
出
さ
れ
た
も
の
を
受
理

し
ま
す
。
本
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
文
章
力
の

向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。
評
価
に
応
じ

てSoka�Book�W
ave

（
全
学
読
書
運
動
）
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
50
ポ
イ
ン
ト
集
め
る
と
図

書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
読
書
イ
ベ
ン
ト
や
、
日
本
語
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
文
章
作
成
な
ど
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
で
す
。
こ
れ
も
、
参
加
す

る
とSoka�Book�W

ave

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。
読
書
イ
ベ
ン
ト
は
、Soka�Book�W

ave

を
推
進
す
るSoka�Reading�Project

と
い
う
学

生
団
体
と
図
書
館
職
員
の
共
同
企
画
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
教
員
も
加
わ
り
、
教
職
学
協
働

で
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
教
職

員
や
地
域
の
利
用
者
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

　

読
書
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
楽
し
く
本
を
読
む

機
会
を
増
や
す
こ
と
、
主
体
的・

対
話
的
に
読
書

す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
念
頭
に
企
画
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
か
ら
の
主
な
内
容
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ・

ブ
ッ
ク・

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
、

グ
ル
ー
プ
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
哲
学
カ
フ
ェ
な
ど
で
、

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
が

読
書
を
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

読
書
マ
ラ
ソ
ン
で�

「
４
年
間
で
本
を
１
０
０
冊
読
も
う
」

田
上　
図
書
館
と
と
も
に
、
学
生
の
読
書
に
大
き

く
関
わ
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
全
国
大
学
生
協
連
の

峰
田
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

峰
田　
大
学
生
協
は
全
国
で
２
０
５
程
の
国
公
私

立
大
学
や
高
等
専
門
学
校
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
法
人
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

全
国
大
学
生
協
連
の
主
な
目
的
は
共
同
仕
入
れ
に

あ
り
、
書
籍
は
そ
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
学
生
生
活
実
態
調
査
や
大

学
生
協
の
広
報
活
動
、
大
学
生
協
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
対
応
な
ど
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。
全
国

大
学
生
協
連
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生
協
が
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
全
国
の
ほ
か
の
大

学
生
協
に
も
広
げ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
も

の
を
方
針
化
し
活
動
を
進
め
る
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
の
組
織
で
す
。

　

�

大
学
生
協
が
読
書
推
進
に
関
し
て
進
め
て
い
る

活
動
を
、
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、「
４

座
談
会
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年
間
で
本
を
１
０
０
冊
読
も
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
読
書
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
文
字

ど
お
り
、
卒
業
ま
で
に
１
０
０
冊
の
読
書
を
提
案

し
て
お
り
、
参
加
登
録
を
し
た
学
生
が
、
読
ん
だ

本
の
感
想
を
専
用
の
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
大
学
生

協
に
持
っ
て
行
く
と
書
籍
売
り
場
に
掲
示
す
る
と

と
も
に
、
カ
ー
ド
の
枚
数
に
応
じ
て
大
学
生
協
で

使
え
る
割
引
券
や
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
て
、
も

う
15
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、『
読
書
の
い
ず
み
』
と
い
う
季
刊
誌

を
１
９
７
０
年
か
ら
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

良
書
を
楽
し
む
運
動
と
し
て
書
籍
目
録
的
な
内
容

で
始
ま
っ
た
も
の
が
、
１
９
８
０
年
代
頃
か
ら
は
、

本
を
通
し
た
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
を
目
的
と
す
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
海
外
留
学
記
や
料
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
大
学
教
育
が
大
き
く
変
革
す
る
中
で
、

電
子
書
籍
を
用
い
て
、
大
学
教
育
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
取
り
組
み
が

三
つ
目
と
な
り
ま
す
。
既
に
い
く
つ
か
の
大
学
の

学
部
や
学
科
で
は
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
読
書
推
進
と
い
う
よ
り
も
、
新
た
な
学
び
の
方

法
の
ご
提
案
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

時
代
の
変
化
に
応
じ
て�

読
書
運
動
の
再
生
を
図
る
取
り
組
み

田
上　
か
つ
て
、
学
生
は
読
書
を
す
る
も
の
だ
と

い
う
前
提
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
崩
れ
た
か

ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
教
職
員
や
大
学
生
協
が
一
生

懸
命
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
、
ご

紹
介
さ
れ
た
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
な
意
図
や
問

題
意
識
の
下
に
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
な
ど

を
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

島
村　
20
年
近
く
前
に
、
本
学
は
新
し
い
図
書
館

を
造
り
ま
し
た
。
大
学
の
規
模
の
割
に
は
大
き
い

図
書
館
を
建
て
、
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
学
生
が
集
い
、
使
い
や
す
い
図
書
館

と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
、

当
時
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
本
に
向
か
っ

て
い
く
よ
う
な
広
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
を
考
え

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

新
し
い
図
書
館
が
で
き
て
10
年
ほ
ど
は
、
講
演

会
や
映
画
会
、
演
奏
会
な
ど
が
毎
年
の
よ
う
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
私
が

本
学
に
来
た
頃
か
ら
、
そ
う
し
た
活
動
が
次
第
に

少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

原
因
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
設
期
に
関
わ
っ
た
方
々
の
異
動
や
退
職
な
ど

が
あ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
い
わ
ば

ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
た
あ
た
り
か
ら
、
パ
ワ
ー
ダ
ウ

ン
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

島
村 

輝
氏

中
山 

浩
二
氏
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そ
こ
で
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
再
生
す
べ
く
、

私
が
図
書
館
長
に
な
っ
た
の
を
機
に
新
た
な
試
み

を
始
め
ま
し
た
。
近
代
に
お
い
て
読
書
と
は
基
本

的
に
個
人
的
な
営
み
で
あ
り
、
図
書
館
は
そ
の
拠

点
で
し
た
が
、
今
日
と
し
て
は
、
他
者
と
情
報
を

共
有
し
発
信
す
る
よ
う
な
、
も
う
少
し
広
が
り
が

あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
電
子
書
籍

や
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
変

革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
図
書
館
も
そ
う
い
っ
た
も

の
に
目
配
り
を
し
、
図
書
館
の
機
能
の
中
に
有
効

に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
も
、
読
書
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
現
在
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で�

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
基
礎
を
養
う

島
村　
最
近
、
講
演
会
や
映
画
会
、
演
奏
会
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
は
や
や
途
切
れ
て
い
ま
す
が
、
朗
読

会
と
並
ん
で
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
Ｐ

Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
推
薦
し
た
い
本
を
短
い

文
章
や
イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
も

の
で
、
応
募
作
品
は
図
書
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

近
い
目
立
つ
場
所
に
展
示
し
ま
す
。
２
０
１
９
年

度
は
、
書
店
の
有
隣
堂
か
ら
フ
ェ
ア
の
お
誘
い
が

あ
り
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
品
が
横
浜
の
店
舗
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
詩
や
小
説
、
戯
曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
募
集
す
る
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
上
位
入
賞
者
の
作
品
は
製
本
し
て
本
人
に
贈

呈
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
保
存

し
、
応
募
者
全
員
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

学
生
に
は
好
評
で
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
展
示
や
読
書
運

動
科
目
の
内
容
の
更
新
な
ど
を
考
え
つ
つ
、
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

図
書
館
に
や
っ
て
く
る
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
た
め
に
、「
個
人
の
読
書
」
か
ら
「
社

会
化
し
た
読
書
」
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
試
み

を
展
開
し
て
き
た
と
い
う
次
第
で
す
。

中
山　
私
が
大
学
に
来
て
７
年
半
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
期
間
の
前
半
で
一
番
大
き
か
っ
た
の

は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
す
。
２
０
１
２
年
度
に
、

ま
ず
は
職
員
が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
や
っ
て
み
よ

横
田
地 

妙
氏

峰
田 
優
一
氏

田
上 

雅
徳
氏

座
談
会
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う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
、
図
書
館
を
よ
く
利
用

す
る
教
員
が
２
０
１
３
年
度
か
ら
日
本
文
化
学
科

の
必
修
授
業
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
す
る
と
こ
ろ

か
ら
、
連
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１

４
年
度
か
ら
は
、
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

予
選
会
も
授
業
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
良
い
点
は
、
お
薦
め
の
本

を
紹
介
す
る
た
め
に
本
を
読
む
こ
と
で
す
。
人
前

で
発
表
す
る
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
お

薦
め
ポ
イ
ン
ト
を
言
語
化
し
て
人
に
伝
え
る
能
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

に
は
２
～
３
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
最
後
に
は
投
票
が
あ
っ

て
、
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
「
チ
ャ
ン
プ
本
」

を
決
め
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
本
と
の
出
合
い
や
本

を
通
し
た
人
と
の
出
会
い
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
大
学
生

と
し
て
必
要
な
「
き
ち
ん
と
読
む
、
話
す
、
聞
く
」

と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
基
礎
に
な
る
も

の
を
養
う
一
助
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
日
本
文
化

学
科
が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
授
業
に
取
り
入
れ
ま

し
た
が
、
い
ま
で
は
欧
米
文
化
学
科
や
政
治
経
済

学
科
で
も
必
修
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
留

学
生
の
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
教
員
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
高
じ
て
、
私
も
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及

委
員
会
に
加
わ
り
、
関
東
地
区
の
普
及
委
員
を
務

め
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
か
ら
、
埼
玉
県
の
普
及

委
員
と
い
ろ
い
ろ
話
す
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
学
内
で
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
授
業
の
担
当
教
員
と
図
書
館
だ
け
で
は
な
く

学
生
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
文
学
部
と
図
書
館
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
高
校
生
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
と
本
学
の

学
生
が
参
加
す
る
の
で
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通

し
た
高
大
接
続
の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。
互
い

の
交
流
を
通
し
て
お
薦
め
の
本
を
紹
介
す
る
な
ど
、

読
書
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

全
学
読
書
運
動
に
よ
っ
て�

「
読
書
支
援
図
書
館
」を
目
指
す

中
山　
先
ほ
ど
ゲ
ー
ム
の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、

実
物
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ボ
ブ

ジ
テ
ン
」
と
い
っ
て
、
外
来
語
な
ど
の
カ
タ
カ
ナ

語
を
日
本
語
だ
け
で
説
明
す
る
も
の
で
す
。
例
え

ば
「
バ
ス
」
な
ら
、「
多
人
数
が
乗
る
公
共
交
通
機

関
の
車
」
と
か
。
こ
れ
を
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
前

に
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
プ
レ
イ
す
る
と
、
み

ん
な
夢
中
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
古
今
東
西

の
文
学
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
「
横

暴
編
集
長
」
や
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
本
の
中
か

ら
、
お
題
に
合
う
単
語
や
文
章
を
探
し
出
す
「
み

ん
な
で
本
を
も
ち
よ
っ
て
」
な
ど
も
有
名
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
、
読
書
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
の

ツ
ー
ル
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
も
取
り
入
れ
て
、
学
生

の
読
書
に
結
び
付
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
村　
そ
れ
ら
の
ゲ
ー
ム
は
一
般
に
市
販
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。
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中
山　
え
え
、「
み
ん
な
で
本
を
も
ち
よ
っ
て
」

は
、
最
近
よ
う
や
く
日
本
語
版
が
出
て
、
図
書
館

界
関
係
者
の
間
に
は
結
構
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

田
上　
横
田
地
さ
ん
、
創
価
大
学
で
は
ポ
イ
ン
ト

制
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
最
初
の
意
図
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

横
田
地　
本
学
のSoka�Book�W

ave

は
２
０
０

５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
４
月
で
15
年
に
な
り

ま
す
。
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
能
力
が
落
ち
て
い

る
と
か
、
授
業
内
容
の
理
解
度
が
低
下
し
て
い
る

と
い
っ
た
教
員
の
声
を
聞
い
て
、
学
習
支
援
機
能

と
し
て
の
図
書
館
が
そ
こ
に
関
わ
れ
な
い
か
と
考

え
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
の
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
に
照
ら
し
て
、
や
は
り
学
生
の
読
書
量

が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
１
９
９
９
年
か
ら
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

文
庫
本
や
新
書
の
充
実
な
ど
を
進
め
て
好
評
を
得

て
い
た
も
の
の
、
学
生
の
基
礎
学
力
の
向
上
に
も
っ

と
直
結
す
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
模
索

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
の
創
立

者
が
図
書
館
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
生
の
間
で

読
書
の
気
運
が
高
ま
っ
た
の
で
す
。

　

男
子
寮
で
は
読
書
杯
、
学
友
会
で
は
読
書
カ
ッ

プ
な
ど
の
読
書
運
動
を
行
い
、
図
書
館
は
読
書
マ

ラ
ソ
ン
と
い
っ
て
紙
の
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
提
出

す
る
と
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
２
０
０
５
年
に
一
緒
に
な
っ

てSoka�Book�W
ave

と
い
う
全
学
読
書
運
動
が

始
ま
り
、
図
書
館
も
「
読
書
支
援
図
書
館
」
を
目

指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

Soka�Book�W
ave

も
最
初
は
非
常
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
以
上
経
過
し
て
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
た
た
め
、
学
生
に
読
書
を
勧
め
る
新
た

な
方
法
を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ

頃
に
、
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
教
員

か
ら
「
読
む
」
と
い
う
こ
と
に
も
っ
と
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
一
緒
に
読
書

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
教
員
やSoka�Book�

W
ave

を
推
進
し
て
い
る
学
生
団
体
と
一
緒
に
読

書
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

田
上　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
島

村
先
生
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
も
の
は
ど
う
し
て
も
ル
ー
テ
ィ
ン
化
と
い
う

問
題
と
切
り
離
せ
な
い
、
そ
う
し
た
点
に
も
触
れ

た
ご
発
言
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
考
え
方
で�

読
書
推
進
を
進
め
る
時
期
に
来
た

田
上　
横
田
地
さ
ん
は
２
０
０
５
年
に
問
題
意
識

が
高
ま
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
読
書
マ

ラ
ソ
ン
も
２
０
０
４
年
開
始
と
い
う
こ
と
で
、
時

代
特
有
の
背
景
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全

国
大
学
生
協
連
で
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
ら
れ
た
、

そ
も
そ
も
の
問
題
意
識
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

峰
田　
生
協
職
員
の
発
案
で
読
書
マ
ラ
ソ
ン
が
始

ま
っ
た
動
機
は
、
も
ち
ろ
ん
読
書
推
進
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
生
協
の
店
舗
で
は
書
籍

を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
来
店
を
促
進
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
的
な
意
図
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

読
書
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
学
生
か
ら
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
が
し
だ
い
に
読
書
サ
ー
ク

ル
の
活
動
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
２
０
０
４

年
の
少
し
前
ま
で
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
各
大

学
生
協
で
始
ま
り
、
２
０
０
４
年
に
全
国
的
に
活

動
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
６
年
か
ら

は
読
書
マ
ラ
ソ
ン
コ
メ
ン
ト
大
賞
が
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
の
課
題
と
し
て
は
、
先

座
談
会
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ほ
ど
横
田
地
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
読

書
マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
む
大
学
生
協
の
数
が
停
滞

状
況
に
あ
る
た
め
、
新
し
い
考
え
方
で
読
書
推
進

を
進
め
る
時
期
に
来
た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

教
養
講
座
の
目
的
は�

日
本
で
一
番
読
書
す
る
学
生
を
つ
く
る
こ
と

田
上　
そ
れ
ぞ
れ
の
読
書
啓
発
活
動
の
効
果
や
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
既
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

峰
田　
学
生
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
も
触

れ
た
と
お
り
、
読
書
を
す
る
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た

と
こ
ろ
は
、
現
在
も
読
書
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
旺
盛

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
サ
ー
ク
ル
は

で
き
た
も
の
の
、
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
維
持
し
て
い
く
の
は
困
難
だ
っ
た
大
学
生
協
も

あ
り
、
い
か
に
形
成・

維
持
す
る
か
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
学
生
生
活
実
態
調
査
の
お
話
が
出
ま

し
た
が
、
２
０
１
７
年
は
読
書
を
し
な
い
学
生
が

53・

１
％
と
半
分
を
超
え
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

は
48
％
と
少
し
改
善
さ
れ
、
読
書
の
平
均
時
間
が

前
年
の
23・

６
分
か
ら
30
分
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
２
０
０
４
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
が
、
２
０
１
８
年
は
読
書
の
平
均
時
間
は
最
良

の
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
聞
記
事
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
読
書
を
す
る
学
生
と
全
く
し
な

い
学
生
に
二
極
化
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
９
年
の
調
査
結
果
の
集
計・

分
析
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
や
ら
２
０
１
７

年
が
大
学
生
の
読
書
離
れ
の
底
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

出
版
社
や
大
学
生
協
以
外
の
書
店
か
ら
は
、「
大

学
生
が
本
を
読
ま
な
い
な
ん
て
世
も
末
だ
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
感
と
し
て
、
本

を
読
ん
で
い
る
学
生
は
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
ま
す
。

大
学
進
学
率
が
上
昇
し
て
、
あ
ま
り
読
ま
な
い
学

生
は
確
か
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
環

境
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
経
済
的
な
問
題
は
と
て
も
大
き
く
、

本
を
買
う
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
小
説
の
単
行
本
を
買
う
学
生

は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
作
品

で
も
、
全
国
の
約
４
０
０
店
舗
で
２
５
０
～
３
０

０
冊
の
販
売
数
で
あ
り
、
図
書
館
で
借
り
て
読
む

学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ま
こ
こ
で
、
新
た
な
読
書
推
進
の
活
動
を
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生
協
が
進
め
て
い
る
新
し
い

読
書
推
進
活
動
を
二
つ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

は
、
早
稲
田
大
学
の
「
早
大
生
の
た
め
の
教
養
講

座　

Resonance

」
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
一

番
読
書
を
す
る
学
生
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
目
的

の
下
に
早
稲
田
大
学
生
協
が
開
催
し
て
い
る
有
料

講
座
で
あ
り
、
学
生
が
実
行
委
員
を
務
め
て
い
ま

す
。「
教
員
と
の
出
会
い
」「
先
輩
と
の
出
会
い
」

「
同
級
生
と
の
出
会
い
」「
無
知
の
知
を
知
る
」「
新

し
い
自
分
に
出
会
う
」
と
い
う
五
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
理
念
に
共
感
し
た
教
員
が
お
薦
め
の
本
を
紹
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介
し
、
そ
の
背
景
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
あ

と
で
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
と
座
談
会
形
式
で
交
流

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
潟
大
学
生
協
が
２
０
１
９
年

か
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
習
得
講
座
と
い
う
有

料
講
座
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

読
解
力
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め

の
講
座
で
あ
り
、
目
的
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、「
読
解
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
」「
主
体
的

に
学
ぶ
方
法
と
し
て
読
書
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ

と
」「
組
合
員
（
学
生
）
の
学
び
の
成
長
に
つ
な
が

る
こ
と
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
電
子
書
籍

を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
が
関
心
を
持
っ

て
読
ん
だ
箇
所
に
電
子
的
な
付
箋
を
付
け
る
と
、

そ
れ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
。
そ
う
い

う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
読
解
力
を
高
め
た
り
感
想

を
交
換
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、小・

中
学
校
で
も
読
書
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
お
か
げ
で
、
２
０
１
７
年

に
い
っ
た
ん
読
書
離
れ
は
底
を
打
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。一
方
、従
来
ど
お
り
の
読
書
推
進
運
動
で

は
な
か
な
か
い
ま
以
上
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
幅

広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
田
地　

Soka�Book�W
ave

で
、
感
想
文
を
数

多
く
提
出
し
た
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ

ろ
、「
読
書
の
習
慣
が
つ
い
た
」「
い
ま
ま
で
と
は

違
う
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」「
本

を
読
む
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
参
加
し
た
の
で
、
自
分
が
書
い
た
文

章
を
添
削
し
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
い
い
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
読
書
の
習
慣
が
な

か
っ
た
学
生
が
、Soka�Book�W

ave

に
参
加
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
読
書
量
が
増
え
て
月
に
10
冊
く

ら
い
読
む
よ
う
に
な
り
、
寮
の
後
輩
や
友
人
を
呼

ん
で
定
期
的
に
読
書
会
を
開
い
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　

Soka�Book�W
ave

に
は
グ
ル
ー
プ
で
い
ろ
い

ろ
話
し
合
い
な
が
ら
行
う
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の
で

す
が
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
自
由
に
忌
憚
な

く
意
見
を
言
え
る
環
境
が
あ
る
の
で
、
の
び
の
び

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
分
か
ら

な
か
っ
た
内
容
が
、
少
し
は
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
多
い

の
で
、
読
書
が
苦
手
な
学
生
に
も
、
ま
ず
は
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、Soka�Book�W

ave

に
参
加

し
た
学
生
の
効
果
の
検
証
と
い
い
ま
す
か
、
例
え

ば
学
力
が
向
上
し
た
と
い
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は

図
書
館
の
利
用
頻
度
と
の
関
係
性
な
ど
を
検
証
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
生
が
本
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す

べ
く
、
学
生
と
教
職
員
が
協
働
で
読
書
イ
ベ
ン
ト

を
さ
ら
に
進
め
、
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加
を
促

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に

も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

図
書
館
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り�

親
し
み
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
声
も

中
山　
私
が
本
学
に
赴
任
し
た
当
時
、
図
書
館
の

蔵
書
は
研
究
書
な
ど
の
硬
い
本
が
多
く
、
学
生
が

日
常
的
に
読
む
よ
う
な
小
説
な
ど
は
あ
ま
り
購
入

し
な
い
方
針
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
読

書
活
動
と
か
読
書
推
進
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、

今
ほ
ど
活
発
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
も
と
も
と
学
校
司
書
で
し
た
の

で
、
た
と
え
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
活
字
を

読
む
の
は
良
い
こ
と
だ
、
本
を
読
む
だ
け
で
も
勉

強
に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
や

図
書
の
展
示
な
ど
を
続
け
、
学
生
に
も
う
少
し
読

書
を
さ
せ
よ
う
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲

座
談
会
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斐
あ
っ
て
か
、
学
生
や
職
員
か
ら
、
図
書
館
の
雰

囲
気
が
変
わ
っ
た
よ
ね
と
か
親
し
み
や
す
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
生
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
活
字
は
読
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
は
何
を
読
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
と
、

例
え
ば
ネ
ッ
ト
で
読
む
ウ
ェ
ブ
小
説
で
す
ね
。
紙

の
媒
体
で
は
読
ま
な
い
と
い
う
学
生
も
い
る
の
で
、

学
生
の
読
書
形
態
自
体
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
す
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
１
年
次
の
必
修
の
授
業
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
参
加
し
た
く
な

い
学
生
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
授
業
で
経
験
し
た

お
か
げ
で
人
前
で
発
表
す
る
こ
と
が
全
然
苦
に
な

ら
な
く
な
っ
た
と
か
、
２
年
次
や
３
年
次
の
学
生

が
授
業
以
外
の
場
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
予
選
に

参
加
す
る
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
校
生
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
楽
し
い
思
い
を

し
た
学
生
が
後
に
本
学
に
入
学
し
、
図
書
館
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
な
ど
、
な
に

が
し
か
の
効
果
は
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
学
生
と
の

連
携
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
学
生
が
来
て
く
れ
な

い
こ
と
に
は
連
携
し
よ
う
が
な
い
で
す
し
、
活
動

の
核
に
な
る
よ
う
な
学
生
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
司
書
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
司
書
課
程
の
教

員
と
の
連
携
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
、
留
学
生
が
非
常
に
増
え
て
い

る
た
め
、
図
書
館
が
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。「
留
学
生
の
１
０
０
冊
」
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な

点
も
あ
る
の
で
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も

深
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
本
の
福
袋
」が�

わ
ず
か
１
週
間
で
全
て
貸
し
出
さ
れ
た

島
村　
２
０
１
８
年
ま
で
の
10
年
間
の
図
書
館
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
、
学
科
別
、
学
年
別
の
統
計

を
取
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
右
肩
下
が
り
で
あ
っ

て
、
こ
の
傾
向
を
な
か
な
か
脱
し
切
れ
て
い
ま
せ

ん
。
私
が
図
書
館
長
に
な
っ
て
、
ま
だ
１
年
で
す

が
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
と
反
響
な
ど
を
少
し
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
読
書
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
企
画
展
示
や
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
新
た
に
「Lucky�Bag

（
本
の
福
袋
）」

と
い
う
も
の
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
図
書
館

運
営
委
員
の
教
員
や
選
書
に
当
た
っ
て
い
る
図
書

館
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
本
を
選
び
、
中
身
は
見
え
な

い
も
の
の
、
例
え
ば
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
読
ん

で
み
よ
う
」「
懐
か
し
い
あ
の
頃
の
こ
と
を
考
え
て

み
よ
う
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
福

袋
を
15
袋
（
１
袋
３
冊
）
作
っ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず

か
１
週
間
で
全
て
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
は
大
き
な
企
画
展
示
を
年
に
１
～

２
回
、
か
な
り
場
所
を
と
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
も
っ
と
身
軽
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
１
枚
程
度
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
貼
り
付

け
、
そ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
本
も
一
緒
に
置
き
、

直
接
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
こ
れ

を
年
に
15
回
ほ
ど
や
っ
て
み
ま
し
た
。
企
画
展
示

を
す
れ
ば
そ
こ
に
人
が
集
ま
り
、
数
日
の
間
に
は

置
い
て
あ
っ
た
本
が
借
り
出
さ
れ
て
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
目
に
見
え
る
効
果
が
上
が
り
、
結
果

が
出
始
め
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
全
学
的
正
課
授
業
の
読
書
運
動
科

目
で
「
今
年
の
１
冊
」
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
１
冊
で
は
な
く
テ
ー
マ
を
決
め
る
よ
う
に

な
り
、
本
も
か
な
り
拡
散
す
る
状
況
で
し
た
。
そ

こ
で
、
２
０
１
９
年
に
私
が
担
当
に
な
っ
た
の
を
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機
に
、
や
は
り
１
冊
に
戻
し
ま
し
た
。
学
生
は
あ

ら
か
じ
め
課
題
図
書
を
読
ん
で
授
業
に
臨
み
、
ア

ク
テ
ィ
ブ・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
さ
ら
に
図
書
館
で

調
べ
る
な
ど
し
て
学
び
を
深
め
る
よ
う
に
し
ま
す

（
開
講
は
２
０
２
０
年
度
前
期
）。

　

例
え
ば
、
２
０
０
７
年
に
出
版
さ
れ
た
桐
野
夏

生
の
『
メ
タ
ボ
ラ
』
と
い
う
、
沖
縄
を
舞
台
と
し

た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
上
に
、
十

数
章
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
１
回
ご
と
の
授
業

に
課
題
と
し
て
使
い
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
、
既

存
の
授
業
の
方
法
を
変
え
る
試
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
の
中
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
を
設
置
す
る
予
定
が
あ
り
、
配
置
換
え
や
改
装

を
含
め
て
、
図
書
館
の
大
工
事
の
最
中
で
す
。
こ

の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
は
リ
サ
ー
チ・

ラ
イ
テ
ィ

ン
グ・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
三
つ
の
ス

キ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
図
書

館
は
そ
の
中
で
も
書
物
や
資
料
な
ど
を
利
用
し
た

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

音
楽
学
部
の
学
生
が
図
書
館
に
あ
る
楽
譜
を
借
り

る
と
き
の
試
奏
用
に
古
い
ピ
ア
ノ
が
置
い
て
あ
る

の
で
す
が
、
こ
れ
を
よ
く
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

か
つ
て
横
浜・

元
町
に
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
商
会
が
独

自
に
発
注
し
て
作
ら
せ
た
珍
し
い
手
作
り
ピ
ア
ノ

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
主
導
し
、
音
楽
学
部・

文
学

部・

国
際
交
流
学
部
の
連
携
の
下
に
、
こ
れ
を
修

復
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
が
横
浜
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
横

浜
学
、
そ
し
て
文
学
、
ピ
ア
ノ
の
修
復
や
演
奏
と

い
っ
た
技
術
面
の
こ
と
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
図

書
館
で
調
べ
る
、
現
場
に
出
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
す
る
、
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

図
書
館
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
機
能
す
る
新

し
い
展
開
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田
上　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
興
味

深
い
お
話
で
し
た
。

か
つ
て
の
の
ん
び
り
し
た
時
代
と
は
違
っ
て�

図
書
館
の
職
員
は
忙
し
い

田
上　
私
の
よ
う
な
図
書
館
に
直
接
関
係
し
な
い

者
は
、
そ
こ
で
職
員
が
実
際
に
何
を
し
て
い
る
の

か
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
う
し
て
お
話

を
う
か
が
っ
て
、
学
生
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
だ
と
す
る
と
、
職
員
の
負

担
も
増
え
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

面
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

中
山　
確
か
に
、
図
書
館
の
職
員
は
忙
し
い
で
す

ね
。
私
の
現
在
の
仕
事
と
し
て
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
対
応
な
ど
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
年
次
で
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（O

nline�Public�A
ccess�

Catalog

：
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
）で
蔵
書
を

検
索
し
て
、
大
学
図
書
館
の
本
を
探
せ
る
よ
う
に
。

２
年
次
に
な
る
と
、CiN

ii

（Citation�Inform
a-

tion�by�N
II

：N
II

学
術
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
）
を

使
っ
た
論
文
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
。さ
ら
に
、ゼ

ミ
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
の
で
、
教
員
か
ら

は
使
い
方
の
講
習
を
す
る
よ
う
図
書
館
に
依
頼
が

あ
っ
た
り
。
本
を
棚
に
並
べ
た
り
貸
し
出
し・

返

却
の
作
業
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。

横
田
地　
本
の
貸
し
出
し
や
返
却
の
対
応
は
、
外

部
に
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
、
中
山
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
図
書
館
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
講
習
や
、
購
入
す
る
書
籍
を
教
員
と
検

討
し
た
り
、
読
書
運
動
の
企
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

す
べ
き
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
少
な
い
人

数
で
分
担
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

座
談
会
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島
村　
本
学
で
は
課
長
も
含
め
て
専
任
職
員
が
４

名
、
貸
し
出
し
や
返
却
の
実
務
は
外
部
委
託
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
の
企
画
展
示
も
同
じ
委
託
先
に
選
書
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
が
企
画
調
整

す
る
と
い
う
形
で
す
。
専
任
職
員
は
書
架
計
画
や

選
書
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
あ
り
ま
す
が
、

委
託
の
方
々
に
も
、
た
だ
単
に
本
を
並
べ
た
り
出

し
た
り
だ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
非
常
に
多
い
も
の
の
、
よ
く
意
見
を
く

み
上
げ
な
が
ら
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

田
上　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
情
報
の
一
大
拠
点

で
す
か
ら
、
図
書
館
と
教
育
活
動
と
の
連
動
は
、

常
に
検
討
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

学
術
書
中
心
の
大
学
図
書
館
と
い
う�

イ
メ
ー
ジ
を
問
い
直
す

田
上　
あ
る
大
学
で
は
、
大
学
生
協
書
籍
部
が
お

し
ゃ
れ
な
書
店
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
夏
休
み
が
近
づ
い
て
き
た
ら
旅
行
ガ

イ
ド
、
例
え
ば
ト
ル
コ
の
旅
行
ガ
イ
ド
の
す
ぐ
脇

に
人
文
系
の
ト
ル
コ
史
と
か
、
イ
ス
ラ
ム
に
関
す

る
本
を
並
べ
る
。
そ
う
し
た
書
店
は
単
な
る
部
門

分
け
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
で
売
り
場
を
作
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
私
が
見
た
大
学
生
協
の
書
籍
部

も
、
そ
の
よ
う
な
店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
読
書
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
よ
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

峰
田　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
学

生
生
活
の
中
で
、
関
心
の
対
象
は
時
節
に
よ
っ
て

変
わ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
専
門
書
や
雑
誌
と

い
っ
た
形
態
で
棚
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
学
生

に
対
し
て
テ
ー
マ
で
提
案
す
る
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
先
ほ
ど
は
読
書
時
間
の
減
少
が
底
を

打
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た

が
、
大
学
生
協
の
書
籍
部
の
売
り
上
げ
は
下
げ
止

ま
っ
て
い
な
い
状
態
な
の
で
、
専
属
で
対
応
で
き

る
正
規
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
い
ま
お
話
が

あ
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
提
案
す
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
難
し
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
応
が

今
後
の
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

島
村　
本
学
で
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

図
書
館
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
中
に
ど
う
位

置
付
け
る
か
、
審
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

横
田
地
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
図
書
館
の
中
に
あ
る
の
で
す
か
、
そ
れ

と
も
別
の
組
織
な
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田
地　
図
書
館
と
は
別
組
織
で
す
。
総
合
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
に
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。

島
村　
そ
う
し
ま
す
と
、
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
も
専
任
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

企
画
な
ど
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

横
田
地　
え
え
、
そ
ち
ら
の
担
当
は
教
員
な
の
で
、

教
員
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
図
書
館
の

職
員
と
学
生
、
教
員
で
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

島
村　
中
山
さ
ん
が
先
ほ
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た

ゲ
ー
ム
や
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
図
書
館
の
中
で

行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
教
室

な
ど
で
し
ょ
う
か
。

中
山　
本
学
で
は
２
０
１
３
年
度
に
補
助
金
を
用

い
て
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
室
と
い
う
グ
ル
ー

プ
学
修
室
を
整
備
し
た
の
で
、
そ
う
し
た
場
所
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
学
内
の
カ
フ
ェ
に
出
張
し
て

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
お
話
が
あ
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り
ま
し
た
が
、
本
学
に
は
図
書
館
と
は
別
の
建
物

に
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
図
書
館
を
担
当
す
る
司
書
課

に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
館
内
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も

ゆ
く
ゆ
く
は
図
書
館
の
中
に
取
り
入
れ
て
、
図
書

館
棟
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
学
修
支
援
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画
は
あ
り
ま
す
。

田
上　
中
山
さ
ん
の
先
ほ
ど
来
の
お
話
は
、
学
術

書
の
書
庫
と
し
て
の
大
学
図
書
館
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
そ
ろ
そ
ろ
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
と
し
て
私
は
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
大
学
図
書
館
の
選
書
か
ら
も
れ
て
い
た

本
も
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
け

れ
ど
も
、
そ
う
な
る
と
公
立
図
書
館
な
ど
と
の
差

別
化
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
公
立
図
書

館
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
し
か
置
い
て
い
な
い
と

い
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
学
図

書
館
で
な
い
と
利
用
で
き
な
い
よ
う
な
本
を
用
意

し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
山　
学
生
向
け
の
軽
め
の
本
は
、
後
援
会
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
予
算
を
用
い
て
、
研
究
書
や
専

門
書
を
購
入
す
る
学
部
学
科
の
図
書
費
と
は
分
け

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
選
書
ツ
ア
ー

で
学
生
に
選
ん
で
も
ら
う
本
の
予
算
も
後
援
会
費

か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。
大
学
図
書
館
な
の
で
専

門
書
を
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
後
援

会
の
予
算
で
学
生
に
直
接
還
元
で
き
る
よ
う
な
と

こ
ろ
は
、
そ
ち
ら
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
学
生
が
多
様
化
し
、
図
書
館
の
役
割
自

体
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
公
共
図
書
館
の
中
に
は
、

複
合
施
設
化
し
て
地
域
の
ハ
ブ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
大
学
図
書
館
も
学
修
だ

け
の
場
所
で
は
な
く
、
多
様
な
対
応
が
で
き
る
、

大
学
の
ハ
ブ
の
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
、
軽
め
の
本
も
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田
上　
図
書
館
も
姿
を
変
え
て
い
く
中
で
、
学
生

の
読
書
の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
提
供
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

電
子
書
籍
で
、学
生
と
教
員
が�

学
び
の
情
報
を
共
有
す
る

中
山　
学
生
は
ウ
ェ
ブ
で
小
説
を
読
ん
で
い
る
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
電
子
書
籍
を
使
っ

た
取
り
組
み
が
と
て
も
気
に
な
る
の
で
す
が
、
そ

の
現
状
や
展
望
に
つ
い
て
、
峰
田
さ
ん
は
ど
う
お

考
え
で
す
か
。

峰
田　
全
国
大
学
生
協
連
で
は
、
電
子
書
籍
を
大

学
の
講
義
に
活
用
す
る
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
（D

igital�Edu-
cation�Contents�Support

）
計
画
と
い
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ

ン
グ
の
形
で
、
学
生
と
教
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

の
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。
学
生
の
勉
強
時

間
や
、
付
箋
機
能
な
ど
に
よ
り
、
ど
こ
で
悩
ん
で

い
る
か
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生

は
事
前
に
予
習
を
し
て
、
そ
こ
で
特
に
繰
り
返
し

読
ま
れ
て
い
た
り
、
分
か
ら
な
い
箇
所
に
マ
ー
ク

座
談
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が
つ
い
て
い
れ
ば
、
教
員
側
で
は
講
義
の
中
で
そ

こ
を
特
に
深
め
る
よ
う
な
教
育
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
は
、
本
と
い
う
媒
体
を
電
子
化
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
や
す

い
環
境
を
作
り
、
新
し
い
教
育
に
つ
な
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
特
性

を
生
か
し
て
３
Ｄ
な
ど
を
活
用
す
る
方
向
に
発
展

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
新

潟
大
学
生
協
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
講
座
で
は
、

『
未
来
の
年
表
』
と
い
う
書
籍
を
取
り
上
げ
、
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
紙
の
本
」
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
医
学

系
な
ど
で
は
電
子
書
籍
を
活
用
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
す
。
本
の
量
が
非
常
に
多
い
の
で
、
電

子
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
の
負
担
が
減
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
大
学
生
協
も
そ

う
い
っ
た
学
習
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
紙
か
電

子
書
籍
か
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
持
た
ず
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
上　
日
本
で
は
電
子
書
籍
端
末
の
普
及
が
意
外

に
進
ん
で
い
な
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
私
な
ど
は
生
協
の
書
籍
部
へ
行
く
た
め

に
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
通
っ
た
記
憶
が
あ
る
ほ

ど
、
本
が
置
い
て
あ
る
場
所
が
好
き
で
し
た
。

　

紙
の
本
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、
電
子
書
籍
で
い

い
と
い
う
学
生
も
い
ま
す
が
、
電
子
書
籍
端
末
自

体
の
費
用
も
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
に
書
店
が
あ
る
こ
と
の
意
味
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
危
惧
を
覚
え
ま
す
。

峰
田　
田
上
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
大
学

生
協
の
店
舗
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
の
で
、
そ

こ
に
お
け
る
書
籍
の
充
実
度
合
い
は
学
生
の
潜
在

的
な
学
び
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
点
で
大
変
意
義

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
学
生
生
活
実
態
調
査
で
も
来
店
回
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
う
い
う
空
間
が
い
ま
も

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

時
間
が
あ
る
と
き
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
し
か

し
買
わ
ず
に
帰
る
率
も
一
定
程
度
は
あ
る
ほ
う
が
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
本
屋
さ
ん
」
と
し
て
は
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
は
、
大
学
生
協
の
事

業
と
し
て
持
続
可
能
な
形
を
い
か
に
構
築
す
る
か

が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

本
を
読
ん
で
い
る
か
い
な
い
か
で�

学
生
の
間
に
分
断
が
あ
る

島
村　
私
の
専
門
の
日
本
文
学
の
場
合
、
例
え
ば

ゼ
ミ
で
芥
川
龍
之
介
を
取
り
上
げ
る
と
な
っ
た
ら
、

以
前
で
あ
れ
ば
文
庫
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
そ

の
他
の
参
考
書
な
ど
も
指
定
し
て
い
た
の
で
、
当

然
な
が
ら
学
生
は
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
は
、
指
定
さ
れ
た
本
を
購
入
し
て
も
、
重
い

か
ら
と
い
っ
て
持
っ
て
こ
な
い
学
生
が
い
た
り
し

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
芥
川
龍
之
介
の
作
品
を
ま

だ
読
ん
で
い
な
い
学
部
生
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
電
子
図
書
館
で
あ
る
青
空
文
庫
を
利
用
し

て
「
芥
川
青
空
文
庫
読
破
マ
ラ
ソ
ン
」
の
よ
う
な

こ
と
を
さ
せ
て
み
て
、
そ
こ
に
あ
る
作
品
を
読
み

切
っ
た
ら
、
次
は
大
学
の
図
書
館
な
ど
で
全
集
を

読
む
と
い
う
よ
う
に
持
っ
て
い
く
。
入
り
口
と
し

て
そ
う
し
た
フ
リ
ー
の
も
の
か
ら
入
っ
て
も
、
結

局
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
が
、

教
え
て
い
る
側
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

田
上　
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
す
ね
（
笑
）。
一
日
の
中

で
文
字
を
目
に
し
て
い
る
時
間
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

も
あ
っ
て
、
私
よ
り
も
い
ま
の
学
生
の
ほ
う
が
長

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
島
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
そ
う
い
う
現
実
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

図
書
館
や
書
店
へ
と
い
う
流
れ
を
作
っ
て
ゆ
く
べ
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き
な
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
を
読
ん
で
い
る
学
生
と
そ
う
で

な
い
学
生
と
の
間
で
分
断
が
生
じ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
教
員
も
ゼ
ミ
な
ど
を
通

じ
て
手
助
け
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
を

読
ん
で
い
る
人
が
読
ん
で
い
な
い
人
に
紹
介
す
る

な
ど
の
交
流
が
も
っ
と
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
す
れ
ば
、
読
ん
で
い
る
人
も
新
た
な
読
み
方

に
行
き
着
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
に
寄
り
添
う
形
で�

読
書
支
援
を
考
え
る

峰
田　
学
生
の
二
極
化
や
分
断
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
読
書
推
進
を
よ
り
強
め
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
読
ん
で
い
な
い
人
に
ど
う
や
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
大
学
生
協
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
学

生
が
学
生
に
伝
え
る
の
が
一
番
効
果
的
で
す
。
読

書
推
進
の
取
り
組
み
に
、
運
営
者
と
し
て
学
生
が

加
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
運
動
の
推
進
力
の

点
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　

読
書
推
進
の
イ
ベ
ン
ト
に
学
生
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
学
生
の
卒
業
に
よ
っ

て
、
次
の
学
生
に
伝
え
育
て
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
な
さ
っ
て
い
る
か
、
ぜ
ひ

お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
山　
そ
れ
は
ま
さ
に
本
学
の
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が

卒
業
し
、
ち
ょ
う
ど
い
ま
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
だ
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
に
頼
る
部

分
が
大
き
い
の
で
す
が
、
本
学
は
学
生
数
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

島
村　
個
別
と
い
う
面
で
は
、
朗
読
会
は
先
輩
か

ら
後
輩
へ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ

ス
ト
や
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
は
２
席
だ
っ

た
か
ら
来
年
は
１
席
を
取
っ
て
や
ろ
う
と
い
っ
て

参
加
し
て
く
る
学
生
が
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
運
営
に
学
生

が
加
わ
る
の
は
ま
だ
先
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
作
る
た
め
に
多
く
の
大
学
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
選
書
指
導
や
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
に
学
生
や
大
学
院
生
が
加
わ
っ

て
、
企
画
を
し
た
り
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
形
も
、
本
学

で
は
こ
れ
か
ら
考
え
る
べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

田
上　
運
営
す
る
学
生
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、
卒
業

に
伴
う
代
替
わ
り
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
継

続
性
が
あ
っ
て
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
の
は
、
先
ほ
ど
出
た
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
な
ど
で
書
店
と
提
携
す
る
取
り
組
み
で
す
。

書
店
は
持
続
し
ま
す
の
で
、
学
生
が
入
れ
替
わ
っ

て
も
、「
今
年
も
来
た
ね
」
と
い
い
な
が
ら
、「
本

の
プ
ロ
」
が
読
書
の
き
っ
か
け
を
学
生
に
提
供
で

き
る
。
い
ま
の
学
生
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
感
覚

で
こ
れ
に
臨
め
る
で
し
ょ
う
。
地
元
の
書
店
と
の

連
携
は
大
事
で
す
。

　

本
日
は
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
学
生
の
現
状
を
認
識
し
、
そ
の
時
代
的
な
背

景
や
理
由
を
踏
ま
え
た
上
で
、
学
生
に
ど
う
読
書

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
か
、
彼
ら
彼
女
ら
に
寄
り

添
う
形
で
読
書
支
援
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
と
の
連
携
と
い
う
言
葉
が
出
ま
し

た
が
、
読
書
推
進
は
最
終
的
に
高
大
連
携
や
地
域

と
の
連
携
の
起
爆
剤
に
な
り
得
る
よ
う
な
、
非
常

に
可
能
性
に
満
ち
た
論
点
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で

き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
は
、
世

界
的
な
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
教
育
界
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度
が
年
々
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

達
成
の
期
限
は
２
０
３
０
年
。
若
い
世
代
が
人
類
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
視

点
か
ら
、大
学
に
お
い
て
も
、教
育
研
究
活
動
や
、企
業・

高
校
生
な
ど
、学
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織・

人
と
の
連
携
に
お
い
て
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
学
の
研
究
や
教
育
内
容
は
、
少
な

か
ら
ず
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

本
企
画
で
は
、
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
個
別
の
授
業
や
研
究
の
紹
介
で
は
な
く
、
大
学
全
体
と
し

て
、
在
学
生
や
構
成
員
、
一
般
社
会
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
か
に
焦
点
を
当
て
て
、
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
。

特 集

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み
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高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

規
矩 

大
義

●
関
東
学
院
大
学
学
長

「
技ぎ

学が
く

」
の
理
念
の
も
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ハ
ブ
大
学

南
口 

誠

●�

長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
長
、
技
学
研
究
院
教
授

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

高
橋 

香
代

●
岡
山
大
学
理
事

教
学
ト
ッ
プ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

―
世
界
の
共
通
言
語
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
関
大
の
考
動
力

―

植
田 

光
雄

●
関
西
大
学
学
長
室
学
長
課 

課
長

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
主
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み

岩
田 
寿
夫

●�

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策・

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
１
年

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
未
来
へ
飛
躍
！
～
目
白
大
学
の
新
た
な
挑
戦
～

飛
田 

満

●
目
白
大
学
社
会
学
部
長


Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

は
、
２
０
０
１
年
に
策
定
さ
れ
た
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
後
継
と
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３

０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
記
載
さ
れ
た
２

０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の

国
際
目
標
で
す
。
持
続
可
能
な
世
界

を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
、

地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ

な
い
（leave no one behind
） 

こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
発
展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
先
進

国
自
身
が
取
り
組
む
ユ
ニ
バ
ー
サ 

ル
（
普
遍
的
）
な
も
の
で
あ
り
、
日

本
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

 

※
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
引
用
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１　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
大
学
の
活
動

　

関
東
学
院
大
学
は
２
０
１
８
年
、
全
国
の
自
治
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
指
定
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
公
表
し
て
い
る
。

　

本
学
は
２
０
１
１
年
７
月
に
、
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
た
将

来
構
想
で
あ
る
「
関
東
学
院
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
制
定
し
、

大
学
の
基
本
理
念
と
し
て
、「
21
世
紀
共
生
社
会
の
創
造
と
そ
の
持

続
的
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ

の
基
本
理
念
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
も
合
致
し
て
お
り
、

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
を
旨
と
す
る
学
院
の
理
念
や
、

「
人
に
な
れ 

奉
仕
せ
よ
」
で
示
さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
も

極
め
て
親
和
性
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
に
わ
れ
わ
れ
が
実
践
し
て
き

た
教
育・

研
究・

社
会
貢
献
活
動
の
多
く
は
、
そ
の
根
底
に
お
い

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
目
標
と
確
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
背
景
が
あ
る
か
ら
な
の
か
、
本
学
の
教
職
員
に
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う

こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
し
っ
く
り
こ
な
い
感
覚
が
あ
っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
学
内
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
、
こ
う
し

た
行
動
規
範
に
基
づ
き
、
ご
く
普
通
の
こ
と
と
し
て
大
学
運
営
や

教
育・

研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
極
め
て
先
駆
的
な
大
学
を
除
け
ば
、
日
本
中
ど
の

大
学
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
て
い
る
目
標
は
、
誰
一
人
と
し
て
否
定
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ば
国
際
的
絶
対
正
義
で
あ
り
、
持
続
社
会

へ
の
貢
献
は
、
全
て
の
高
等
教
育
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
巷
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
っ
た
類
い
の
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

規
矩 

大
義
●
関
東
学
院
大
学
学
長
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と
に
若
干
の
違
和
感
を
覚
え
る
。

　

本
学
で
は
、
日
々
の
教
育
、
研
究
、
ゼ
ミ・

研
究
室
の
活
動
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
社
会
貢
献
活
動
、
学
生
の
課
外
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
る
目
標
と
の
関
連
性
を
明
示

し
て
い
る
。
学
生
が
経
験
す
る
学
び
や
大
学
の
取
り
組
み
を
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
ア
イ
コ
ン
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の

中
で
同
じ
目
的
や
取
り
組
み
を
持
っ
た
企
業
や
団
体
が
本
学
に
注

目
し
、
学
生
と
社
会
と
の
接
点
が
増
え
、
そ
の
関
係
が
深
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
や
活
動
が
、
よ
り

良
い
世
界
の
実
現
を
目
標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
結
び
付
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
自
身
が
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
実

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な

げ
た
い
と
も
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
日
頃
、
本
学
が
標
榜
し
て
い

る
「
社
会
連
携
教
育
」
の
実
質
化
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の
行
動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意

識
し
た
後
付
け
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
過
ぎ
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
恩
恵
を

受
け
て
い
る
こ
と
、
い
わ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。「
自
ら
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
付
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
」
と
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
た
活
動
を
始
め
る
こ

と
」
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
使
わ
れ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト・

ア
ウ

ト
（
自
社
の
強
み
を
生
か
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
す
る
こ
と
）

と
ア
ウ
ト
サ
イ
ド・

イ
ン
（
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
製
品
開
発

し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
）
ほ
ど
の

大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
活
動
、
行
動
、
教
育
や
研

究
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
動
機
や
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
も
、
最
終

的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
向
上
と
い
う
目
的
に
は
ど
れ
も
が
有
効
で

あ
ろ
う
が
、
高
等
教
育
機
関
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
果
た
し

て
そ
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

わ
れ
わ
れ
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
」、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
活
動
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
や
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
へ
の
行
動
」、
さ
ら
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
活
動
」

と
い
っ
た
大
胆
な
表
現
を
使
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
掲
げ
る
目
標
は
、
世
界
の
国
々
や
産
業
界
、
実
業
界
が
総
出

で
取
り
組
ん
だ
と
し
て
も
２
０
３
０
年
に
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
で
あ
り
、
そ
の
対
象

は
限
り
な
く
多
く
の
70
億
人
の
地
球
市
民
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地

球
規
模
の
目
標
に
対
し
て
、
一
大
学
が
貢
献
で
き
る
具
体
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
ど
の
大
学
に
も
、
数
限
り
な
く
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
私
自
身
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
」
と
い
っ

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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た
表
現
を
本
学
一
大
学
で
使
う
こ
と
自
体
が
傲
慢
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
あ
る
「
社
会
の
持
続

可
能
な
開
発
に
貢
献
す
る
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
置
か
れ

た
環
境
で
、
小
さ
な
努
力
か
ら
で
も
可
能
で
あ
る
し
、
ま
さ
に
わ

れ
わ
れ
が
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
が
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
表
現
し
て
い
る
時
点
で
既
に
、

こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
地
球
の
未
来
の
最
終
目
標
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
急
速
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
が
社
会
に
浸
透

し
つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
近
未
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
っ
て
、
今
後
の
経
済
社
会
の
指
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
あ
る
種
の
期
待
感
と
危
機
感
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
大

き
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
駆
け
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
の
重
要
性
が
大
き
く
う
た
わ
れ
た
頃
は
、
地
球
市

民
で
あ
る
企
業
、
特
に
大
き
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
企
業
ほ
ど
社

会
貢
献
活
動
が
求
め
ら
れ
、
企
業
も
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
企
業

価
値
の
向
上
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
本
学
も
、
多

く
の
企
業
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
共
同
実
施
の
お
誘
い
を
受
け
て
い

た
し
、
今
で
も
継
続
し
て
い
る
活
動
も
多
い
。
こ
の
活
動
そ
の
も

の
は
社
会
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
が
、
企
業
経
営
の
面
か
ら
は
、

利
益
の
な
か
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
抑
制
的
な

思
考
が
働
い
て
き
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

　

一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
本
業
の
活
動
を
17
の
目
標
に
当
て
は
め

る
こ
と
に
よ
り
、
仮
に
プ
ロ
ダ
ク
ト・

ア
ウ
ト
で
あ
っ
た
と
し
て

も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
し
て
い
る
」
と
宣
言
で
き
る
し
、
ア
ウ
ト

サ
イ
ド・

イ
ン
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
新
し
い
事
業
を
見
せ
れ

ば
、「
収
益
と
社
会
貢
献
を
両
立
さ
せ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
る
こ

と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
急
速
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
本
質
的
理

由
と
思
わ
れ
る
。
経
済
界
、
産
業
界
の
思
惑
と
一
致
し
た
わ
け
で

あ
る
。
批
判
を
恐
れ
ず
敢
え
て
い
う
な
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
儲
か
る
」

と
考
え
て
い
る
企
業
も
存
在
す
る
し
、
経
済
合
理
性
が
必
ず
社
会

の
幸
福
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

　

各
企
業
は
自
社
の
得
意
分
野
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
項
目
の
い
ず
れ

か
に
紐
付
け
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
結
果
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
見

せ
か
け
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
貢
献
し
て
い
な
い
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
、
地
球
環
境
問
題
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
に
の
み
投
資
す
る
と

い
う
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
相
当
に
大
き
く
、
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も
は
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
言
え
な
け
れ
ば
市
場

か
ら
の
退
場
を
迫
ら
れ
る
と
恐
怖
し
て
い
る
企
業
経
営
者
も
多
い
。

　

個
々
の
大
学
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育・

研
究
活
動
、
社
会
貢
献

活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
紐
付
け
す
る
行
為
は
、
経
済
界
の
そ
れ
と
同

じ
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
喧
伝
し
な
け

れ
ば
、
大
学
評
価
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
退
場
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
は
、
ま
さ
に
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
対

す
る
危
機
感
と
同
根
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
危
機
感
を
あ
お
る
政
策
で
あ
っ
て
も
、
結
果
的
に
国

民
を
巻
き
込
ん
だ
政
府
や
各
事
業
者
の
努
力
が
世
界
の
未
来
に
貢

献
す
る
の
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
等

教
育
機
関
が
本
来
す
べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ
と
は
別
の
次
元
に
あ

る
は
ず
で
あ
っ
て
、
大
学
が
私
企
業
と
同
じ
よ
う
な
思
考
に
陥
り
、

手
を
付
け
や
す
い
と
こ
ろ
だ
け
を
つ
ま
み
食
い
し
て
、
あ
た
か
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」
に
陥
る
こ
と
は
、
チ
ェ
リ
ー・

ピ
ッ
キ
ン
グ
の
誹そ

し

り
を
免

れ
な
い
と
自
嘲
的
に
考
え
て
い
る
。

３　
高
等
教
育
機
関
の
役
割

　

現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
理
解
と
認
知
度
は
10
代
が
最
も
高

い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
中
学
校
や
高
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
教
育
や
啓
発
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
17
の
ゴ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
２
３
２

の
指
標
ま
で
深
く
探
求
し
て
い
る
学
校
も
あ
れ
ば
、
目
標
と
す
べ

き
社
会
貢
献
と
い
う
切
り
口
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
捉
え
て
い
る
学
校
も

あ
る
が
、
地
球
の
未
来
と
持
続
可
能
社
会
の
実
現
に
積
極
的
に
コ

ミ
ッ
ト
し
よ
う
と
す
る
若
者
を
育
て
る
取
り
組
み
は
、
そ
う
し
た

若
者
を
受
け
入
れ
る
大
学
側
に
と
っ
て
も
、
教
育
接
続
の
観
点
か

ら
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
若
年
層
に
対
す
る
地
球
環
境
の

保
護・

保
全
や
、
有
限
な
資
源
の
共
有
に
関
す
る
啓
発
的
な
取
り

組
み
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
進
路
指
導
に
お
い

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
活
用
さ
れ
る
場
面
を
幾
度
か
見
て
、
少
し
ば
か
り

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
高
校
生
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の

ゴ
ー
ル
の
何
番
に
興
味
が
あ
る
か
を
答
え
さ
せ
て
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
進
路
（
具
体
的
に
は
学
部
や
学
科
）
を
決
め
さ
せ
る

と
い
う
。
数
年
前
ま
で
の
、
限
定
さ
れ
た
職
業
名
の
中
か
ら
就
き

た
い
仕
事
を
挙
げ
さ
せ
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
学
校
を
選
ば
せ
る

指
導
よ
り
は
ま
だ
良
い
気
も
す
る
が
、
や
は
り
生
徒
の
興
味
と
指

向
と
適
性
を
早
い
段
階
で
17
課
題
に
分
類
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
将

来
選
択
を
行
わ
せ
る
危
う
さ
は
感
じ
た
。

　

高
等
教
育
機
関
は
、
単
一
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
存
在
す
る

ほ
ど
軽
薄
で
は
な
い
。
ま
た
、
人
生
の
目
標
は
単
一
課
題
を
解
決
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す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
複
雑
な
社
会
に
お
い

て
、
そ
の
複
雑
な
社
会
課
題
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
ゆ
く
か
、

そ
こ
は
利
益
や
効
率
を
超
え
た
真
理
を
探
究
す
る
場
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
事
前
に
目
標
を
絞
り
に
絞
っ
て
、「
こ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
」
と
進
路
を
選
ん
だ
学
生
に
と
っ
て
は
、「
社
会
に
貢
献
す
る

人
材
」
で
は
な
く
、「
○
○
で
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
」
に
な
る
こ

と
が
夢
な
の
で
あ
る
。「
ど
の
よ
う
な
動
機
や
希
望
を
持
っ
て
入
学

し
て
も
、
そ
こ
で
新
た
な
希
望
や
課
題
が
見
つ
か
る
の
で
心
配
い

ら
な
い
」
と
い
う
の
は
そ
れ
を
経
験
し
た
、
柔
軟
な
考
え
の
持
ち

主
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
若
者
の
夢
を
17
区
分
す
る
こ
と
の

空
恐
ろ
し
さ
を
教
育
関
係
者
は
感
得
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
人
類
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ

れ
た
17
の
ゴ
ー
ル
に
留
ま
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
日
頃
感
じ
て
い

る
課
題
で
あ
っ
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

軽
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
の
も
の
さ
え
あ
る
。
と
き
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
課
題
は
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
と
相
反
す
る
場
合
も
あ
る
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
の
最
大
公
約
数
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
の
17
し
か
な
い
ゴ
ー
ル
か
ら
、
最
も
取
り
上
げ
や
す
い
課
題
を

探
し
て
チ
ェ
リ
ー・

ピ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
、そ
し
て
、そ
れ
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
高
等
教

育
機
関
で
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
企
業
に
と
っ
て
な

か
な
か
取
り
組
め
な
い
課
題
と
ゴ
ー
ル
こ
そ
が
、
目
先
の
成
果
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
道
な
、
継
続
的
活
動
が
可
能
な
大
学

に
お
い
て
本
来
取
り
組
む
べ
き
、
あ
る
い
は
取
り
組
み
を
期
待
さ

れ
る
べ
き
課
題
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
高
校
生
の
進
路

選
択
に
例
え
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
課
題
解
決
を
目
標
に
す
る
の
も

よ
い
が
、自
身
の
専
門
分
野
を
深
め
、幅
広
い
教
養
を
得
る
こ
と
を

通
し
て
、
幾
つ
の
ゴ
ー
ル
の
解
決
に
向
け
た
貢
献
が
で
き
る
の
か

を
探
究
さ
せ
て
こ
そ
大
学
教
育
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
に
は
、

視
点
を
変
え
て
何
度
も
繰
り
出
さ
れ
て
く
る
社
会
課
題
も
あ
れ
ば
、

一
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
別
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
影
響
を
与
え
る
も
の
や
、
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
達
成
へ
の
行
動

が
別
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
進
捗
を
遅
ら
せ
る
、
い
わ
ば
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
に
あ
る
も
の
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ェ

ン
ダ
リ
ン
ケ
ー
ジ
や
、
複
雑
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
つ

い
て
は
、
自
社
の
事
業
活
動
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
に
調
整
を
促
す
こ
と
は
難
し
い
。

大
学
こ
そ
が
そ
こ
に
着
目
し
、
配
慮
し
、
時
に
調
整
機
能
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
機
関
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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４　
大
学
が
育
て
る
人
材

　

限
ら
れ
た
大
学
を
除
け
ば
、
多
く
の
大
学
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
最
も
貢
献
で
き
る
活
動
と
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
人
材
育
成
だ
と
考
え
る
。
い

ま
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
の
期
日
は
２
０
３
０
年
。
こ
の
壮
大

で
、
し
か
し
地
球
の
未
来
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
目
標
の
う
ち
の

幾
つ
が
２
０
３
０
年
に
達
成
さ
れ
る
か
は
未
だ
不
明
で
あ
る
が
、

期
限
は
も
う
目
の
前
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
10
年
で
具
体
的
な
数
値

目
標
が
達
成
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
よ
う
し
、
多
く
は
抽
象

的
で
観
念
的
な
目
標
で
あ
る
。
し
か
も
、
い
ま
18
歳
の
大
学
１
年

生
は
、
２
０
３
０
年
に
は
ま
だ
28
歳
。
地
球
の
未
来
を
担
っ
て
最

前
線
で
活
躍
す
る
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
ま
だ
若
い
し
、
あ
る
い

は
、
そ
の
先
何
十
年
も
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
が
期
待
さ
れ
る
年

代
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
大
学
が
い
ま
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
先
10
年
の
目
標

達
成
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

共
感
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
理
想
の
未
来
像

に
向
か
っ
て
、
自
身
の
教
養
と
知
恵
と
技
術
を
生
か
そ
う
と
す
る

清
廉
さ
、
実
直
さ
、
公
正
さ
を
も
っ
た
地
球
人
を
育
て
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
教
育
の
た
め
の
題
材
、
素
材
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活

用
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
個
々
の
活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
直

接
貢
献
し
て
い
る
と
い
っ
た
誤
解
は
し
て
は
い
け
な
い
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
特
定
大
学
の
生
き
残
り
戦
略
で
は
な
く
、
社
会
の
持
続
可

能
性
の
枠
組
み
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

最
後
に
、
大
学
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
て
い
る
根
本
的
な
理
念

で
あ
る
「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
（leave�no�one�

behind

）」
と
い
う
言
葉
の
重
要
性
と
、
そ
の
達
成
の
難
し
さ
に

目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
生
み
出
す
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
開
発
さ
れ
て
い
る
新
し

い
技
術
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
々
は
誰
な
の
か
、
そ
の
成

果
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
誰
な
の
か
、
ど
う
す

れ
ば
そ
う
し
た
人
々
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
目

標
達
成
が
近
づ
い
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
必
ず
顕
在
化
す
る
問
題

で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、
利
益
や
効
率
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
で
取
り
組
む
活
動
も
大
学
に
課
さ
れ
た
大
き
な
使
命
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
と
て
も
重
要
で
意
味
の
あ

る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
現
在
の
社
会
に
お
け
る
捉
え

ら
れ
方
に
は
今
後
も
注
視
し
つ
づ
け
た
い
。

　

関
東
学
院
大
学
は
、
中
期
目
標
に
掲
げ
た
人
材
育
成
方
針
の
一

つ
と
し
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
賛
同
、
共
感
し
、
そ
の
目
標
の

達
成
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
る
」
を
表
明
し
て
い
る
。�
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１　
は
じ
め
に

　

長
岡
技
術
科
学
大
学
は
、
産
業
界
の
要
請
を
受
け
、
実
践
的・

創
造
的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
技
術
者
の
養
成
を
目
的
に
、
１
９

７
６
年
、「
技
学
（
技
術
科
学
）」
を

教
育
研
究
の
基
本
理
念
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
か
ら
、
産
業
界

と
連
携
し
た
現
場
教
育
重
視
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
立
当
初
か
ら
実
施
し
、

企
業
な
ど
に
お
け
る
５
カ
月
超
の
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
実
務
訓
練
）

を
必
修
と
す
る
な
ど
特
徴
的
な
実
践

的
工
学
教
育
を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
本
学
は
大
学
院
進
学
を
前

提
と
し
た
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
卒
業
生
の
受
け
入
れ
を
主
と

し
て
お
り
、
高
専・

学
部・

修
士
の
一
貫
し
た
実
践
的
工
学
教
育

は
技
術
開
発
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
優
れ
た
技
術
者
を
世
界
中
に

輩
出
し
て
い
る
。

　

本
学
の
現
場
重
視
の
教
育
は
、
社
会
の
要
請
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
時
代
の
変
化
を
い
ち
早
く
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
２
０
１
５

年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
正
式
に
採
択
さ
れ
た

翌
年
度
に
は
、
大
学
の
活
動
目
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
い
ち
早
く

明
確
化
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

２�　
国
際
会
議STI-G

igaku

の
開
催
と�

地
域
に
お
け
る
普
及
啓
発
活
動

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
２
０
１

６
年
度
に
初
め
て
開
催
し
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
国

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

「
技ぎ

学が
く

」
の
理
念
の
も
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ハ
ブ
大
学南

口 

誠
●
長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
長
、
技
学
研
究
院
教
授
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際
会
議
「International�C

onference�on�“Science�of��
T
echnology �Innovation”

（ST
I-Gigaku

）」
で
あ
る
。
本
国
際

会
議
は
、
発
表
者
が
、
自
ら
の
研
究
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル

の
う
ち
い
ず
れ
の
達
成
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
表
明
し
て

英
語
で
発
表
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
と

そ
の
解
決
手
法
を
意
識
付
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
必
要
な
知
識
お

よ
び
技
術
を
共
有
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
度
の
第
４
回ST

I-Gigaku

で
は
、
産
業
界
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
応
え
、
企
業
が
研
究
成
果
に
留
ま

ら
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
た
た

め
に
、
発
表
件
数
が
２
０
３
件
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
学
生
や

教
職
員
と
企
業
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
た
交
流・
連
携
が
生
ま
れ

る
機
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
国
際
会
議
で
は
参
加
者
と
本
学
学
生
の
混
成
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
解
決
を
結
び
つ
け
た
ア

イ
デ
ア
ソ
ン
を
実
施
し
た
。
２
０
１
７
年
度
の
第
２
回ST

I-
Gigaku

の
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
ア
イ
デ
ア

は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
ご
ろ
く
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ロ
ム
」
と
い
っ
た
子

ど
も
で
も
楽
し
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
ゲ
ー
ム
に
発
展
し
、
同
年
、

科
学
技
術
振
興
機
構
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ

２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
優
秀
出
展
に
与
え
ら
れ
る
「
サ
イ
エ
ン

ス
ア
ゴ
ラ
賞
」
に
輝
い
た
。
本
教
育
ゲ
ー
ム
は
無
償
で
公
開
し
、

企
業
研
修
、
学
校
の
総
合
学
習
、
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（https://w
w
w
.nagaokaut.ac.jp/annai/daigakusyokai/

sdgs/

）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
ゲ
ー
ム
は
、
学
生
や
留
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

子
ど
も
向
け
に
実
演
す
る
機
会
も
多
く
、
地
域
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
啓
発
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
本
学
が
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
を
置
く
鹿
児
島
県
長
島
町
で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
島
の

子
ど
も
た
ち
に
、
本
教
育
ゲ
ー
ム
や
料
理
、
科
学
教
室
な
ど
を
通

じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
る
ほ
か
、
２
０
１
９
年

４
月
に
は
、
本
学
恒
例
の
技
大
桜
散

策
祭
を
発
展
さ
せ
た
「SA

K
U
RA
�

T
rip

×SD
Gs�W

eek

」
を
開
催
し
、

こ
の
教
育
ゲ
ー
ム
体
験
や
「
縄
文
×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
題
し
た
縄
文
も
の
づ

く
り
体
験
に
市
民
２
５
０
０
名
以
上

が
参
加
し
た
。
以
降
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
講
演
会
や
催
し
は
25
回
を
数

え
、
地
域
住
民
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す

る
認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
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３�　
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム�

「
技
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」の
整
備

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
次
世
代
工
学
教
育
の
基
軸
に
位
置
付
け
る
本

学
は
、
２
０
１
６
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
工
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

本
学
の
「
技
学
」
の
理
念
に
基
づ
く
実
践
的
工
学
教
育
の
伝
統

に
、
次
世
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
身
に
付
け
る
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
重

視
す
る
考
え
を
組
み
込
ん
だ
人
材
育
成
を
実
現
す
る
た
め
、
教
養

科
目
や
大
学
院
共
通
科
目
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
面

的
に
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
科
目
の
開
設
や
体
系

的
履
修
を
可
能
と
す
る
シ
ラ
バ
ス
の
整
備
、
国
内
外
で
実
施
さ
れ

る
実
務
訓
練
を
通
じ
た
企
業
現
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
の
抽

出
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
解
決
を
指
向
し
た
研
究
発
表
な
ど
を
取
り
入
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
を
進
め
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
本
学
の
教
育
課
程
を
広
く
網
羅
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
技
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
と
し
て
整
備
し
、

以
下
の
３
コ
ー
ス
に
体
系
化
し
た
。

①　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ー
ス

　

本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み
の
中
核
と
な
る
学
部
―

修
士
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国
内
外
に
広
が
る
派
遣
先
企
業
な
ど
に

お
け
る
実
務
訓
練
を
、
企
業
や
社
会
が
直
面
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連

課
題
に
現
場
で
直
接
触
れ
て
認
識
す
る
重
要
な
機
会
と
捉
え
、
大

学
院
進
学
後
に
、
実
務
訓
練
で
触
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
し
て
研
究
に
励
む
学
生
も
少
な
く
な
い
。

②　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス

　

大
学
院・

社
会
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
主
に
発
展
途
上
国
出
身
の
学
生
に
先
進
的・

実
践
的
な
工

学
教
育
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
実
施
し
、
母
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解

決
を
先
導
す
る
人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
本
コ
ー

ス
生
を
対
象
に
、
都
市
銀
行
が
引
き
受
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
か

ら
の
寄
附
を
原
資
と
し
た
奨
学
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
機
会
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

③　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

大
学
院
の
修
士
―
博
士
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
生
は
前

述
の
国
際
会
議ST

I-Gigaku

の
企
画・

運
営
の
主
体
と
な
る
ほ

か
、
地
域
な
ど
に
お
け
る
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及・

啓
発
活
動
を

牽
引
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
資
す
る
事
業
を
ジ
ャ

パ
ン・

ビ
ジ
ネ
ス・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
提
案�

し
、
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
研
究
成
果
を
社
会
実
装
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
す
る
高
い
意
欲
も
有
し

て
い
る
。
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本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
審
査
を

経
て
、「U

N
ESCO

�Chair�on�Engineer-
ing �E

ducation�for�Sustainable��
D
evelopm

ent

」
と
し
て
、
２
０
１
８
年
５

月
に
工
学
系
大
学
で
は
日
本
初
と
な
る
ユ
ネ

ス
コ
チ
ェ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
認
定
を
受

け
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
明
確
な
対
象
と
す
る
工

学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界
的
に
も
先
進
的

で
あ
り
、
２
０
１
８
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部

の
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
本
学
の
視
察
を
行
う
な
ど
、
高
い
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

４�　
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

イ
ン
パ
ク
ト�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ハ
ブ
大
学
任
命

　

国
連
は
、
人
権
や
平
和
な
ど
の
基
本
原
則
を
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携
を
通
じ
て
世
界
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
国
連
と
世
界
の
高

等
教
育
機
関
を
結
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・

イ
ン
パ
ク
ト
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）
を
２
０
１
０
年
に
発
足
さ
せ
た
。

　

国
連
は
、
持
続
可
能
性
の
推
進
な
ど
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
の
10
原
則
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
や
研
究・

実
践
の
中
心
と
な
る
大

学
１
校
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ブ
大
学
と
し
て
任
命
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
、
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

す
る
た
め
、
２
０
１
８
年
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ハ
ブ
大
学
」
制
度
を
創
設

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

ブ
大
学
を
任
命
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

２
０
１
８
年
10
月
24
日
、
本
学
は
国
連
本
部
か
ら
こ
の
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｉ
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
９
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ブ
大
学
に
任

命
さ
れ
た
。「
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
る
」
と
い
う
工
学
教

育
の
本
旨
に
あ
た
る
ゴ
ー
ル
９
で
本
学
が
任
命
を
受
け
た
こ
と
は
、

本
学
の
「
技
学
」
の
理
念
に
基
づ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
係
る
取
り
組
み

が
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
大
変
名
誉
な
こ
と

で
あ
る
。
同
時
に
、
17
の
ゴ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
世
界
で
１
大
学
の

み
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
は
唯
一
の
ハ
ブ
大
学
任
命
は
、
世
界
の
高
等

教
育
機
関
を
牽
引
す
る
重
責
を
担
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

５　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ハ
ブ
大
学
の
役
割

　

本
学
は
設
立
当
初
か
ら
産
業
界
と
連
携
し
、
技
術
開
発
や
研
究

成
果
の
社
会
実
装
を
通
じ
て
世
界
の
技
術
革
新
に
貢
献
し
て
き
た
。

本
学
と
民
間
企
業
の
共
同
研
究
実
施
件
数
は
２
０
１
４
年
度
の
１

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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３
７
件
か
ら
２
０
１
８
年
度
の
２
２
０
件
へ
と
大
き
く
伸
長
し
て

お
り
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ゴ
ー
ル
９
の
産
業
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基

盤
の
確
立
に
寄
与
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
を

中
心
に
、水
環
境
保
全
な
ど
、当
初
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
明

確
に
し
た
共
同
研
究
の
実
施
が
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
は
こ
の

流
れ
を
地
域
企
業
や
中
小
企
業
に
展
開
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
企
業
や
中
小
企
業
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
げ
る
に
当
た
っ
て
壁

と
な
る
の
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
体
の
認
知
度
の
低
さ
だ
け
で
は
な
く
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
い
て
も
実
行
が
難
し
い
、
政
府
や
大
企
業

が
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
、
企
業
の
営
利
活
動
と
は
関
係
が
な
い

な
ど
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
現
在
、
本
学
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

室
を
設
置
し
、
企
業
、
自
治
体
、
小
学
生
な
ど
様
々
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
自
分
ご
と
で
あ
る
と
伝
え
る
活
動
を
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
明
る
く
楽
し
く
進
め
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
展
開
し
て

い
る
。
２
０
２
０
年
度
に
は
、
教
職
員
と
留
学
生
を
含
む
学
生
の

協
働
の
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
創
設
し
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
情
報
発
信
を
強
化
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、

ハ
ブ
大
学
の
責
務
の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
の
取
り

組
み
を
加
速
す
る
。

　

教
育
面
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢

献
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
度
化

を
進
め
て
お
り
、
２
０
１
８
年
に�

は
、
技
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
内
包

さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
織
り
込
ん
で
世

界
の
課
題
を
捉
え
、
経
済
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
を
育
成
す
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
超
実
践
ル
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
文
部
科
学
省
の
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

採
択
さ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
学
が
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
力
を
有
す
る

「
材
料
科
学
」
と
「
電
力
工
学
」
を
基
礎
と
し
て
、
全
て
の
産
業
の

根
幹
を
な
す
技
術
を
革
新
す
る
人
材
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
反
復
実
習
」
な
ど
実
践
を
重
視
し
た
特
徴
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

　

反
復
実
習
は
、
失
敗
を
し
つ
つ
も
そ
れ
を
克
服
す
る
過
程
を
現

場
で
積
み
、
挫
折
を
克
服
し
た
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
単
に
企
業
に
派
遣
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業

の
実
践
的
研
究
開
発
と
大
学
院
に
お
け
る
学
術
研
究
を
繰
り
返
す
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こ
と
に
よ
っ
て
、
技
学
の
実
践
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
資

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
、普
及
啓
発
、教
育
と
い
っ
た
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
国
連
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

２
０
１
９
年
11
月
に
は
、
国
連
か
ら
ハ
ブ
大
学
任
命
１
周
年
を
記

念
し
た
寄
稿
依
頼
を
受
け
、
本
学
の
寄
稿
記
事
「Engineering�a�

Better�Future

」
が
国
連
本
部
の
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
。

６�　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
と
実
践
的
工
学
教
育
の�

世
界
展
開
へ
の
展
望

　

本
学
は
、学
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
に
加
え
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
解
決
と
実

践
的
工
学
教
育
を
柱
と
す
る
次
世
代
の
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

世
界
的
な
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
、
特
徴
的
な
実
践
的
技
術
者
教
育
を
推
進
し

て
い
る
国
内
外
の
高
等
教
育
機
関
と
共
に
、
実
践
的
な
技
術
者
の

育
成
方
法
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、産
業
界
が
望
む
人
材
像
、工
学
教
育

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
２
０

１
８
年
に
本
学
が
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
認
定
を
受
け
た
「
技
学
Ｓ
Ｄ

Ｇ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を
発
展
さ
せ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
解
決
と
実

践
的
工
学
教
育
を
柱
と
す
る
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
は
、「
技
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
名
称

で
、
デ
ウ
ス
ト
大
学
（
ス
ペ
イ
ン
）、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
（
ベ
ト
ナ

ム
）、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
な
ど
、
基
本
理
念
を
共
有
す
る
６

カ
国
10
機
関
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
ユ
ニ
ツ
イ
ン
共
同
申
請
が
実

現
し
、
工
学
教
育
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
大
学

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
創
造
的
か
つ

有
能
で
責
任
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
、
各
国
に
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
は
海
外
協
定
校
な
ど
か
ら
の
留
学
生
数
が
２
０
１

８
年
度
は
５
３
２
人
と
５
年
間
で
30
％
増
加
し
、
修
士
課
程
修
了

ま
で
に
３
カ
月
以
上
の
海
外
派
遣
を
経
験
し
た
学
生
が
過
去
３
年

度
平
均
で
14・

６
％
に
達
す
る
な
ど
高
い
国
際
交
流
実
績
を
誇
る

が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
各
機
関
の
学
生
の
相
互
交
流
を
促

進
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
学
の
国
際
化
の
さ
ら
な
る
加
速
が
期
待

さ
れ
る
。

　

本
学
は
、
全
世
界
の
大
学
を
代
表
す
る
ハ
ブ
大
学
に
選
出
さ
れ

た
名
誉
と
責
任
に
基
づ
き
、
今
後
も
企
業
、
市
民
、
お
よ
び
世
界

の
教
育
機
関
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
と
持
続
可
能
な
世
界
を
実

現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
牽
引
す
る
。�

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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１　
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
前
史

　

岡
山
大
学
は
１
９
９
４
年
に
、
国
立
大
学
で
初
め
て
「
環
境
」

の
名
を
冠
し
た
環
境
理
工
学
部
を
設
置
し
た
。
２
０
０
４
年
の
国

立
大
学
の
法
人
化
に
際
し
て
は
、
自
然
と
人
間
の
共
生
に
関
わ
る

困
難
な
諸
課
題
に
対
し
、
新
た
な
発
想
の
展
開
に
よ
っ
て
問
題
解

決
に
当
た
る
と
い
う
「
人
類
社
会
の
持
続
的
進
化
の
た
め
の
新
た

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
構
築
」
を
大
学
の
目
的
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

２
０
０
７
年
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Education�for�Sustainable�

D
evelopm

ent

）
を
推
進
す
る
ア
ジ
ア
初
の
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
の

認
定
を
受
け
、
岡
山
市
域
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。
２
０
１
１
年
に
は
、
学
都
構

想
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
と
人
材
育
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

を
推
進
す
る
岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
取
り
組
む
実
践
型
社
会
連

携
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
ユ

ネ
ス
コ
世
界
会
議
」
開
催
な
ど
の
実
績
に
よ
り
、
２
０
１
６
年
に

は
「
ユ
ネ
ス
コ
／
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
岡
山
大

学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
こ
の
よ
う
な
前
史
が
あ
る
。

２　
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
始
め

　

岡
山
大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

２
０
１
７
年
４
月
に
就
任
し
た
槇
野
博
史
学
長
が
掲
げ
た
「
槇
野

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
下
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
岡
山
大
学
の
行
動

指
針
」
を
策
定
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企

画
会
議
な
ど
の
学
内
推
進
体
制
を
整
備
し
、
学
内
へ
の
周
知
啓
発

の
た
め
の
講
演
会
や
取
り
組
み
事
例
の
調
査
を
実
施
。
同
時
に
、

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

高
橋 

香
代
●
岡
山
大
学
理
事
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槇
野
学
長
は
国
連
大
学
や
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
国
際
機
関
を
訪
問
し

て
意
見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
岡
山
経
済
同
友
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
産
官
学
金
言
に
働
き
か
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
基
盤
を
築
い
た
。
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
第
１
段
階
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
認
識
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動

が
評
価
さ
れ
て
、

２
０
１
７
年
12
月

に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
た

Ｒ
Ｃ
Ｅ
第
１
回
世

界
会
議
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、

日
本
政
府
の
第
１

回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
」
特
別
賞
を
受

賞
し
た
。

３�　
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化

　

２
０
１
８
年
度
は
、
学
内
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
ゴ
ー
ル
と

本
格
的
に
関
連
付
け
る
第
２
段
階
「
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
な
る
。
本図表１　岡山大学SDGsモビール

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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学
は
11
学
部
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
８
研
究
科
３
研
究
所
を
擁
す
る
総
合

大
学
で
あ
る
が
、
全
部
局
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
取
り
組
み

を
大
別
す
る
と
、
図
表
１
「
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
ビ
ー
ル
」
に

あ
る
よ
う
に
、
環
境
、
教
育・

健
康
、
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
社
会
の
四
領
域
で
あ
り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
岡
山

大
学
の
取
組
事
例
集　

第
６
次
改
訂
版
」
に
は
２
３
０
例
を
掲
載

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
師
教
育
国
際
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
４・

７
を
達
成
す
る
た
め
の
教
師
教
育
に
つ
い
て
、
世
界
規
模
で
開
発・

検
証
し
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
11
月
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ

教
師
教
育
世
界
大
会
」
の
開
催
な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
や
ユ
ネ
ス
コ
ア

ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
国
の
教
育
機
関
と
共
に
、
２
０
３
０
年

ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
下
、
活
動
に
取
り
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教

育
の
世
界
モ
デ
ル
を
開
発
し
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
び
の
ま
ち�
岡

山
」
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

同
時
に
、
地
域
の
産
学
官
金
言
と
の
協
働
を
強
化
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
国
際
学
都
お
か
や
ま
創

生
本
部
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
地
域・

世
界
と
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
窓
口
を
設
置
し
た
。
岡
山
経
済
同
友
会
は
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
動
の
軸
と
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
岡
山
市
と

真
庭
市
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
地
域
の

取
り
組
み
も
活
発
化
し
て
い
る
。
岡
山
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
名
称
認
知

率
が
全
国
１
位
（
電
通
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
１
９
）
と

い
う
結
果
は
、
こ
の
地
域
全
体
の
盛
り
上
が
り
を
反
映
し
た
も
の

と
い
え
る
。

４　
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
も
の

　

岡
山
は
、
古
い
歴
史
と
文
化
を
も
ち
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
た

れ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
庶
民
に
開
か
れ
た
学
校

で
あ
る
閑
谷
学
校
や
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
津
山
洋
学
、

大
原
孫
三
郎
氏
に
よ
る
大
原
奨
農
会
農
業
研
究
所
な
ど
の
設
置
、

大
原
總
一
郎
氏
に
よ
る
高
梁
川
流
域
連
盟
の
設
立
、
近
年
で
は
福

武
總
一
郎
氏
に
よ
る
海
の
復
権
を
目
指
す
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
な

ど
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
岡
山
と
い

う
土
地
に
は
、「
社
会
課
題
解
決
の
遺
伝
子
」
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
遺
伝
子
を
発
展

的
に
継
承
し
、
地
域
や
世
界
の
人
々
と
共
に
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
現
在
の
社
会
課
題
に
取
り
組
む
中
か
ら
、Sustainabil-
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ity
と�W

ell-being

を
バ
リ
ュ
ー
と
す
る
人
材
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
共
創
す
る
取
り
組
み
と
い
え
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
科
学
技
術
だ
け
で
な
く
教
育
や
文
化
芸
術

も
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

岡
山
大
学
で
は
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
「Sustainability
とW

ell-being

を
追
究
す
る
研
究
大
学
と

し
て
、
人
材
育
成
と
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
世
界
と
地
域
に
新

た
な
価
値
を
創
造
し
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
に

よ
っ
て
、
持
続
可
能
性
と
包
摂
性
に
富
む
『
国
際
学
都
お
か
や
ま

の
創
生
』
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

５　
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
展
開

　

岡
山
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
新
入
生
全
員
を
対
象
に
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
授
業
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
歩
き
方
」
を
開
講
し
、「
自
分
事

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
実
践
の
手
が
か
り
を
得
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
ま

た
、
世
界
で
活
躍
す
る
第
一
線
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
講
師
陣

に
迎
え
て
課
題
解
決
能
力
や
デ
ザ
イ
ン
思
考
な
ど
を
学
ぶ
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
養
成
講
座
「
Ｓ
ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
、

学
生
が
地
域
に
出
て
、
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
学
ぶ

実
践
型
社
会
連
携
教
育
を
数
多
く
展
開
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年

度
に
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
専
門
教
育
に
も
広
げ
、
持
続
可

能
な
社
会
開
発
と
学

び
を
統
合
で
き
る

「
世
界
で
活
躍
で
き

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

人
」
を
育
成
す
る
教

育
課
程
を
開
発
す
る
。

　

正
課
外
活
動
で

は
、
２
０
１
９
年
７

月
に
「
岡
山
大
学
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
任
命
制
度
」�

を
新
設
し
、
高
校
生

も
含
め
た
１
３
３
名

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
（
写
真
１
）

が
活
発
に
活
動
中
で

あ
る
。

　

国
際
的
に
は
、
地

球
規
模
の
課
題
を
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
連
携
し
て
解
決
す

写真１　岡山大学SDGsアンバサダー

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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る
た
め
の
全
世
界
合
同
産
官
学
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

世
界
１
９
０
カ
国
の
学
生
代
表
が
集
ま
る
「
世
界
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ

ト
」
に
、
学
生
２
名
が
毎
年
、
日
本
代
表
（
写
真
２
）
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

　

留
学
生
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ・

ラ
イ
デ
ン
大
学
や
米
国
国
務
省
ク

リ
テ
ィ
カ
ル・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ・

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
学
生
に
、
地
域

に
根
ざ
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
提
供
し
て
お
り
、
具
体
的
な
学
び

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
様
に
存
在
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
直
接
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
し
た
高
大
接
続
と
し
て
、
高
校
の
要

請
に
応
じ
て
本
学
教
員
が
訪
問
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
な
か

で
も
、
岡
山
県
立
瀬
戸
高
校
の
「
ひ
た
ぶ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、

津
山
市
内
の
四
つ
の
県
立
高
校
に
よ
る
連
携
講
座
「
地
域
創
生
学
」

が
、
２
０
１
９
年
度
第
９
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
連
携
教
育
表
彰

を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
多
彩
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
展
開

に
よ
り
、
世
界
的
団
体
や
地
方
自
治
体
、
地
域
企
業
な
ど
と
の
人

材
育
成
を
通
じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

６　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
と
国
際
化

　

岡
山
大
学
は
２
０
１
９
年
度
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
元
年
」

と
位
置
付
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
大
学
経
営
の
中
核
に
置
き
、

教
育・

研
究・

社
会
実
装
な
ど
の
大
学
機
能
の
全
て
に
反
映
さ
せ

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
第
３
段
階
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
大
学
経
営
と
は
、
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
（
図
表
２
）
に
よ
り
大

学
の
知
の
資
源
を
活
用
し
て
社
会
か
ら
信
頼
を
得
て
い
く
営
み
と

考
え
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
２
０
１
９
年
７
月
の
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治

フ
ォ
ー
ラ
ム
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
「E

SD
�for�2030

」
に
お
い
て
、

槇
野
学
長
が
本
学
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
成
果
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学

経
営
（A

�w
hole�institution’s�approach�tow

ards�achieving�
the �SD

Gs

）
と
し
て
報
告
し
、
注
目
を
集
め
た
。
同
年
12
月
に
は

写真２　世界ユースサミットで岡大生が登壇
（2019年度ロンドン大会）
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槇
野
学
長
が
「
地
球
憲
章
」
の
国
際
本
部
が
あ
る
コ
ス
タ
リ
カ
の

国
連
平
和
大
学
を
訪
問
し
、「
地
球
憲
章
」
と
「ESD

�for�2030

」

を
統
合
的
に
推
進
す
る
意
義
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
さ
ら

に
、
２
０
２
０
年
１
月
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
（
国

連
貿
易
開
発
会
議
）
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（ST

I

※�for�SD
Gs

）
の
人
材
育
成
に
向
け
た
包
括

連
携
協
定
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）」
を
締
結
し
た
。
今
後
は
、
地
球
憲
章
を
倫

理
的
な
枠
組
み
と
し
て
、「ESD

�for�2030

」
と
「ST

I�for�SD
Gs

」

を
車
の
両
輪
に
し
た
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
首
脳
級
会
合
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
普
及
」
か
ら
「
行
動
」
を
加
速
す
る
必
要
性

を
強
調
し
、
２
０
２
０
年
以
降
を
目
標
達
成
の
た
め
の
「
行
動
の

10
年
」
と
位
置
付
け
た
。
こ
の
「
行
動
の
10
年
」
を
迎
え
て
、
岡

山
大
学
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め

の
具
体
的
な
事
業
構
想
を
組
織
的
に
推
進
し
、
地
方
国
立
大
学
と

し
て
持
続
可
能
な
地
方
分
散
型
社
会
の
実
現
を
牽
引
す
る
大
学
に

進
化
発
展
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

※ST
I

：Science�T
echnology�and�Innovation

図表２　SDGs大学経営のプロセス

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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は
じ
め
に

　

関
西
大
学
は
、
２
０
１
５
年
９
月
25
日
に
第
70
回
国
連
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
」
に
記
載
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
共
感
し
、
学
長

が
２
０
１
８
年
12
月
に
声
明
を
発
表
し
、K

A
N
D
A
I�for�SD

Gs

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
発
足
さ
せ
た
。

　

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
担
当
副
学
長
を
座
長
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
案

の
策
定
や
実
施
支
援
、
事
例
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
の
構
成
員
一
人
一
人
が
一
層
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
意
識
を
向

け
、
理
解
を
深
め
る
た
め
、
２
０
１
９
年
11
月
28
日
に
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
す
る
関
西
大
学
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
た
。

　

と
は
い
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
っ
て
、
先
行

す
る
他
の
大
学
に
は

到
底
及
ん
で
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
足
に
至
る
ま

で
の
本
学
に
お
け
る

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
取
り

組
み
や
環
境
教
育
の

経
緯
を
紹
介
し
た
う

え
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
足
後
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

教
学
ト
ッ
プ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

―
世
界
の
共
通
言
語
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
関
大
の
考
動
力
―

植
田 

光
雄
●
関
西
大
学
学
長
室
学
長
課 

課
長
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寄
与
す
る
学
内
の
主
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
、
教
育
推
進�

部
、
研
究
推
進
部
、
社
会
連
携
部
、
国
際
部
な
ど
を
中
心
に
紹
介

し
た
い
。

１�　
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

―
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
―

　

本
学
は
、
２
０
０
７
年
に
学
校
法
人
と
し
て
「
関
西
大
学
環
境

憲
章
」
を
定
め
た
。
そ
の
中
で
、「
こ
こ
に
関
西
大
学
は
、教
育・

研

究
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
て
、
か
け
が
え
の
な

い
地
球
環
境
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
に
配
慮

し
、
ま
た
そ
れ
に
調
和
し
た
人
間
的
豊
か
さ
の
実
現
の
た
め
、
環

境
方
針
の
も
と
に
、
全
学
を
挙
げ
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル・

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
宣
言
に
基
づ
き
、
本
学
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止
」、「
環
境

保
全
活
動
の
啓
蒙
」、「
環
境
安
全
問
題
」、
そ
の
他
の
「
環
境
保

全
」
に
取
り
組
む
た
め
、
環
境
保
全
を
意
識
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

２�　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン「K

andai�V
ision�150

」と�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
行
動
指
針

　

本
学
は
、
１
９
２
２
年
の
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
以
来
、「
学

の
実
化
」（
学
理

と
実
際
と
の
調

和
）
を
大
学
の

理
念
と
し
て
き

た
。
学
問
と
現

実
社
会
の
調
和

を
意
味
す
る
こ

の
言
葉
は
、
本

学
が
伝
統
的
に

教
育・

研
究・

社
会
貢
献
を
三

位
一
体
と
し
て

考
え
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
の
創
立
１
３
０
周
年
を
機
に
作

成
さ
れ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「K

andai�V
ision�150

」
に
お
い
て
も
、

全
体
の
将
来
像
の
中
に
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

自
然
と
調
和
し
た
、
平
和
で
希
望
に
満
ち
た
社
会
を
探
究

し
、
そ
れ
を
め
ざ
し
た
弛
ま
ぬ
変
革
を
支
え
、
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。
多
様
な
文
化
と
そ
の

価
値
観
を
尊
重
し
、
柔
軟
か
つ
幅
広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
、

「
考
動
力
」
と
「
革
新
力
」
を
も
っ
て
、
新
た
な
世
界
を
切
り

特集 SDGsに向けた大学の取り組み

53 大学時報　2020.3



拓
こ
う
と
す
る
、
強
い
意
思
を
有
す
る
人
材
を
数
多
く
輩
出

す
る
こ
と
で
広
く
社
会
に
寄
与
し
た
い
。

　

こ
の
た
び
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
行
動
指
針
で
は
、
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
と
お
り
宣
言
し
た
。

関
西
大
学
は
、
人
間
、
地
球
、
豊
か
さ
の
こ
と
を
考
え
、
国

際
社
会
の
協
働
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
自
由
で
平
和

な
世
界
を
実
現
で
き
る
「
考
動
力
」
と
「
革
新
力
」
を
兼
ね

備
え
た
人
材
を
育
成
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
研
究
や
社
会

貢
献
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
た
び
策
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
行
動
指
針

に
は
、
本
学
の
理
念
で
あ
る
「
学
の
実
化
」
とK

andai�V
ision�

150

の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、「
考
動
力
」
と
「
革
新
力
」
を
兼
ね

備
え
た
人
材
育
成
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
研
究
や
社
会
貢
献
を
通

じ
て
大
学
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
決
意
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。３　

学
内
の
主
な
取
り
組
み

⑴　

環
境
教
育
の
ル
ー
ツ

　

前
述
の
と
お
り
、
法
人
と
し
て
環
境
問
題
に
向
き
合
っ
て
き
た

中
で
、
大
学
に
お
け
る
環
境
教
育
に
関
し
て
も
、「
関
西
大
学
環
境

憲
章
」
の
制
定
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
複
数
の
学
部
の
教
員
が
中

心
と
な
り
、
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
推
進
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
会
を
活
発
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
会
が
発
端
と
な
り
、
２

０
０
７
年
４
月
に
は
環
境
科
目
「
食
と
環
境
」
が
複
数
の
学
部
の

教
員
に
よ
る
リ
レ
ー
形
式
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
８
年

に
は
「
環
境
と
社
会
」、
２
０
０
９
年
に
は
「
低
炭
素
社
会
へ
の

道
」
が
開
講
さ
れ
、
今
日
に
つ
な
が
る
環
境
教
育
の
礎
が
築
か
れ

た
。
な
お
、「
食
と
環
境
」
お
よ
び
「
環
境
と
社
会
」
で
は
、
リ

レ
ー
講
義
を
担
当
す
る
教
員
が
執
筆
し
た
書
籍
『
食
と
環
境

─

問
わ
れ
て
い
る
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

─
』（
晃
洋
書
房
）、

『
地
球
環
境
問
題
の
基
礎
と
社
会
活
動
』（
古
今
書
院
）
が
刊
行
さ

れ
、
い
ず
れ
も
教
科
書
と
し
て
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
他
大
学
の
教

員
か
ら
も
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
る
。

⑵　

教
育
推
進
部

　

教
育
推
進
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
本
学
の
環
境
教
育
を
継
承
し
、

現
在
で
は
共
通
教
養
科
目
内
に
環
境
に
関
す
る
多
く
の
授
業
科
目

を
開
講
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
２
０
１
９
年
度
に
は
環
境

保
全
委
員
会
と
連
携
し
、
全
学
部
生
を
対
象
と
す
る
共
通
教
育
科

目
に
「
環
境
学
入
門
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
科
目
で
は
、
法
学
、

経
済
学
、
社
会
学
、
経
営
学
、
倫
理
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

を
招
く
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
に
よ
り
、
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
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さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
理
解
を
深

め
る
授
業
を
展
開
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０

年
度
に
は
、
環
境
に

限
定
せ
ず
、
学
部
の

垣
根
を
越
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
共
通
教
育
科
目
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
科
目
を
導
入
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
春
学
期
開
講
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
」
で
は
、

全
13
学
部
か
ら
教
員
が
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
登
壇
し
、
各
学
部
の

専
門
領
域
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
係
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
る
。

秋
学
期
開
講
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
」
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
自
治
体
や
企
業
な
ど
の
事
例
を
学
び
な
が
ら

課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
授
業
科
目
以
外
で
は
、
教
員
、
職
員
、
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
と
も
に

学
ぶ
Ｓ
Ｄ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
１
９
年
度
は

「
関
西
大
学
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
た
め
に
関
大

と
し
て
で
き
る
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
た
。
そ
の
最

終
発
表
会
で
は
、
教
員
、
職
員
、
学
生
混
合
の
各
グ
ル
ー
プ
が
、

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
し
、
作
成
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
が
「
絵
に
画
い
た
餅
」
と
な
ら
な
い
よ

う
、
プ
ラ
ン
の
い
く
つ
か
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
も
共
有
さ
れ
、
今
後
の
取
り
組
み

の
参
考
と
し
て
意
欲
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

研
究
推
進
部・

社
会
連
携
部

　

研
究
面
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
研
究
の
広
が
り
と
深
化

を
図
る
た
め
、
学
内
研
究
費
の
一
つ
で
あ
る
「
関
西
大
学
教
育
研

究
高
度
化
促
進
費
」
に
係
る
課
題
の
一
つ
と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

達
成
す
る
た
め
の
取
組
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
学
内
公
募
を
行
い
、

活
発
な
研
究
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育・

研
究
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
や
、
本
学

が
保
有
す
る
知
的
財
産
を
紹
介
す
る
た
め
の
『
研
究・

技
術
シ
ー

ズ
集
』（
冊
子
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
関

連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
の
ロ
ゴ
を
明
記
し
、
知
的
財
産
の
検

索
や
外
部
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
大
学
研
究
シ
ー
ズ
発
表
会

で
あ
る
「
産
学
連
携
テ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
発
表
に
当
た
っ
て
、
関
連
す
る
ゴ
ー
ル
を
明
示
し
た
う
え
で
研

SD研修プログラムの様子
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究
テ
ー
マ
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

今
後
は
企
業
と
の
共
同
研
究
開
発
や
特
許
の
活
用
を
目
指
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
が
増
す
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

⑷　

国
際
部

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業
に
採
択
さ
れ
た
留
学
生
就
職

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「SU

CCESS-O
saka

」
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
本
学
、
大
阪
大
学
、
大
阪
府
立
大
学
、
大
阪
市
立

大
学
を
中
心
と
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
企

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
の

「SU
CCESS-O

saka�Future�D
esign�Ⅱ

」
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

テ
ー
マ
に
し
た
社
会
課
題
の
発
掘
を
通
じ
て
大
阪・
関
西
の
未
来

を
提
案
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
外
国
人
留
学
生

と
国
内
企
業
が
一
体
と
な
り
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
学
生
に
海
外
体
験
を
促
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
海
外
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
国

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
環

境
負
荷
半
減
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
を
見
学
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
大
学
の
学
生
と
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ａ
（
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
）
し
な
が
ら
、

目
指
す
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
参
加
す
る
学
生

は
英
語
運
用
能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
問
題
の
解
決
法

を
自
ら
探
す
マ
イ
ン
ド
を
身
に
付
け
、
未
来
に
対
す
る
責
任
感
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸　

図
書
館

　

本
学
は
、
学
長
が
就
任
当
初

か
ら
学
生
に
読
書
を
強
く
推
奨

し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
２

０
１
８
年
か
ら
入
学
生
全
員
に

『
新
入
生
に
贈
る
１
０
０
冊
』

（
丸
善
雄
松
堂
、
紀
伊
國
屋
書
店

協
力
）
を
配
付
し
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
に
は
教
育
後

援
会
の
支
援
を
受
け
、『
新
入
生

に
贈
る
１
０
０
冊
』
で
紹
介
さ

れ
た
本
が
電
子
ブ
ッ
ク
で
も
読

め
る
よ
う
、
読
書
の
啓
発
を
展

開
し
て
き
た
。

　

そ
の
発
展
的
事
例
と
し
て
、

図
書
館
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連

教員が推薦する図書の帯
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携
し
、
図
書
館
の
特
性
を
生
か
し
た
五
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
支
援
し
て
い
く
「K

U
�Library�thinks�SD

Gs

」

が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る
企
画
展
に
お

い
て
は
、
本
学
教
員
の
推
薦
コ
メ
ン
ト
が
記
載
さ
れ
た
帯
付
き
の

図
書
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
ご
と
に
５
期
に
分
け
て
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
推
薦
図
書
は
、
図
書
館
な
ら
び
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
紀
伊
國
屋
書
店
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
学
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
同
書
店
の
天
王
寺
ミ
オ
店
、
新
宿
本
店
、
福
岡
本
店
、

神
戸
阪
急
店
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
推
薦
図
書
の
巡
回
展
示
を
展

開
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
11
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
図
書
館

総
合
展
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
特
化
し
た
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
本
学
職
員

が
講
演
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
多
く
の
関
心
を
い
た
だ
い
た

と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
図
書
館
に
お
け
る
推
薦
図
書
の
貸
出
率
は
非
常
に
高

く
、
図
書
館
総
合
展
の
反
響
や
紀
伊
國
屋
書
店
の
巡
回
展
示
、
後

述
す
る
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
一
般
の
方

か
ら
関
心
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
学
内
外
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

関
心
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑹　

学
生
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
教
職
員
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
本
学
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
生
と
一

緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
の
思
い
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設

置
後
、
大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
企
画・

運
営
に
関
心
の

あ
る
学
生
を
募
り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補
助
の
み
な
ら
ず
、
学
生
が

主
体
的
に
企
画・

立
案
す
る
な
ど
、
全
学
的
な
啓
発
活
動
に
教
職

員
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
な
活
動
の
一
例
と
し
て
は
、

先
に
紹
介
し
た
書
店
展
示
企
画
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成
や
、
親
子
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
『
ま
ち
Ｆ
Ｕ
Ｎ
ま
つ
り
』
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
文

字
集
め
ラ
リ
ー
な
ど
、
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
０
５

年
に
設
立
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
当
初
か

ら
環
境
保
全
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
き
た

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
機

「まちFUNまつり」でSDGs文字集め
ラリーをする親子　　　　　　　　　
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運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
昨
今
は
、
大
和
川
や
琵
琶
湖
の
清
掃
活
動

に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
連
携
活
動
に
参
加

し
て
い
る
学
生
の
成
長
を
顕
彰
す
る
事
業
と
し
て
、「〈
地
域
で
活

動
す
る
若
い
力
〉
奨
励
賞
」
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
自
体

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
で
は
な
く
、
地
域
連
携
活
動
を
し
て
い

る
学
生
自
身
の
学
び
や
成
長
に
対
す
る
顕
彰
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
昨
今
で
は
学
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
か
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
明
確
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
わ
り
を
説
明
す
る
学
生
が
増
え
て

お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
を
実
感
し
て
い
る
。

４　
学
園
全
体
へ
の
広
が
り

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、
行
動
指
針
が
策
定
さ
れ
た
現
在
で

は
、
法
人
の
下
に
設
置
さ
れ
た
環
境
保
全
委
員
会
と
学
長
の
下
に

設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
両
組
織
が
連
携
し
て
、
学
園
全
体

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
事

務
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
目
を
向
け
る

と
、
環
境
保
全
委
員
会
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
催
に
よ
り
、
各
部

署
に
配
置
さ
れ
て
い
る
エ
コ・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
「２０３０�SD

Gs

」
を
使
っ
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
が
契
機
に
も
な
り
、
２
０
１
９

年
12
月
に
は
、
学
内
の
各
部
署
で
発
生

し
て
い
る
余
剰
事
務
物
品
を
有
効
活
用

す
る
た
め
の
「
消
耗
品
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。
例
え
ば
、
使

用
済
み
の
チ
ュ
ー
ブ
フ
ァ
イ
ル
や
グ
ッ

ズ
と
し
て
作
っ
た
ペ
ン
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
な
ど
、
文
具
を
中
心
と
す
る
余
剰

品
が
各
部
署
か
ら
多
数
集
め
ら
れ
た
。

こ
の
行
事
に
よ
り
全
出
品
数
の
う
ち
、

85
％
の
消
耗
品
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
で
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
を
推
進
す
る
取
り

組
み
も
学
園
全
体
に
少
し
ず
つ
浸

透
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

関西大学高等部「関大SDGsフォーラム」

カードゲームで学ぶSDGs研修会
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ま
た
、
併
設
校
で
あ
る
関
西
大
学
高
等
部
で
は
、
探
求
学
習
の

一
環
と
し
て
「
関
大
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
多
く
の
企
業・

団
体
を
招
き
、
テ
ー
マ
ご
と
に
企
業
の

方
と
生
徒
た
ち
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

な
ど
、
そ
の
裾
野
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

５　
学
外
機
関
と
の
連
携

　

本
学
で
は
、
17
番
目
の
ゴ
ー
ル
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

考
え
に
基
づ
き
、
芝
井
学
長
の
下
で
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
パ

ク
ト
加
入
、
関
西
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
加
入
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
難
民
高
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ
る
学
生
受

け
入
れ
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

の
加
入
や
大
阪
府
が
推
進
す
る
「
お
お
さ
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

ゼ
ロ
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
委
員
会
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
あ
る
中
で
、
本
学

は
２
０
１
８
年
度
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

「U
I�GreenM

etric�W
orld�U

niversity�Rankings

」
に
参
加�

し
て
い
る
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
６
分
野
（
環
境
と
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
気
候
変
動
、
廃
棄
物
、
水
の

管
理・

処
理
、
移
動
手
段・

交
通
、
教
育
）
が
評
価
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
１
９
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「Sustainable��

U
niversity �in�a�Changing�W

orld:�Lessons,�Challenges�
and�O

pportunities

」
で
あ
っ
た
。
持
続
可
能
な
キ
ャ
ン
パ
ス
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
中
で
、
２

０
１
９
年
度
は
、
世
界
85
カ
国
７
８
０
大
学
の
中
で
１
２
６
位
（
２

０
１
８
年
度
１
３
５
位
）
と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ
、
最
近
で
は
自
治

体
や
企
業
か
ら
協
働
の
お
話
を
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
活
動
を
学
園
全
体
へ
広
げ
る
と
と
も
に
学
外
機
関
と

の
連
携
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

６　
広
報
活
動

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
学
内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
学
の
構
成

員
に
対
し
て
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
（
２
０
１
９
年

４
～
５
月
）。
そ
の
結
果
、
回
答
者
の
約
37
％
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
存

在
を
知
ら
な
い
」
と
回
答
、「
言
葉
や
ロ
ゴ
を
見
聞
き
し
た
こ
と
は

あ
る
が
、
意
味
を
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
約
32
％
を
加
え
る
と
、

全
体
の
約
７
割
が
「
知
ら
な
い
」
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

特集 SDGsに向けた大学の取り組み
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学
内
広
報
誌
で
あ
る
『
関
西
大
学
通
信K

andai�Style
』
４
７
７

号
（
２
０
１
９
年
10
月
）
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
ろ
う
！
」
と
題
し

た
特
集
を
組
み
、
こ
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
本
学
の

取
り
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
11
月
に
は
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の

根
本
か
お
る
氏
を
招
き
、
講
演
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
学
長
と

の
対
談
を
行
っ
た
。
対
談
の
様
子
は
関
西
大
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

『Reed

』N
o.59

（
２
０
１
９
年
12
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
両

広
報
誌
と
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
出
し
て
い
る
の
で
、
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
閲
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
２
０
２
０
年
２
月
に
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
、
カ
テ
ゴ
リ・

分
野
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
本
学
の
取
り
組
み
を
検
索
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
よ
る
訪
問
を
想

定
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
例
や
情
報
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
本
学
の

研
究
や
教
育
へ
た
ど
り
着
け
る
よ
う
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
役
割

を
意
図
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
誌
面
の
関
係
も
あ
り
、

学
部・

研
究
科
の
事
例
ま
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

学
内
体
制
は
、
前
述
の
よ
う
に
法
人
と
教
学
が
連
携
で
き
る
体

制
が
整
備
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
が
徐
々
に
動
き
始
め
て
い
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
各
部

局
の
担
当
者
レ
ベ
ル
か
ら
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
具
体
的
な
数
値
目

標
が
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
実
際
に
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
実
質
的
な
活
動
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
感
じ
て

い
る
。

『関西大学通信Kandai�Style』477号より
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
具
体
的
数
値
を
求
め
る
意
見
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
本
学
は
ま
だ
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
事
務
局
と
し
て
は
、
ま
ず
は
策
定
さ
れ
た
行
動
指

針
に
基
づ
き
、
大
学
の
構
成
員
一
人
一
人
が
当
た
り
前
に
行
っ
て

き
た
大
学
に
お
け
る
研
究
や
教
育
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う

視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
て
理
解
を
深
め

る
土
壌
を
醸
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
い
う
と
こ

ろ
の
Ｐ
（
計
画
）
に
時
間
を
か
け
が
ち
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
に
関
し
て
は
、
ゴ
ー
ル
と
さ
れ
る
２
０
３
０
年
を
し
っ
か
り

見
定
め
、
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
軽
快
な
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
Ａ
（
行
動
）
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
を
捉
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
し
ば
し

ば
ヨ
ハ
ン・

ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
と
パ
ヴ
ァ
ン・

ス
ク
デ
フ
氏

に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
モ
デ
ル
」
が
用
い
ら
れ
、

環
境
の
持
続
可
能
性
な
し
に
は
社
会
や
経
済
の
持
続
的
な
発
展
は

成
り
立
た
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
、い
ま
ま
で
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

緯
か
ら
も
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
基
盤
に
し
つ
つ
、
今
後
は
教

育
、
研
究
、
社
会
面
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
２
０

２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪・

関
西
万
博
）
に
触
れ
て
お
き

た
い
。
そ
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

で
あ
り
、
万
博
が
目
指
す
も
の
の
中
心
に
は
、
明
確
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
へ
の
貢
献
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
万
博
と
も
い
わ

れ
る
こ
の
万
博
が
開
催
さ
れ
る
大
阪
の
地
に
お
い
て
、
私
た
ち
は

学
理
と
実
際
の
調
和
を
理
念
に
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

き
た
大
学
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
真
剣
に
向
き
合
う
責
務
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
学
生
の
た
め
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
の
共
通
言
語
と
も
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
自
ら
の
学
び
や
行
動
が
将
来
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
学
生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

か
ら
も
の
ご
と
を
意
識
し
、
追
求
で
き
る
「
考
動
力
」
あ
ふ
れ
る

人
材
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、

い
ま
ま
さ
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。�
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１　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

　

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
慶
應
義
塾
大
学
蟹
江
憲
史
研
究
会

（
以
下
、
蟹
江
研
究
会
）
に
よ
る
、
大
学
生
一
人
一
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
知
り
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
目
指
す
活

動
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
は
一
人
一
人
が
①
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
「
認
知
」
し
、
②
自
分
に
も
関
連
す
る
と
「
認

識
」
し
た
う
え
で
、
③
課
題
解
決
の
た
め
の
「
行
動
」
を
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
①
認

知
」
と
「
②
認
識
」
に
焦
点
を
当
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
学
生

が
世
界
や
日
本
で
ど
ん
な
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

自
分
た
ち
の
学
生
生
活
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

ら
の
解
決
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
し
て
い
る
状
態
を
目
標
と

し
た
。
最
終
的
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
学
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
認
知
度
を
２
割
か
ら
８
割
に
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

２　
ス
テ
ッ
カ
ー
２
５
０
０
枚
を
キ
ャ
ン
パ
ス
中
に

　

ス
テ
ッ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
翌
年
の
２
０
１
６
年
10
月
18
日
～
11
月
８
日
の
約
１
カ

月
間
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
に
貼
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
２
５

０
０
枚
を
中
心
に
学
生
の
認
知
度
向
上
を
目
指
し
た
。
ア
イ
デ
ア

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
一
見
、
単
純
に
思
え
る
が
、
こ
の

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
前
例
が
な
く
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
貼
る
場
所
の
検
討
、
大
学
側
と
の
交
渉
、
資
金
調
達
な
ど

準
備
は
多
岐
に
わ
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
か
ら
実
施
ま
で

約
１
年
を
要
し
た
。
ゼ
ミ
の
時
間
だ
け
で
は
足
り
ず
、
長
期
休
暇

中
に
は
合
宿
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
夜
通
し
作
業
を
す
る
、
学

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
主
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み

岩
田 

寿
夫
●
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策・

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
１
年
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内
で
通
称
「
残
留
」
と
呼
ば
れ
る
徹
夜
作
業
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
努
力
が
功
を
奏
し
、
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

イ
ン
パ
ク
ト
と
の

主
催
、
協
賛
に
株
式
会
社
伊
藤
園
、
な
ら
び
に
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

か
ら
後
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
学
内
で
も
大
学
や
生
活

協
同
組
合
と
協
力
体
制
を
築
く
な
ど
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

実
際
に
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
使
用
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
（
図

表
１
）
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
パ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
ゴ
ー
ル
、
②
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
内
容
、
③
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
関
連
す
る
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
現
状
の
一
言
メ
モ
か
ら
な
っ

て
い
る
。
一
言
メ
モ
に
は
、
各
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
関
連
す
る
世
界
お

よ
び
日
本
の
現
状
を
数
値
で
示
す
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
特
徴
で
あ
る
指
標
を
意
識
し
つ
つ
（
当
時
、
指
標
デ
ー
タ

は
議
論
中
で
あ
っ
た
）、
数
字
で
課
題
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
課
題

が
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
驚
き
、
ま
た
身
近
な
生
活
に

関
係
す
る
こ

と
だ
と
気
づ

き
、
自
分
ご

0

0

0

と
化
し
て
も

0

0

0

0

0

ら
う

0

0

こ
と
が

狙
い
で
あ

る
。
例
え
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
17・

４
で
あ
れ
ば
、「
日
本
の
債
務
残

高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
３
２
％
。
こ
れ
は
大
学
生
の
平
均
月
収
８
万
円

に
対
し
て
20
万
円
に
相
当
す
る
」
と
書
い
た
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
17
の
目
標
ご
と
に
用
意
し
、
さ
ら
に
各
目

標
に
つ
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
種
類
を
複
数
用
意
し
、
全
部
で
１
０

０
種
類
、
合
計
２
５
０
０
枚
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
り
方
の
パ
タ
ー
ン
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け

た
。
一
つ
目
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
と
関
連
の
あ
る
場
所
に
貼

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
人
一
人
に
と
っ
て
身
近
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
し
た
。
例
え
ば
、

目
標
14
「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
ト

イ
レ
に
、
目
標
12
「
つ
く
る

責
任
つ
か
う
責
任
」
は
ゴ
ミ

箱
（
図
表
２
）
に
貼
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
喫
煙
所
や

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
（
保

健
室
）
の
入
り
口
、
洗
面
台
、

更
衣
室
の
壁
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
貼
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
ま
ず
は
よ
り

図表１　実際に貼った
　　　ステッカー

図表２　ゴミ箱のステッカー
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多
く
の
人
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
ス
テ
ッ
カ
ー

に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
べ
く
、
大
教
室
や
食
堂
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
の
机
や
椅
子
と
い
っ
た
、
人
が
た
く
さ

ん
集
ま
る
場
所
に
貼
り
、
必
ず
目
に
つ
く
よ
う
に
し
た
。
実
際
に
、

あ
る
授
業
で
は
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
の
あ
る
ス
テ
ッ
カ
ー
に
座
っ

て
も
ら
う
取
り

組
み
を
教
員
が

実
施
し
、
自
分

ご
と
化
す
る

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
も
生
ま

れ
た
。

　

こ
の
状
態
を

約
３
週
間
に

渡
っ
て
継
続
し

た
。
余
談
だ
が
、

大
学
の
設
備
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
る
た
め
、「
跡

が
つ
か
な
い
」

よ
う
に
す
る
と

い
う
大
学
側
と
の
取
り
決
め
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
貼
っ
た
場
所

を
１
枚
ご
と
に
記
録
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
素

材
も
と
て
も
剥
が
れ
や
す
い
も
の
に
せ
ざ
る
を
え
ず
、
期
間
中
は

ゼ
ミ
生
の
友
人
や
清
掃
の
方
々
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

整
備
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ス
テ
ッ
カ
ー
で
知
っ
た
人
を
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
誘
導
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
国
連
広

報
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
広
報
映
像
を
キ
ャ
ン
パ
ス

の
食
堂
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
利
用
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
子
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
の
説
明
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
は
毎
日
２
回
、
投
稿
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

見
か
け
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
映
像
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し

て
さ
ら
な
る
理
解
を
促
し
、
相
乗
効
果
を
図
っ
た
。

３　
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
前
後
に
学
生
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
調
査
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知・

認
識
の
変
化
を
測
定
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
「
１
全
く
知
ら

な
い
」「
２
名
前
だ
け
知
っ
て
い
る
」「
３
目
標
ま
で
知
っ
て
い
る
」

図表３　ステッカー、サイネージ、ポスター設置場所
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「
４
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ま
で
知
っ
て
い
る
」「
５
目
標
の
内
容
ま
で
知
っ

て
い
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」「
６
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

貢
献
す
る
た
め
に
何
か
し
ら
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
」
の
６
段

階
の
選
択
肢
を
設
け
た
。
実
施
前
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
１
全
く
知
ら

な
い
」
が
82
％
（
回
答
総
数
１
１
２
）
で
あ
っ
た
の
が
、
実
施
後

は
「
１
全
く
知
ら
な
い
」
が
16
％
（
回
答
総
数
２
１
６
）
と
大
き

く
減
少
し
た
。
ま
た
、「
２
名
前
だ
け
知
っ
て
い
る
」
が
52
％
、

「
３
目
標
ま
で
知
っ
て
い
る
」
が
16
％
と
上
昇
し
た
。
ま
と
め
る

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
い
る
学
生
は
、
実
施
前
の
18
％
に
対
し

て
、
実
施
後
は
84
％
と
大
き
く
上
昇
し
た
。
そ
の
う
ち
66
％
は
、

ス
テ
ッ
カ
ー
が
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
の
向
上

に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
効
果
的
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

４　
今
後
の
発
展

　

ス
テ
ッ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
も
の

の
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
も
ら
う
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
現
在
も
発
展
中
で�

あ
る
。

　

ま
ず
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
法
や
知
見
は
中
学
生
や
高
校
生

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
蟹

江
研
究
会
で
は
、
学
校
内
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
の
あ
り
そ
う
な
場

所
を
探
し
て
17
目
標
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
発
し
た
。
豊
岡
市
立
但
東
中
学
校
な
ど
い
く
つ
か
の
学
校
で
実

践
し
た
と
こ
ろ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
び
な
が
ら
、
身
近
な
問
題
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
際
の
導
入
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
で
は
、
県
内

の
大
学
生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
合
う
「
キ
ャ
ン
パ

ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
滋
賀
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
蟹
江
研
究

会
の
学
生
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
見
を
共
有
し
、
学
び
を
深
め

合
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
を
超
え
た
取
り
組
み
の
連
携
も
、
い
っ

そ
う
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）

で
は
、
毎
年
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
を
公
開

す
る
場
と
し
てO

pen�Research�Forum

（
Ｏ
Ｒ
Ｆ
）
を
開
催
し

て
お
り
、
２
０
１
９
年
度
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
Ｏ
Ｒ
Ｆ
の
主
要
な
テ
ー

マ
に
な
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
し
た
「
認
知
」

か
ら
「
行
動
」
へ
の
進
展
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の

認
知
→
認
識
→
行
動
を
促
し
、
２
０
３
０
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を

目
指
し
た
い
。�
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は
じ
め
に

　

２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：Sustainable�D
evelopm

ent�Goals

）」

は
、
い
ま
や
政
府・

自
治
体
を
は
じ
め
、
企
業・
産
業
界
、
市
民

社
会
、
大
学・

教
育
機
関
な
ど
、
各
界
で
急
速
に
関
心
が
高
ま
り
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
連
携・

協
力
の
下
、
国
内
外
で
取
り
組
み
が

加
速
し
て
い
る
。
特
に
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、
教
育
活
動・

研
究
開
発・

社
会
貢
献
な
ど
の
各
分
野
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
改
革
の
柱
、

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
今
後
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
が
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
つ
な
が
り
、

大
学
の
価
値
を
測
る
新
た
な
指
標
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
質
の
高
い
教
育
」「
産
業
と
技
術
革
新
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

な
ど
は
い
か
に
も
大
学
ら
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
し
、「
健
康
と
福

祉
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
生
産
と
消
費
」
な
ど
も
大
学
が
取
り
組
み

や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
大
学
に
寄

せ
ら
れ
る
期
待
や
、
大
学
が
担
う
べ
き
役
割
も
大
き
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

目
白
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
全
学
的
な
取
り
組
み
は
、
ま

だ
２
０
１
９
年
４
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
東
洋
経
済
新

報
社
『
東
洋
経
済
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
』「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

大
学
特
集
」
に
目
白
大
学
の
取
り
組
み
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
、「
と

て
も
分
か
り
や
す
い
」
と
学
内
外
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

本
格
的
な
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

１　
エ
コ
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
へ

　

２
０
１
９
年
５
月
、
目
白
大
学
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
の
10
号
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
と
、
さ
い
た
ま
岩
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

特
集

S
D
G
s
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
未
来
へ
飛
躍
！

～
目
白
大
学
の
新
た
な
挑
戦
～

飛
田 

満
●
目
白
大
学
社
会
学
部
長
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プ
ラ
ザ
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
に
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
は
大
き

な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
込
む
と
、
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
イ
ト
「
目
白
大
学・

目
白

大
学
短
期
大
学
部
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ま
だ
認
知
度
が
き
わ

め
て
低
い
（
低
か
っ
た
）
の
で
、
ま
ず
は
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め

の
仕
掛
け

0

0

0

づ
く
り
か
ら
始
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

本
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
イ
ト
で
は
、「
目
白
学
園
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
関
連
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
例
紹
介
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

各
学
部
学
科・

研
究
科・

研
究
室
や
全
学
に
お
け
る
取
り
組
み
を
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
に
関
連
付
け
な
が
ら
（
関
連
す
る
ロ
ゴ
を
貼

り
付
け
て
）
紹
介
し
て
い
る
。
同
サ
イ
ト
は
ま
だ
発
展
途
上
で
あ

り
、
改
善
の
余
地
も
多
い
も
の
の
、
本
学
に
お
け
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
普
及
」
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
取
り
組
み

は
突
如
と
し
て
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
学
は
２
０
１
１
年

４
月
に
「
目
白
学
園
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
、
以
来
、
学
校
法
人

目
白
学
園
「
地
球
環
境
の
保
全
及
び
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
」
推

進
委
員
会
を
中
心
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に
向
け

た
組
織
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
は
こ
れ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
、
学
校
法
人
目
白
学
園
「
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
委
員
会
を
発

足
さ
せ
た
次
第
で
あ
る
。

　

目
白
大
学
は
、
現
在
７
学
部
17
学
科
（
２
０
２
０
年
度
か
ら
８

学
部
17
学
科
）、
大
学
院
７
研
究
科
、
短
期
大
学
部
３
学
科
、
さ
ら

に
複
数
の
研
究
所
や
診
療
所
な
ど
の
付
属
機
関
を
持
つ
総
合
大
学

で
あ
る
。
２
０
１
９
年
度
の
学
生
数
は
６
１
０
２
名
。
東
京
都
新

宿
区
に
あ
る
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
総
合・

文
系
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
に
あ
る
さ
い
た
ま
岩
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
は
「
健
康・
医
療
系
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

SDGsラッピング

新宿キャンパス

さいたま岩槻キャンパス
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あ
る
学
び
を
展
開
す
る
。
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
（
現・

目
白

大
学
短
期
大
学
部
）
の
創
設
は
１
９
６
３
年
で
あ
り
、
目
白
大
学

の
創
設
は
１
９
９
４
年
で
あ
る
が
、
目
白
学
園
の
母
体
で
あ
る
「
研

心
学
園
」
の
創
設
は
１
９
２
３
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
白
学
園

は
２
０
２
３
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

２　
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の
経
験
と
実
績

　

学
校
法
人
目
白
学
園
「
地
球
環
境
の
保
全
及
び
低
炭
素
社
会
へ

の
貢
献
」
推
進
委
員
会
は
、
全
学
的
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の

包
括
的
な
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
環

境
教
育
や
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
学
内

外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　

本
学
の
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
ま
ず
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
と
さ
い
た
ま
岩
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
そ
の
緑
豊
か
な
環
境
「
森
の
学
園
」
を
か
け
が

え
の
な
い
財
産
と
し
て
、
定
期
的
な
除
草・

剪
定・

施
肥
に
よ
っ

て
植
栽
管
理
し
大
切
に
保
護
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
施
設・

設
備
面
で
は
、
高
効
率
空
調
機
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給

湯
器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
人
感
セ
ン
サ
ー
の
導
入
な
ど
、
省
エ
ネ
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
機
の
設

置
、
屋
上
緑
化
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
中
水
道
シ
ス
テ
ム
や
透
水
性

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
舗
装
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト・

環
境

教
育
の
分
野
で
は
、
電
気
使
用
量・

ガ
ス
使
用
量・

Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
な
ど
の
環
境
関
連
デ
ー
タ
の
公
開
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
環
境
関
連
記
事
を
配
信
す
る
環
境
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「Eco�Cam

pus

」
の
開
設
、
学
生
自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
支
援
、
エ
コ
意
識

を
競
い
合
う
全
学
生
参
加
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
エ
コ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
企
画
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
環
境
展
「
エ

コ
プ
ロ
」
へ
の
出
展
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
ハ
ー
ド・

ソ
フ
ト
両
面

の
取
り
組
み
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
」

の
毎
年
次
刊
行
な
ど
、
本
学
で
は
省
エ
ネ
や
環
境
保
全
と
と
も
に

人
材
育
成
や
社
会
貢
献
も
踏
ま
え
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

の
実
現
に
向
け
て
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
４
、
７
、
12
、
13
、
15
な

ど
を
中
心
に
）
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

エコキャンパスレポート2018
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３　
も
う
一
つ
の
柱
、地
域
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

　

と
こ
ろ
で
、（
エ
コ
を
含
む
）
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
の
構
築
と
そ

れ
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
本
学
で
は
以
上
の
よ
う
な

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
並
ん
で
、
目
白
大
学・

目
白
大
学
短
期
大
学
部
「
地
域
連
携・

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

中
心
と
し
て
、
自
治
体
や
産
業
界
な
ど
と
の
包
括
連
携
協
力
に
よ

り
な
が
ら
、
人
材
の
育
成
や
学
術
の
振
興
な
ど
地
域
連
携・

交
流

事
業
の
組
織
的
な
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

目
白
大
学・

目
白
大
学
短
期
大
学
部
「
地
域
連
携・

研
究
推
進

セ
ン
タ
ー
」
は
、
２
０
１
５
年
４
月
、
大
学・
短
期
大
学
の
教
育

研
究
の
成
果
を
社
会
に
積
極
的
に
還
元
し
、
社
会
の
諸
課
題
の
解

決
に
寄
与
す
べ
く
、
地
域・

自
治
体
と
の
連
携
や
企
業・

産
業
界

と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
学
に
お
け
る
地
域
連
携
教

育
や
学
術
研
究
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
が
ハ
ブ
と
な
り
、
学
部
学
科
を
超
え

て
、
地
域
活
性
化
事
業
、
地
域
連
携
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
、
産
学
連
携
事
業
、
産
学
協
働
イ
ベ
ン
ト
、
社
会
貢
献
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

４　
飛
田
ゼ
ミ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：環
境
教
育
×
地
域
連
携

　

こ
こ
ま
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
目
白
大
学

の
組
織
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら

は
視
点
を
変
え
て
、
本
学
が
目
指
す
環
境
教
育
と
地
域
連
携
事
業

の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
筆
者
の
教
育
活
動
の
一
端
で
あ
る
ゼ
ミ

に
お
け
る
学
生
に
よ
る
市
民
向
け
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
活
動
を
紹
介

し
た
い
。

　

目
白
大
学
社
会
学
部
地
域
社
会
学
科
の
飛
田
ゼ
ミ
で
は
「
環
境

問
題
の
視
点
か
ら
地
域
社
会
の
未
来
を
創
造
す
る
」
を
ポ
リ
シ
ー

に
掲
げ
、「
現
場
で
学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
と
の
連
携
や
自

治
体・

市
民
団
体・

企
業
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
た
主
体
的・

実

践
的
な
学
び
や
社
会
的・

協
働
的
な
学
び
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
特

に
２
０
１
８・

２
０
１
９
年
度
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
、
学
生

は
一
般
社
団
法
人
新
宿
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
青
年
会
員
と
し
て
、
公

益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
か
ら
青
少
年
ユ
ネ
ス
コ
活

動
事
業
の
助
成
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

企
画
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
６
月
に
エ
コ
ギ
ャ
ラ
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リ
ー
新
宿
に
お
い
て
「
新
宿
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
」
に
出
展
。
３

年
生
は
パ
ソ
コ
ン
ク
イ
ズ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
市
民
の
方
々

と
共
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た
。
４
年
生
は

エ
コ
活
動
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
前
年
度
に
主
に
新

宿
区
内
を
拠
点
に
実
施
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

報
告
し
た
。
11
月
に
は
高
齢
者
福
祉
施
設
神
楽
坂
で
「
神
楽
坂
プ

チ
文
化
祭
」
を
開
催
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
ご
ろ
く
や
新
宿
区
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
を
コ
ー
チ
と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
、
施
設
入
居
者

や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

　

12
月
に
は
、
新
宿
区
立
新

宿
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
分
館

で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
～
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
進
め
る
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
～
」
を
開
催
。

専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
、

学
生
の
発
表
、
学
生
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交

換
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
合

う
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
挑
戦
し
た
。
こ
う
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
と
運

営
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
全
体

の
司
会
進
行
も
、
学
生
が
務

め
る
。
地
域
連
携
や
世
代
間

交
流
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
の
意
義
を
体
験
的
に
学

び
な
が
ら
、
将
来
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
い
て
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
１
月
に
は
新
宿
区
「
く
ら
し
を
守
る
消
費
生
活
展
」

に
参
加
。
ブ
ー
ス
で
「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

考
え
る
～
」
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ク

イ
ズ
！ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
今
で
し
ょ
！
」
と
題
し
て
出
演
し
、Ｊ
Ｒ
新
宿

駅
西
口
広
場
で
多
く
の
来
場
者
と
交
流
す
る
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
ク
イ
ズ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
パ
ネ

ル
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
た
び
に

一般社団法人新宿ユネスコ協会　フォーラム
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修
正
し
、
回
答
し
て
い
た
だ
く
方
々
と
の
や
り
と
り
も
、
経
験
を

積
む
に
し
た
が
っ
て
成
長
し
て
い
く
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

５　
今
後
の
展
開
と
展
望

　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
と
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育
成
の
た
め
、

大
学
は
い
ま
地
域
社
会
、
市
民
団
体
、
自
治
体
、
企
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携・
協
力
と
、
そ
れ
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
持
論
持
説
の
手
前
味
噌
で

あ
る
が
、
こ
の
た
び
、
既
存
の
組
織
を
拡
大
進
化
さ
せ
て
発
足
し

た
本
学
の
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

推
進
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
全
学
的
な
取

り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
す
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
も
の

と
自
負
し
て
い
る
。
す
で
に
２
０
２
０
年
度
末
を
め
ど
に
着
手
し

て
い
る
が
、
以
下
に
今
後
の
展
開
と
展
望
を
述
べ
て
小
論
の
結
び

と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
イ
ト
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
。
そ
の
一
つ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
、
各
学
部
学
科
な
ど
の
記
事
を
可
能
な
限
り
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
目
標
に
関
連
付
け
て
転
載
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
も
う

一
つ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
例
紹
介
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
教
員
の
専
門
分

野
、
教
育・

研
究
、
社
会
貢
献
な
ど
の
活
動
紹
介
を
全
学
的
な
レ

ベ
ル
に
ま
で
拡
大・

浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
既
存
の
科
目
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
整
理
す
る
こ

と
。
ま
ず
は
各
学
部
学
科
お
よ
び
全
学
に
お
け
る
共
通
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
関
連
科
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
お
よ
び
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
学
修
の

動
機
づ
け
や
履
修
の
際
の
利
便
に
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

学
生
が
所
属
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
縛
ら
れ
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

集
中
的・

効
果
的
に
学
べ
る
学
部
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
い
し
そ

れ
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
よ
り
一
般
的
な
課
題
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
生
、
教
職
員
、
一
般
社
会
に
広
く
普
及・

浸

透
さ
せ
る
こ
と
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ
る
目
標
は
、
社
会・

経
済・

環
境
の
幅
広
い
範
囲
に
及
び
、
極
め
て
多
様
で
包
括
的
か
つ
身
近

で
普
遍
的
な
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
ロ
ー
カ
ル
ま

で
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携・

協
力
し
、
参
画・

協
働

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
、
学
生・

教
職
員
の

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
学
園
祭
や
大
学
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企

画
、
市
民・

企
業
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
、（
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
に
代
わ
る
）
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

レ
ポ
ー
ト
の
刊
行
な
ど
、
本
学
ら
し
い
個
性
的・

組
織
的
な
取
り

組
み
を
今
後
も
展
開
し
た
い
。�
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ロ
ー
マ・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
第
２
６
６
代
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
２
０
１
９
年
11
月
に
教

皇
と
し
て
は
38
年
ぶ
り
に
来
日
し
、
長
崎・

広

島・
東
京
の
各
地
を
訪
れ
た
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
は
少
数
派
で
あ
る
が
、
教
皇
は
若
い
と

き
か
ら
日
本
に
対
す
る
共
感
と
愛
着
を
抱
い
て

い
た
と
述
べ
て
い
る
。
教
皇
の
共
感
と
愛
着
は
、

１
５
４
９
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・

ザ
ビ
エ
ル
に

よ
り
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
、
そ
の
後
の
苛
烈

な
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
よ
り
お
び
た
だ
し
い
宣

教
師
と
信
者
が
殉
教
し
た
地
で
あ
り
、
ま
た
、

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
に
対
す
る

深
い
想
い
か
ら
で
あ
る
と
拝
察
さ
れ
る
。

　

教
皇
は
、国
連
に
お
い
て
、い
ち
早
く
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
に
協
力
す
る
よ
う
に
呼
び
か

け
、
地
球
温
暖
化
と
生
態
系
保
護
の
た
め
の
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
人
類
全
体
が
そ
れ
を
守
る
責
任

と
義
務
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
核
兵

器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
は
、
日
本
が
核
の
傘
の

も
と
に
あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
の
上
で
、「
核
兵

器
の
使
用
も
所
有
も
倫
理
に
反
す
る
」
と
誰
を

も
は
ば
か
る
こ
と
な
く
宣
言
し
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
被
災
者
と
の
会
見
の
後
、
帰
途
の
特

別
機
の
中
で
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
原
発
利
用

に
つ
い
て
も
「
完
全
な
安
全
が
保
証
さ
れ
る
ま

で
は
利
用
す
べ
き
で
な
い
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

世
界
で
最
も
小
さ
な
独
立
国
バ
チ
カ
ン
の
、

軍
備
も
工
場
も
持
た
な
い
一
国
の
指
導
者
が
、

世
界
の
貧
困
と
難
民
と
飢
餓
の
原
因
の
多
く
は
、

持
て
る
国
の
利
益
と
紛
争
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

壁
で
は
な
く
橋
を
懸
け
る
よ
う
に
と
世
界
の
良

心
に
訴
え
て
い
る
。
今
回
、
教
皇
が
日
本
に
示

し
た
の
は
、
長
崎
の
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
弟
を

背
負
っ
て
焼
き
場
の
順
番
を
待
っ
て
立
つ
少
年

の
写
真
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
が
も
た
ら
し

た
も
の
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
教

皇
は
こ
れ
を
世
界
中
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
配

付
す
る
よ
う
指
示
し
、
国
の
為
政
者
に
も
正
義

と
平
和
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
本
学
園
と
の
係

わ
り
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
た
い
と
思
う
。
聖

カ
タ
リ
ナ
学
園
の
経
営
母
体
で
あ
る
聖
ド
ミ
ニ

ず
いそう

平和の巡礼者 
教皇フランシスコ
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コ
宣
教
修
道
女
会
は
、
８
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
聖
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
に
そ
の
ル
ー
ツ
を
も
っ

て
い
る
。
聖
カ
タ
リ
ナ
は
14
世
紀
の
イ
タ
リ
ア・

シ
エ
ナ
に
生
ま
れ
、
同
じ
ド
ミ
ニ
コ
会
第
３
会

に
属
し
、
若
い
頃
か
ら
町
の
貧
者
と
病
者
の
た

め
に
奉
仕
し
て
い
た
。
カ
タ
リ
ナ
が
生
き
て
い

た
時
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
王
権
の
支
配
下

に
あ
り
、
歴
代
の
教
皇
は
ロ
ー
マ
を
去
り
、
長

年
に
わ
た
っ
て
風
光
明
媚
な
フ
ラ
ン
ス・

ア
ヴ
ィ

ニ
ヨ
ン
に
居
を
定
め
、
教
皇
座
は
奢
侈
な
社
交

の
場
と
な
っ
て
い
た
。
カ
タ
リ
ナ
は
教
会
の
現

状
を
憂
い
、
当
時
の
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
11
世

に
面
会
し
、
ロ
ー
マ
帰
還
を
強
く
訴
え
た
。
そ

の
結
果
、
１
３
７
６
年
、
教
皇
は
キ
リ
ス
ト
の

代
理
者
と
し
て
正
統
な
教
皇
座
に
戻
る
こ
と
に

な
っ
た
。
カ
タ
リ
ナ
は
そ
の
後
ま
も
な
く
33
歳

で
亡
く
な
り
、
ロ
ー
マ
バ
チ
カ
ン
大
聖
堂
近
く

の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
会
祭
壇
に
眠
っ
て
い
る
。

教
会
の
危
急
存
亡
の
と
き
に
尽
力
し
た
聖
カ
タ

リ
ナ
を
讃
え
、
今
も
バ
チ
カ
ン
を
守
る
よ
う
に

聖
カ
タ
リ
ナ
の
像
が
建
っ
て
い
る
。

　

20
世
紀
に
な
り
、
再
び
来
日
し
た
ド
ミ
ニ
コ

会
宣
教
師
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
愛
媛
の
地
に
、
本

修
道
女
会
が
カ
ト
リ
ッ
ク
女
学
校
を
設
立
し
た
。

そ
こ
が
学
校
法
人
聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
の
発
祥
の

地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
学
園
は
、
こ
の
聖
な
る
女
性
を
学
園
の
保

護
者
と
し
て
、
彼
女
の
教
会
に
対
す
る
信
仰
と

愛
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
た

び
の
教
皇
の
来
日
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
に
お
け
る

教
会
と
聖
カ
タ
リ
ナ
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
る

恵
み
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
、
学
園
の
一
員
と
し
て
11
月
24
日
に

長
崎
で
開
催
さ
れ
た
公
式
ミ
サ
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
当
日
は
激
し
い
雷
雨
に
よ
り
会

場
の
県
営
野
球
場
に
は
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
い

た
が
、
教
皇
が
入
場
す
る
13
時
30
分
、
突
如
と

し
て
青
空
が
あ
ら
わ
れ
、
太
陽
が
輝
き
わ
た
っ

た
。３
万
人
の
観
衆
は
、こ
の
奇
跡
的
な
出
来
事

に
歓
喜
し
た
の
で
あ
る
。
教
皇
は
日
本
国
民
を

祝
福
し
、
い
の
ち
を
守
る
平
和
の
巡
礼
者
と
し

て
日
本
の
地
に
確
か
に
そ
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
。

中田 婦美子●学校法人聖カタリナ学園理事長
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２
０
０
７
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

２
０
１
６
年
度
実
績
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の
１
３
５
大
学
（
17・

８
％
）
で
計
３
２
１

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
：
文

部
科
学
省
）。

　

こ
の
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
に
応
え
る
た
め
、
２
０
１
９
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
総
時
間
数
１
２
０
時
間
以
上
か
ら

60
時
間
以
上
に
短
縮
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
は
履
歴
書
や
ジ
ョ
ブ・

カ
ー
ド
に
記
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
や
生
涯
学
習
の
場
で
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
定
が
よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
の
多
様
化
が
進
み
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
履
修
証
明
の
活
用
の
幅
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
大
学
院
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
施
を
重
要
課
題

小特集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状
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と
し
て
、
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
大
学
分
科
会

大
学
院
部
会
に
お
け
る
２
０
２
０
年
１
月
現
在
の
審
議
状
況
）。
そ
の
中
で
も
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
活
性
化
と
い
う
側
面
か
ら
、
単
位
互
換
や
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
活
用
が
議
論
に

上
っ
て
い
る
。

　

本
小
特
集
は
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
大
学
か
ら
現
状
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
加
盟
大
学
に
お
け
る
本
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

社
会
人
経
験
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
循
環

青
木 

聖
久

●
日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
（
通
信
教
育
）
教
授

司
法
通
訳
養
成
講
座
の
経
験

後
藤 

昭

●
青
山
学
院
大
学・

一
橋
大
学
名
誉
教
授

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

─
関
西
学
院
大
学
ハッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

─

大
内
章
子

●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
教
授

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

阿
部 

重
樹

●�

東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
共
生
社
会
経
済
学
科
教
授
、
学
長
室
長
、

地
域
共
生
推
進
機
構
長
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１　
わ
が
国
で
最
古
の
社
会
福
祉
系
大
学
と
し
て

　

日
本
福
祉
大
学
は
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
中
部
社
会
事

業
短
期
大
学
と
し
て
の
開
学
に
端
を
発
し
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
に
４
年
制
大
学
に
改
組
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
本
学

は
社
会
福
祉
系
大
学
と
し
て
、
最
古
の
歴
史
を
誇
る
。

　

ま
た
本
学
は
、
社
会
人
経
験
の
あ
る
人
へ
の
社
会
福
祉
教
育
と

し
て
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
夜
間
部
を
設
置
し
た
。
そ�

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
人
（
離
島
在
住
や
、
重
度
の
疾

患
や
障
害
を
抱
え
移
動
が
困
難
な
人
な
ど
）
の
学
ぶ
機
会
と
し�

て
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
通
信
教
育
部
の
開
設
に
至
っ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
福
祉
経
営
学
部
で
は
、
医
療・

福
祉・

介

護
分
野
の
現
職
社
会
人
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０

１
１
（
平
成
23
）
年
度
に
在
学
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
開
講
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２�　
５
年
間
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（
修
了
要
件：１
２
０
時
間
）

　

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理

論
と
実
践
の
基
礎
」（
２
０
１
７
年
度
ま
で
）と
「
福
祉
現
場
の
課
題

解
決
力
の
向
上
」（
２
０
１
８
年
度
ま
で
）
の
二
つ
で
開
始
し
た
。

　
「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
の
基
礎
」
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
お
よ
び
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る

基
礎
知
識
の
修
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、

職
場
の
同
僚
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ・

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
始

め
た
い
と
考
え
る
人
の
た
め
の
基
礎
的
手
法
の
演
習
な
ど
で
構
成

し
た
。
ま
た
、「
福
祉
現
場
の
課
題
解
決
力
の
向
上
」
は
、
福
祉
現

場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
解
決
の
方
向
を
見
つ

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

社
会
人
経
験
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
循
環

青
木 

聖
久
●
日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
（
通
信
教
育
）
教
授
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け
出
し
、
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
る
力
の
育
成
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
を
中

心
と
し
、
そ
の
手
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
を
筆

者
が
担
当
の
も
と
、
２
年
間
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
部
で
は
５
年
間
で
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
延
べ
77
名
の
履
修
者
が
在
籍
し
、
実
際
に
修
了
し
た
の

は
３
科
目
合
わ
せ
て
44
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
し

て
、
社
会
人
学
生
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
本
学
部
の
学
生
の
大
半
は
社
会
人
学
生
で
あ
る
。

３　
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働

⑴　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
構
成

　

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
厚
生
労
働
省
は
、「
生
涯
に
お
い

て
、５
人
に
１
人
は
精
神
疾
患
を
体
験
す
る
」
と
、『
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
』
を
発
表
し
た
。
ま
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
に
は
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
の
基
幹
的
な

法
律
と
い
え
る
本
法
の
条
文
に
発
達
障
害
者
が
明
記
さ
れ
た
。
一

方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
新
規
の
就
職
件
数
は
、

精
神
障
害
者
と
発
達
障
害
者
と
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
半
数
を

占
め
て
い
る１。
他
方
、
近
年
は
う
つ
病
な
ど
を
患
い
な
が
ら
勤
務

を
続
け
る
労
働
者
も
少
な
く
な
い
。
も
は
や
、
社
会
に
お
い
て
、

精
神・

発
達
障
害
者
と
共
働
す
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ

と
い
え
る
。
し
か
し
、
企
業
の
経
営
者
や
同
僚
が
、
ど
の
よ
う
に

共
に
働
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

か
た
や
、
精
神・

発
達
障
害
者
も
、
共
働
の
仕
方
や
関
係
の
取
り

方
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
で
は
、
①

精
神・

発
達
障
害
者
の
特
性
お
よ
び
ニ
ー
ズ
理
解
を
図
る
こ
と
、

②
精
神・

発
達
障
害
者
と
共
に
働
く
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
③
精
神・

発
達
障
害
者
と
共
働

す
る
こ
と
が
い
か
な
る
意
味
や
意
義
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
を
目
指
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
必
修
１
科
目
を
含
む
11

科
目
）
と
、
講
義
中
心
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
３
科
目
）、
演
習
中
心

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
必
修
１
科
目
）
か
ら
構
成
し
た
。
学
生
は
、

こ
れ
ら
15
科
目
の
中
か
ら
、
２
科
目
の
必
修
科
目
（
合
わ
せ
る
と

28・
75
時
間
）
を
含
め
て
総
計
１
２
０
時
間
以
上
の
単
位
を
修
得

す
れ
ば
、
修
了
証
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵�　

敷
居
が
低
い
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
し
て
の
「
精
神
障
害
者
支
援

論
」（
必
修
科
目
）

小特集●履修証明プログラム活用の現状

77 大学時報　2020.3



　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
長
所
は
、
自
宅
な
ど
の
安
全
か
つ
安
心
で
き

る
環
境
の
下
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
、時
に
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
画
面
の

一
時
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
こ
と

に
あ
る
。
一
方
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
講
師

の
息
遣
い
も
一
定
程
度
伝
わ
る
リ
ア
ル
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

　

そ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
お
い
て
、
必
修
科
目
と
し
て
位
置
付
け

た
の
が
、
図
表
１
の
「
精
神
障
害
者
支
援
論
」
で
あ
る
。
筆
者
は
、

本
科
目
が
実
践
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
第
６
講・

第
７
講
で
は
、
個
々
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
、
制
度
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
の
運
用
方
法
を
、
板
書

し
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
際
に
筆
者
が
関
与
し
た
精

神
障
害
の
あ
る
人
の
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
実
務
的
な
こ
と
（
障
害

年
金
の
遡そ

及き
ゅ
う

請
求
方
法
な
ど
）
は
も
と
よ
り
、
社
会
の
差
別
や
偏

見
に
苦
し
む
あ
ま
り
、
障
害
年
金
に
抵
抗
を
示
す
精
神
障
害
の
あ

る
人
の
現
状
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
も
紹
介
し
て
い
る
。「
障

害
年
金
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
偏
見
も
含
め
て
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
受
給
し
ま
せ
ん２」。

　

ま
た
、
第
13
講
で
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
を
ゲ
ス
ト
講
師
と

し
て
ス
タ
ジ
オ
に
迎
え
、
ト
ー
ク
を
す
る
中
で
、
等
身
大
に
暮
ら

す
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
迫
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
実
態
を
示
し
つ
つ
も
、
精
神
障
害
者
支
援
に
お
け
る
理
念

図表１　精神障害者支援論
講　義　名 中核的事項

第１講 精神障害者の暮らし 生きづらさ、人としての共通性、社会福祉学
第２講 精神障害者の現状と課題 精神障害者の概念、実態、社会保障制度の活用状況
第３講 生活者の視点から捉えた対象者理解① 生活者の視点、統合失調症、気分障害、依存症

第４講 生活者の視点から捉えた対象者理解② 高次脳機能障害、発達障害、認知症、精神保健福祉
の課題

第５講 精神保健福祉学から捉えた生活支援論 住む場・働く場・憩いの場、フォーマルとインフォー
マルの協働

第６講 経済保障① 障害年金、生活保護、手当
第７講 経済保障② 医療保険、労働保険、障害者総合支援法
第８講 社会参加活動① 働くことの多様性、障害者雇用、福祉的就労
第９講 社会参加活動② ピアサポート、余暇活動

第10講 地域生活支援体制
～フォーマルな社会資源～ 医療・保健・福祉に関する社会資源

第11講 地域生活支援体制
～インフォーマルな社会資源～ 精神障害のある仲間、家族、ボランティア

第12講 暮らしを支える内発的要素 自身の想い、社会の評価
第13講 精神障害をもった暮らしとリカバリー リカバリーストーリー、ピアサポート
第14講 今と未来を志向した生活支援 ロールモデル、クライシスケアシステム、リカバリー

第15講 実践科学としての生活支援論（まとめ） ソーシャルワーク、ミクロ・メゾ・マクロの視点、
暮らしの多様性
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や
理
論
的
な
裏
付
け
を
随
所
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
は
、
筆
者
の
息
遣
い
を
よ
り
強

く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
演
台
の
前
に
立
ち
、
時
折
板
書
し

な
が
ら
、
精
一
杯
ラ
イ
ブ
感
を
出
す
よ
う
に
し
た
。
だ
が
、
ど
う

し
て
も
で
き
な
い
の
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
演
習
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
演
習
形
式
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
必

修
科
目
と
し
て
位
置
付
け
た
。
そ
れ
が
、
次
の
「
精
神・

発
達
障

害
者
の
理
解
と
共
働
」
で
あ
る
。

⑶�　

各
科
目
を
紡つ

む

ぐ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
の
「
精
神・

発
達
障

害
者
の
理
解
と
共
働
」（
必
修
科
目
）

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
２
日
間
の
日
程
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

講
義
、
ゲ
ス
ト
講
師
と
筆
者
と
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

１
日
目
は
、「
精
神・

発
達
障
害
者
が

（
と
）
働
く
に
当
た
っ
て
の
当
事
者
理

解
」
を
目
標
に
据
え
る
。
授
業
で
は
、

精
神・

発
達
障
害
の
あ
る
ゲ
ス
ト
講
師

の
体
験
談
や
筆
者
と
の
ト
ー
ク
、
さ
ら

に
は
、
学
生
か
ら
の
質
問
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
広
が
り
を
持
た
せ
る
よ
う
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最

後
に
は
、
筆
者
が
普
遍
化
す
る
と
と
も

に
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
視
点

の
変
更
を
示
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
学

生
は
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
な
ど
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
い
や
、

当
初
、
学
生
が
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ

う
な
、
想
定
外
の
景
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
こ
そ
を
、
本
科
目
の
ね
ら

い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
１
日
目
の
最
後
に
は
、「
自
分
お
よ
び
自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
と
し
て
、
学
生
が
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
、

模
造
紙
に
考
え
を
整
理
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
対
し
て
グ

ル
ー
プ
単
位
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。
大
切
な
こ
と
は
、

①
各
自
が
思
い
を
発
す
る
、
②
他
の
グ
ル
ー
プ
員
の
話
を
聞
き
、

③
グ
ル
ー
プ
で
再
び
共
有・

共
感
し
、
④
そ
れ
ら
の
意
見
交
換
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
⑤
自
身
の
言
葉
で
他
者
に
伝
え
る
力
を
醸

成
し
、
⑥
実
践
に
生
か
せ
る
こ
と
、
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

２
日
目
は
、
１
日
目
の
学
習
を
踏
ま
え
、「
精
神・

発
達
障
害
者

が
地
域
で
暮
ら
す
に
当
た
っ
て
必
要
な
要
素
」、
加
え
て
、
就
労
支

援
の
実
際
に
つ
い
て
、
現
場
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
招

き
、
実
践
的
な
支
援
方
法
の
習
得
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
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そ
し
て
２
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
最
後
に
、
必
ず
実
施
し
て

い
る
の
が
、「
１
人
40
秒
ス
ピ
ー
チ
」
で
あ
る
。
２
日
間
の
授
業
の

中
で
、
最
も
腑
に
落
ち
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記
載
し
、
そ
の
ワ
ー
ド

を
選
ん
だ
理
由
と
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
得
た
気
づ
き
や
発
見
を
自

分
の
言
葉
で
述
べ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

４�　
２
０
２
０
年
度
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（
修
了
要
件：60
時
間
）

　

２
０
１
９
年
度
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
大
き
な
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
１
２
０
時
間
以
上
の
時
間
数
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、

学
び
の
一
歩
を
踏
み
出
し
づ
ら
い
人
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
大
学
と
し
て
も
、
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
れ
ば
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
規
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
も
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
学
部
で
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

次
の
２
科
目
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

⑴　
「
精
神・

発
達
障
害
者
の
就
労
と
生
活
支
援
」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
１
２
０
時
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
た
前
述
の
「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
を
、

ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
（
60
時
間
）
に
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
６
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目
（
う
ち
、
１
科
目
は
必
修
）、

５
の
講
義
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
全
て
選
択
）、
１
の
演
習
系
ス

ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
必
修
）
か
ら
成
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度

に
は
、
今
日
の
精
神
保
健
福
祉
の
実
態
に
鑑
み
、「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
い
う
新
規
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目
を

創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵　
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
を
支
え
る
」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
の
テ
キ
ス
ト
科
目
（
選
択
）、
３
の
オ
ン

デ
マ
ン
ド
科
目
（
う
ち
、
１
科
目
「
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア
」
は

必
修
）、
３
の
講
義
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
全
て
、
選
択
）、
１

の
演
習
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（「
認
知
症
の
人
と
地
域
包
括
ケ

ア
」：
必
修
）
か
ら
成
る
。

　

社
会
で
は
、
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
う
ち
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
認
知
症
の
人
の
「
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
の
継
続
」
を
支
え
る
た
め
に
、
認
知
症
へ
の
適
切

か
つ
多
面
的
な
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
認
知
症
の
人
の
症
状
や
特
徴
な
ど
の
基
本
的

理
解
を
図
る
こ
と
、
②
認
知
症
の
人
の
特
徴
に
添
っ
て
ケ
ア
す
る

技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
③
認
知
症
の
人
の
特
徴
に
応

じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
こ
と
、
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
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５　
社
会
人
経
験
と
大
学
教
育（
ま
と
め
に
か
え
て
）

　

筆
者
は
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
本
学
部
に
お
い
て
、
社
会
人
経

験
を
有
す
る
学
生
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
２
０
２
０
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る
。
そ

の
中
で
、
改
め
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会

人
経
験
の
あ
る
学
生
と
大
学
と
の
循
環
的
な
関
係
性
の
中
で
こ
そ
、

よ
り
大
き
な
達
成
感
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

図
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
社
会
人
学
生
は
自
身
の
社
会
人
経
験

を
通
し
て
、
多
く
の
喜
怒
哀
楽
を
体
験
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勘
、
予
測
、
も
う
一
歩
の
踏
み
込
み
な
ど
を

身
に
付
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
、
二
つ
の
「
そ
う
ぞ
う

0

0

0

0

力
」
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か３。

　

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を
、

社
会
人
学
生
は
自
分
自
身
の
想
像
力
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
固
に
実

践
場
面
に
引
き
寄
せ
た
り
、
あ
る
い
は
、
新
た
な
社
会
資
源
を
創

造
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
は
、
わ
ず
か
60
時
間

に
な
る
。
い
や
、
さ
れ
ど
60
時
間
だ
。
ゆ
え
に
、
こ
の
60
時
間
の

生
か
し
方
に
つ
い
て
は
、
社

会
人
学
生
の
二
つ
の
「
そ
う

ぞ
う
力
」
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。
そ
し
て
、
筆
者
は
こ

れ
か
ら
も
、
社
会
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
見
え

方・

感
じ
方
の
変
化
に
つ
い

て
、
社
会
人
学
生
と
共
に
楽

し
み
つ
つ
、
自
身
の
教
授
力

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
約

束
し
て
筆
を
お
く
こ
と
に
す

る
。�●

注
１　

厚
生
労
働
省
（
２
０
１
９
）「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害

者
の
就
職
件
数
」『
平
成
30
年
度 

障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
等
』

２　

青
木
聖
久
（
２
０
１
３
）『
精
神
障
害
者
の
生
活
支
援
』
法
律

文
化
社
、
ⅰ
頁

３　

青
木
聖
久
（
２
０
１
４
）「
社
会
人
経
験
と
社
会
福
祉
実
践
」

青
木
聖
久・

杉
本
浩
章
編
『
新�

社
会
人
の
た
め
の
精
神
保
健
福
祉

士
』
学
文
社
、
67
―
１
０
５
頁

図表２　社会人経験から生成される「そうぞう
4 4 4 4

力」
出典『新 社会人のための精神保健福祉士』

学文社，2014，89ページ
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１　
司
法
通
訳
へ
の
需
要

　

日
本
語
を
十
分
に
使
え
な
い
外
国
人
が
、
裁
判
そ
の
他
の
法
律

問
題
に
関
わ
る
例
は
多
い
。
そ
こ
で
は
、
通
訳
を
介
し
た
意
思
と

情
報
の
交
換
が
必
要
と
な
る
。
労
働
力
移
入
政
策
の
変
化
や
、
日

本
へ
の
観
光
客
の
増
加
に
伴
っ
て
、
そ
の
例
は
今
後
も
増
え
る
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
法
律
実
務
家
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
通
訳
の
質
に

対
す
る
不
満
が
聞
こ
え
る
。
日
本
の
司
法
制
度
が
、
言
語
の
壁
を

越
え
て
全
て
の
人
々
に
平
等
な
法
の
保
護
と
恩
恵
を
保
障
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
有
能
な
司
法
通
訳
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

司
法
通
訳
は
、
法
廷
、
捜
査
、
弁
護
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
司
法

の
現
場
で
、
異
な
る
言
語
と
文
化
の
間
に
立
ち
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
専
門
家
で
あ
る
。
政
府
も
、
在
留
外

国
人
が
民
事
司
法
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
法

廷
通
訳
の
質
の
確
保
」
を
掲
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

２　
２
大
学
連
携
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

東
京
外
国
語
大
学
と
青
山
学
院
大
学
は
、
両
校
の
連
携
の
一
環

と
し
て
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
司
法
通
訳
養
成
講
座
を
開
講
し
た
。

東
京
外
国
語
大
学
が
も
つ
通
訳
に
関
す
る
資
源
と
、
司
法
に
つ
い

て
青
山
学
院
大
学
が
も
つ
資
源
と
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
司
法
通
訳
を
目
指
す
人
々
に
学
修
の
機
会
を
提
供
し
、
有
能

な
司
法
通
訳
を
社
会
に
送
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

司
法
通
訳
の
も
っ
と
も
大
き
な
活
動
の
場
は
、
捜
査
か
ら
上
訴

に
至
る
刑
事
手
続
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
講
座
で
は
民

事
裁
判
や
法
律
相
談
な
ど
で
も
、
適
切
な
通
訳
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、
刑
事
法
の
基
本
の
み
で
は

な
く
、
家
族
法
、
労
働
法
、
民
事
手
続
、
入
管
法
な
ど
に
つ
い
て

も
学
ぶ
。
語
学
力
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
役
割
に
責
任
感
と
見
識

を
も
つ
通
訳
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
受
講
科

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

司
法
通
訳
養
成
講
座
の
経
験

後
藤 

昭
●
青
山
学
院
大
学・

一
橋
大
学
名
誉
教
授
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目
の
中
に
、
語
学
と
法
律
だ
け
で
な
く
、
多
文
化
共
生
や
弁
護
士

の
仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
を
加
え
て
い
る
。

　

受
講
に
は
、
す
で
に
相
当
な
語
学
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
る
。
受
講
者
は
、
１
年
間
、
毎
週
土
曜
日
に
青
山
学
院
大

学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
３
～
４
コ
マ
の
授
業
を
受
け
る
。
か
な
り

の
量
の
予
習
、
復
習
が
要
求
さ
れ
、
試
験
も
頻
繁
に
あ
る
。
開
講

科
目
は
、
い
ず
れ
も
90
分
授
業
15
回
か
ら
成
る
の
で
、
大
学
で
は

２
単
位
に
相
当
す
る
。
受
講
料
は
、
１
年
で
20
数
万
円
で
あ
る
。

受
講
に
は
、か
な
り
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
各
大
学
の
履
修
証

明
に
加
え
て
、
中
心
科
目
で

全
て
Ａ
評
価
を
得
た
受
講
者

に
は
、
両
大
学
学
長
の
連
名

に
よ
る
修
了
証
を
発
行
す
る
。

　

東
京
外
国
語
大
学
が
履
修

を
証
明
す
る
の
は
、「
通
訳
概

論
」「
多
文
化
共
生
基
礎
」

「
司
法
通
訳
Ⅰ
（
前
期
）」「
司

法
通
訳
Ⅱ
（
後
期
）」
の
４
科

目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
多

文
化
共
生
基
礎
は
、
在
日
外

国
人
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ

の
動
向
を
学
ん
だ
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
人
々

の
話
を
聴
く
。「
司
法
通
訳
Ⅰ・

Ⅱ
」
は
、
経
験
豊
富
な
現
役
の
司

法
通
訳
が
言
語
別
に
指
導
す
る
。
対
象
言
語
は
年
度
に
よ
っ
て
替

わ
る
。
２
０
１
９
年
度
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ

ト
ナ
ム
語
で
あ
っ
た
。

　

青
山
学
院
大
学
が
履
修
を
証
明
す
る
の
は
、「
現
代
法
実
務
論
」

と
「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅰ
（
前
期
）」「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅱ
（
後
期
）」

の
３
科
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
現
代
法
実
務
論
」
は
学
部
科
目

を
兼
ね
て
い
て
、
神
奈
川
県
弁
護
士
会
法
教
育
セ
ン
タ
ー
が
派
遣

す
る
多
く
の
弁
護
士
に
よ
る
講
義
が
中
心
と
な
る
。
受
講
者
は
、

多
様
な
弁
護
士
た
ち
に
接
し
て
、
そ
の
仕
事
に
触
れ
る
こ
と
に
な

る
。「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅰ
（
前
期
）」
で
は
、
主
と
し
て
刑
事
法
の

基
礎
を
学
び
、
刑
事
手
続
の
中
で
の
通
訳
の
役
割
を
理
解
す
る
。

「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅱ
（
後
期
）」
で
は
、
民
事
法
も
含
め
た
法
の
基

礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
弁
護
士
や
検
察
官
な
ど
の
実
務
家
か

ら
司
法
通
訳
へ
の
期
待
を
聴
く
。
こ
の
科
目
の
授
業
は
原
則
と
し

て
模
擬
法
廷
教
室
で
行
い
、
司
法
通
訳
科
目
の
講
師
の
協
力
を
得

て
、
い
く
つ
か
の
場
面
で
通
訳
を
体
験
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
司
法
通
訳
の
倫
理
に
つ
い
て
も
授
業
を
す
る
。
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
、
自
由
参
加
の
法
廷
傍
聴
も
行
っ
た
。

授業風景
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３　
初
年
度
の
経
験

　

募
集
を
始
め
る
ま
で
、
受
講
者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
、
実
は
私

た
ち
も
不
安
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
20
名
の
定
員

を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
初
年
度
の
受
講
決
定
者
は
ス
ペ
イ
ン

語
11
名
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
８
名
、
ベ
ト
ナ
ム
語
３
名
の
計
22
名
と

な
っ
た
。
１
人
を
除
い
て
、
そ
の
全
員
が
受
講
を
全
う
し
た
。
受

講
者
の
多
く
は
、
海
外
経
験
あ
る
い
は
通
訳
経
験
の
あ
る
社
会
人

で
あ
る
。
す
で
に
司
法
通
訳
を
経
験
し
て
い
る
者
も
い
る
。
受
講

態
度
は
全
体
に
非
常
に
熱
心
で
、
活
発
な
質
問
が
出
る
。
私
た
ち

は
、
日
本
社
会
の
人
的
資
源
の
豊
か
さ
と
社
会
人
の
旺
盛
な
学
修

意
欲
を
改
め
て
認
識
し
た
。
２
０
１
９
年
度
の
受
講
者
た
ち
の
授

業
評
価
に
よ
れ
ば
、
講
座
全
体
に
対
す
る
満
足
度
は
、
５
段
階
評

価
で
平
均
４・

５
で
あ
っ
た
。
受
講
者
は
、
現
場
で
働
く
人
々
の

話
を
聴
く
機
会
を
歓
迎
し
て
い
る
。
初
年
度
と
し
て
は
、
成
功
し

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
者
の
授
業
参
観
や
メ
デ
ィ
ア

の
取
材・

報
道
も
多
く
、
こ
の
講
座
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
大

き
さ
を
感
じ
る
。

　

私
自
身
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
当
初
か
ら
関
わ
り
、
開

講
後
は
法
廷
通
訳
実
践
の
主
任
講
師
を
務
め
て
い
る
。
民
事
系
の

法
律
に
つ
い
て
は
、
別
に
講
師
を
頼
ん
で
い
る
。
初
め
て
の
経
験

な
の
で
、
司
法
通
訳
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
法
知
識
が
必
要
か
を

手
探
り
し
な
が
ら
授
業
を
作
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
事
件
の
当

事
者
は
法
律
家
で
は
な
い
の
で
、
司
法
通
訳
に
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
な

法
知
識
が
な
い
と
、
思
わ
ぬ
誤
訳
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

司
法
通
訳
が
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、
見
識
を
も
っ
て
働
く
た
め

に
は
、
司
法
の
仕
組
み
の
基
本
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

実
際
、
こ
の
講
座
で
法
律
を
学
ん
だ
た
め
に
、
通
訳
す
る
主
題
の

意
味
が
よ
く
分
か
っ
た
と
い
う
受
講
者
の
声
も
聞
く
。

４　
展　
望

　

国
際
人
権
規
約
（
自
由
権
規
約
）
は
、
刑
事
裁
判
を
受
け
る
者

が
そ
の
言
語
を
理
解
で
き
な
い
と
き
、
通
訳
を
受
け
る
権
利
を
保

障
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
法
制
度
は
、
司
法
通
訳
に
つ
い

て
未
だ
整
っ
て
い
な
い
。
刑
事
訴
訟
法
は
、
通
訳
の
役
割
を
裁
判

官
の
補
助
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
て
、
裁
判
を
受
け
る
者
に
対

す
る
保
障
と
し
て
の
通
訳
と
い
う
観
点
は
弱
い
。
司
法
通
訳
の
資

格
制
度
は
な
く
、
通
訳
の
側
か
ら
は
待
遇
に
つ
い
て
の
不
満
も
多

い
。
法
律
家
の
側
も
通
訳
を
使
う
こ
と
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
翻
訳

し
に
く
い
表
現
が
あ
る
。
翻
訳
し
や
す
い
表
現
に
す
れ
ば
、
被
告

人
や
証
人
、
裁
判
員
、
傍
聴
人
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
裁
判
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と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
い
ま
司
法
通
訳
を
し
て
い
る
人
々
、
あ
る

い
は
司
法
通
訳
を
目
指
す
人
々
は
、
依
然
と
し
て
こ
の
分
野
の
開

拓
者
で
あ
る
。

　

こ
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
連

携
に
よ
っ
て
、
司
法
通
訳
に
な
る
と
い
う
目
的
に
特
化
し
た
学
修

機
会
を
提
供
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
し
、
残
さ
れ
た
課
題

も
あ
る
。
２
０
２
０
年
度
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
の
３
言
語
に
よ
る
講
座
を
開
講
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
に
限
っ
て
は
応
募
者
が
少
な
く
て
、

開
講
で
き
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
広
報
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
に
は
、
外
国
語
を
母
語
と
す
る
受
講
者
は

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
受
講
料
の
負
担
が
影
響
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
奨
学
金
の
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
受
講

者
の
幅
は
も
っ
と
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ
っ
て
、
人
に
よ
る
通
訳
が
い
つ
か
不
要
に
な

る
時
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
だ
当
分
の
間
、
有

能
な
司
法
通
訳
へ
の
需
要
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

役
立
つ
講
座
と
し
て
、
こ
れ
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
当
面

の
到
達
目
標
は
、
こ
の
講
座
の
有
効
性
が
司
法
界
で
定
評
を
獲
得

す
る
こ
と
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る
高
度
な
専
門
的

能
力
を
持
つ
社
会
人
を
育
成
す
る
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究

科
が
母
体
と
な
っ
て
、「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム＊」
と
い

う
名
称
の
下
、「
女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
コ
ー
ス
」「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」「
女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成　

大
学
連
携

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
」
と
い
う
姉
妹
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
る
。

２
０
０
８
年
に
文
部
科
学
省
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
委
託
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、

履
修
証
明
制
度
の
創
設
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
も
あ
る
。
い
ま
で
こ
そ

よ
く
い
わ
れ
る
「
女
性
活
躍
」
と
い
う
言
葉
は
当
時
あ
ま
り
聞
か

れ
な
か
っ
た
が
、「
自
分
ら
し
く
働
き
、
生
き
る
」、「
女
性
の
活
躍

が
企
業
を
変
え
る
、
社
会
を
変
え
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
12
年
目
と
な
る
。
女
性
の
高
度
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
自
負
し
、
時
代
の
要
請
に
応
じ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
企
画
運
営
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
女
性
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、
筆
者

が
本
学
で
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

背
景
や
３
コ
ー
ス
の
紹
介
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
記
し
て
い
き

た
い
。

�

＊https://kw
ansei-ac.jp/iba/happycareer/

１�　
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
の
背
景：女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

―
就
業
継
続
と
管
理
職
昇
進
の
問
題

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
「
女
性
の
」
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
必
要
な
の

か
。
筆
者
は
人
的
資
源
管
理
を
専
門
に
、
長
ら
く
大
卒
女
性
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
研
究
し
、
女
性
の
就
業
継
続
と

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

─
関
西
学
院
大
学
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

─

大
内 

章
子
●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
教
授
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管
理
職
昇
進
の
二
つ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

一
つ
目
の
就
業
継
続
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
場
合
、
出
産
を
機

に
退
職
し
て
い
く
人
が
多
い
。
そ
し
て
、
育
児
が
一
段
落
す
る
頃

に
「
も
う
一
度
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、

仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
人
ほ
ど
ど
う
す
れ
ば
も
う
一
度
働
け
る

の
か
分
か
ら
ず
、
自
信
を
持
て
な
い
で
い
る
。
そ
う
し
た
女
性
が

一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
企
業
の
戦
力
と
し
て
働
け

る
よ
う
に
学
び
直
す
こ
と
の
で
き
る
教
育
機
会
を
提
供
で
き
な
い

か
。
こ
れ
が
、
研
究
を
続
け
て
き
た
筆
者
の
第
一
の
問
題
意
識
で

あ
っ
た
。

　

二
つ
目
の
管
理
職
昇
進
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
場
合
、
た
と
え

就
業
を
継
続
し
て
い
て
も
、
管
理
職
に
昇
進
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

一
般
に
、
入
社
後
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
配
置
転
換
を
通
じ
て
仕
事
経
験
を

積
む
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
技
能
を
形
成
し
、
昇
進
し
て
い
く
。
と

こ
ろ
が
、
た
と
え
男
性
と
同
等
の
立
場
で
入
社
し
た
女
性
で
も
、

そ
の
多
く
は
男
性
と
は
異
な
り
、
企
業
の
教
育
訓
練
や
配
置
転
換

の
機
会
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
得
ら
れ
た
は
ず
の
知
識
や

経
験・

ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。
女
性
の
仕
事
経
験
の
不
足
を

補
う
教
育
が
で
き
な
い
か
。
こ
れ
が
筆
者
の
第
二
の
問
題
意
識
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
意
識
か
ら
く
る
「
女
性
の
た
め
の
教
育
」

は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
国
が
社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
し
て

い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
現
し
て
き
た
。

２　
国
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の
動
き

　

２
０
１
７
～
18
年
の
政
府
の
「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」

に
お
い
て
、
安
倍
首
相
が
、
い
つ
で
も
学
び
直
し
、
や
り
直
し
が

で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
、「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
の
拡
大
と
財
源

の
拡
充
を
宣
言
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
年
は
「
リ
カ
レ
ン
ト

元
年
」
と
呼
ば
れ
る
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
、
学
校
教
育
を
終

え
て
社
会
人
に
な
っ
た
後
で
も
、
就
労
と
学
び
を
繰
り
返
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
人
学
び
直
し
教
育
で
あ
る
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
元
年
か
ら
10
年
遡
る
２
０
０
７
～
08
年
、
文
部
科

学
省
「
社
会
人
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

委
託
事
業
が
公
募
さ
れ
た
。
同
時
期
の
２
０
０
７
年
に
は
、
学
校

教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、「
履
修
証
明
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

の
制
度
の
下
で
は
、
大
学
な
ど
が
社
会
人
な
ど
を
対
象
に
「
体
系

的
な
知
識・

技
術
等
の
習
得
を
目
指
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

提
供
し
、
修
了
者
に
対
し
て
「
履
修
証
明
書
」
を
交
付
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
は
履
修
証
明
書
を
取
得
す
る
と
ジ
ョ

ブ・

カ
ー
ド
（
職
業
能
力
証
明
シ
ー
ト
）
に
記
載
で
き
、
再
就
職・

転
職
な
ど
の
場
合
に
Ｐ
Ｒ
で
き
、
企
業
側
も
求
職
者
の
職
業
能
力

小特集●履修証明プログラム活用の現状
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を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
履
修
証
明
制
度
は
、
２
０
１
５
年
度
に
創
設
さ
れ
た

「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｂ
Ｐ
）認
定
制
度
」に
お
け
る
認

定
要
件
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
の
教
育

訓
練
給
付
制
度
と
も
連
携
し
、
受
講
費
用
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
２
０
１
９
年
に
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
て
、
大
学
な
ど
に
お
け
る
履
修
証
明
制
度
の
最
低
時
間
数

が
「
１
２
０
時
間
以
上
」
か
ら
「
60
時
間
以
上
」
に
短
縮
さ
れ
た
。

３　
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
化

⑴�　

社
会
人
学
び
直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
と
本
学
の
独
自
継
続
：

「
女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
コ
ー
ス
」
の
誕
生

　

文
部
科
学
省
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
委
託
事
業
で
は
、
前
述
し
た
第
一
の
問
題
意
識
か
ら
、

結
婚・

出
産
な
ど
で
離
職
し
た
女
性
の
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
２
０
０
８
年
「
産
官
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
（
女

性
の
再
就
職・

起
業
）
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

授
業
は
経
営
戦
略
研
究
科
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教
員
と
実
務

家
教
員
が
担
当
し
、
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
自
分
づ
く
り
を

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

図表１　国の社会人学び直し推進とハッピーキャリアプログラムの進化

発足
女性のためのリカレント教育推進協議会

◎東北公益文科大学大学院との連携

2019開講大学連携オンラインコース

◎ビジネススクール科目等履修組み入れ
★教育訓練給付金認定★BP認定

2017～独自継続2014～16 文部科学省委託事業女性リーダー育成コース

名称変更：女性のキャリアアップ・起業コース
◎キャリアアップ・チェンジを対象に★BPおよび教育訓練給付金認定◎育児休業者を対象に

2011～独自継続2008～10 文部科学省委託事業女性の仕事復帰・起業コース

ハッピーキャリアプログラムの動き

●2015.10　文部科学省BPと厚生労働省教育訓練給付金連携
●2019.4　履修証明：総時間60時間以上に短縮●2015.7　文部科学省BP創設●2007.12　学校教育法　履修証明制度創設

国の動き

20202019201820172016201520142013201220112010200920082007
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ン・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
時
間
管
理
術
か
ら
、
企
画
、
経
理
、営
業
、

管
理
な
ど
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
ま
で
、
企
業
の
即
戦
力
と
し
て
、

ま
た
起
業
家
と
し
て
必
要
な
人
間
力
と
仕
事
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
設
計
し
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

　

３
年
の
委
託
事
業
を
終
え
た
後
、「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ

で
人
生
が
変
わ
っ
た
」「
後
進
の
女
性
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
修
了
生
の
数
々
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ

て
、
本
学
独
自
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。
独
自
事
業
で

は
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
て
、
受
講
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
、
さ
ら
に
受
講
者
が
単
に
再
就
職・

起
業
す
る
だ
け
で
な
く
、
再
就
職
後
の
職
場
や
起
業
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
た
。
ま
た
、
育
児
休
業

中
の
女
性
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
、
名
称
も
「
ハ
ッ
ピ
ー

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム　

女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
講
座
」
に
変

更
し
た
。
育
児
休
業
復
帰
後
に
退
職
す
る
こ
と
な
く
活
躍
で
き
る

よ
う
、
休
業
中
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
現
在
ま
で
12
期
（
12
年
間
）
で
２
１
７
名
が
受
講

し
、
修
了
生
の
就
業
者
比
率
は
常
に
９
割
を
超
え
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
修
了
生
も
出
て
く
る
な
ど
、

一
定
の
実
績
を
重
ね
て
い
る
。

発足
女性のためのリカレント教育推進協議会

◎東北公益文科大学大学院との連携

2019開講大学連携オンラインコース

◎ビジネススクール科目等履修組み入れ
★教育訓練給付金認定★BP認定

2017～独自継続2014～16 文部科学省委託事業女性リーダー育成コース

名称変更：女性のキャリアアップ・起業コース
◎キャリアアップ・チェンジを対象に★BPおよび教育訓練給付金認定◎育児休業者を対象に

2011～独自継続2008～10 文部科学省委託事業女性の仕事復帰・起業コース

ハッピーキャリアプログラムの動き

●2015.10　文部科学省BPと厚生労働省教育訓練給付金連携
●2019.4　履修証明：総時間60時間以上に短縮●2015.7　文部科学省BP創設●2007.12　学校教育法　履修証明制度創設

国の動き

20202019201820172016201520142013201220112010200920082007
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⑵�　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
開
設
と
Ｂ
Ｐ・

教
育
訓
練
給

付
金
講
座
認
定

　

事
業
を
継
続
す
る
中
で
、
筆
者
の
も
う
一
つ
の
問
題
意
識
で
あ

る
「
女
性
の
管
理
職
昇
進
」
に
結
び
付
け
ら
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
２
０
１
４
年
に
文
部
科
学
省
で
新
た
に
公
募
さ
れ
た
「
高

度
人
材
養
成
の
た
め
の
社
会
人
学
び
直
し
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
応
募
し
、
事
業
委
託
（
３
年
度
間
）
さ
れ
た
の
が
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
あ
る
。
当
時
、
安
倍
政
権
で
は
女
性
活
躍

の
３
本
柱
と
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
、
職
場
復
帰・

再
就
職
の

支
援
、
女
性
役
員・

管
理
職
の
増
加
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
二
つ
に
姉
妹
コ
ー
ス
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
授
業
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
の
教
育
方
法
を
用
い
て
、
管
理
者
と
し
て
必
要
な
経
営
理

論
と
現
場
活
用
の
応
用
力
の
両
面
か
ら
学
ぶ
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
た
。
欠
席
時
も
ビ
デ
オ
を
閲
覧
で
き
るe-learning

導
入

な
ど
、
仕
事
と
学
び
の
両
立
の
工
夫
も
し
た
。

　

本
コ
ー
ス
も
委
託
事
業
終
了
後
に
本
学
独
自
で
継
続
し
、
６
期

（
６
年
間
）
で
１
３
４
名
が
受
講
し
た
。
彼
女
ら
は
、
修
了
後
、
役

員
や
課
長
な
ど
の
管
理
職
、
係
長・

主
任
へ
の
昇
進・

昇
格
で
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
希
望
す
る
部
署
へ
の
異
動
や
転
職
で
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ

ン
ジ
を
実
現
す
る
な
ど
、
多
様
な
進
路
を
歩
ん
で
い
る
。

　

こ
の
間
、
先
に
述
べ
た
Ｂ
Ｐ
認
定
制
度
の
創
設
、
Ｂ
Ｐ
と
教
育

訓
練
給
付
金
と
の
連
携
に
よ
り
、
両
コ
ー
ス
共
に
Ｂ
Ｐ
お
よ
び
教

育
訓
練
給
付
金
認
定
講
座
に
指
定
さ
れ
た
。
給
付
に
よ
る
受
講
費

用
の
軽
減
に
よ
っ
て
、
受
講
を
考
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
学
び

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
た
。

⑶�　

大
学
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の
開
設
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
訂

　

こ
う
し
て
姉
妹
コ
ー
ス
を
12
年
間
企
画
運
営
す
る
間
に
、
文
部

科
学
省・

厚
生
労
働
省・

経
済
産
業
省
な
ど
の
国
、
地
方
自
治
体

や
公
的
団
体
、
大
学
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
地
方
都
市
で
は
、
女
性
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
に
大
学
単
独
で
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
く
、
女
性
は
学
び
た

く
て
も
な
か
な
か
学
べ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
女
性
の
再
就
職
支
援
の
講
座
を
開
講
で
き
て
も
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
運
営
す
る
中
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
受
け
る
機
会
の
少

な
か
っ
た
地
域
で
女
性
が
学
べ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。
そ
う
考
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え
て
い
る
と
き
に
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
か
ら
本
研
究
科
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
３
つ
め
の
「
女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
養
成　

大
学
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
」
が
２
０
１
９
年
に

開
設
さ
れ
た
。

　

授
業
は
、
受
講
者
が
講
義
を
聞
く
だ
け
の
一
方
通
行
の
単
な
る

動
画
配
信
と
は
異
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

連
携
先
大
学
と
本
学
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
室
を
つ
な
ぎ
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
双
方
向
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
行
う
の
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
地
域
を
越
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
へ
の
適
応
と
、
多
様
な
価
値
観
を
融
合
さ
せ

て
状
況
変
化
に
対
応
す
る
適
切
な
判
断
力・
意
思
決
定
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
携
先
の
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

（
山
形
県
鶴
岡
市
）
で
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
４
科
目
と
同
大
学
院
の
１
科
目
を

加
え
た
５
科
目
に
よ
る
60
時
間
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

　

連
携
先
の
受
講
者
は
、「
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
仕
事
上
の
役

割
や
仕
事
で
得
ら
れ
る
も
の
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ん
な

講
座
を
探
し
て
い
た
！
」「
遠
方
に
行
か
ず
と
も
、
こ
の
地
域
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
語
り
、
本
学
ハ
ッ

ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
か
ら
も
「
普
通
で
は
会
え

オンラインコースの様子

小特集●履修証明プログラム活用の現状

91 大学時報　2020.3



な
い
地
域
の
人
と
話
し
合
い
が
で
き
て
、
楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た
」

「
地
域
が
違
う
だ
け
で
考
え
る
こ
と
も
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
視
野

が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
て
お
り
、
連
携
の
効
果
と
し
て

「
知
の
融
合
」
が
起
き
て
い
る
。
コ
ー
ス
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
提
供
地

域
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
連
携
大
学
を
募
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
コ
ー
ス
も
見
直
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
に

は
、「
女
性
の
仕
事
復
帰・
起
業
コ
ー
ス
」
で
は
、
非
正
規
雇
用
か

ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
転
職
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
や
、

現
職
の
ま
ま
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
支
援
す
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
、
名
称
も
「
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ・

起
業
コ
ー
ス
」
に
変
更
す
る
。「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
も
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
よ
り
深
く
学

び
た
い
、
高
度
な
知
識
を
修
得
し
た
い
と
い
う
受
講
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
部
改
訂
し
、
科
目
等
履
修
と
し

て
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
正
規
授
業
科
目
を
選
択
科
目
群
に

組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
常
に
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
目
指
し
て
進
化
し
て
い
る
。

４�　
人
生
１
０
０
年
時
代
の
男
女
の
た
め
の�

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ

　

三
つ
の
コ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

履
修
証
明
書
を
取
得
す
れ
ば
再
就
職・

転
職
な
ど
の
際
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
と
さ
れ
る
が
、
制
度
が
で
き
て
か
ら
数
年
間
は
知
名
度
が
低

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
有
効
だ
っ
た
と
は
い
い
難
い
。
む
し

ろ
、
受
講
者
は
履
修
証
明
書
を
自
分
の
学
び
の
証
し
と
捉
え
て
、

励
み
に
し
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
の

条
件
が
履
修
証
明
書
取
得
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
講
者
が
、
費

用
負
担
が
軽
く
学
び
や
す
く
な
る
と
同
時
に
、
仕
事
と
学
び
の
両

立
（
人
に
よ
っ
て
は
育
児
と
の
三
立
）
が
大
変
な
時
も
あ
き
ら
め

ず
に
頑
張
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年

に
学
習
総
時
間
が
60
時
間
以
上
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の
連
携
先
大
学
で
履
修
証
明
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
大
学
も
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
取
り
組

み
や
す
く
な
り
、
受
講
者
も
学
び
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

大
学
連
携
と
い
う
点
で
は
、
日
本
女
子
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
、

本
学
、
明
治
大
学
、
福
岡
女
子
大
学
、
京
都
女
子
大
学
、
京
都
光

華
女
子
大
学
の
６
大
学
に
よ
っ
て
２
０
１
９
年
12
月
に
発
足
し
た

「
女
性
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
協
議
会
」
が
あ
る
。
そ
の
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目
的
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
業
務
に
携
わ
る
教
職
員
が
、
業
務
上

必
要
な
共
通
課
題
に
つ
い
て
研
究
、
協
議
お
よ
び
情
報
交
換
な
ど

を
行
い
、
社
会
人
女
性
の
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
の
ほ
か
に
、
以

前
か
ら
大
阪
市
や
近
畿
経
済
産
業
局
な
ど
の
自
治
体・

公
的
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
関
西
経
済
連
合
会
や
大
阪
商
工
会
議
所
、
企
業

な
ど
の
産
業
界
と
連
携・

協
力
関
係
を
築
い
て
き
た
。
さ
ら
に
、

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
よ
う
な
寄
付
や
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
企
業

の
力
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
独
の
大
学
で
は
難
し
い
こ
と
も
、
産
官
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
を
と

お
し
て
多
く
の
人
々
が
知
恵
を
絞
り
、
社
会
人
女
性
の
学
び
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
「
自
分
ら
し
く
働
き
、
生
き
る
」

女
性
が
増
え
、
そ
う
し
た
「
女
性
の
活
躍
が
企
業
を
変
え
る
、
社

会
を
変
え
る
」
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
実
現
で
き
た
と
き
、「
女
性

の
た
め
の
」
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
役
割
を
終
え
る
。
企
業
や
社
会

に
お
け
る
男
女
間
格
差
が
な
く
な
れ
ば
、「
男
女
の
た
め
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
」
が
当
た
り
前
に
な
る
。
そ
の
日
が
早
く
来
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
努
め
た
い
。�

図表２　ハッピーキャリアプログラムの連携ネットワーク

国・地方団体

・委託事業
・ＢＰ認定
・教育訓練給付金認定
・広報協力

連携企業

●ヤフー（株） その他企業
・寄付（ＣＳＲ推進）
・講師登壇協力
・受講生派遣
・広報協力

オンライン共有 双方向授業

・共通録画教材提供
・オンラインワークサポート

ハッピーキャリアSNS（修了生ネットワーク）

東北公益
文科大学

受講生

連携大学
Ｚ

受講生

連携大学
Ｙ

受講生

連携大学
Ｘ

受講生

連携団体
【全国】
●女性のためのリカレント教育
推進協議会

［関西]
●関西女性活躍推進フォーラム
●関西経済連合会 他

［東北］
●東北公益文化大学後援会
●庄内ちぇりあ 他

ハッピーキャリアプログラム

女性リーダー育成コース

女性の仕事復帰・起業コース

⇒女性のキャリアアップ・起業コース

女性活躍推進研究センター

相互交流ネットワーク
・多地域交流
・オンラインワークスキル獲得

各連携先
・メンターによるオンライン授業サポート
・共通録画教材を活用した各地域特有授業
・キャリアサポート

小特集●履修証明プログラム活用の現状
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は
じ
め
に

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
い

う
）
の
養
成
講
座
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
仙
台
市
、
仙
台
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
お
よ
び
仙
台
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
、
宮
城
県
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を
得
て

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
開
講
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
地
の
拠
点

整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）
の
一
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
究
会
の
活

動
の
成
果
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
は
、
前
記
に
加
え
て
宮
城
県
内
の
全
て
の
市
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
か
ら
名
義
後
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
め
ら
れ
た
経
緯
や
背
景
、

ま
た
こ
れ
ま
で
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
４
年
間
の
事
業
実
績
や
開
講

形
態
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ

と
と
す
る
。

１�　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
取
り
組
み
の�

経
緯
と
そ
の
背
景
的
要
因

　

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
連
携
自
治
体
と
な
っ
て
い
た
仙
台
市
が
２

０
１
２
年
に
策
定
し
た
第
２
期
仙
台
市
地
域
保
健
福
祉
計
画
で
は
、

そ
の
「
基
本
的
方
向
２
」
の
中
で
「
人
材・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

育
成
（
重
点
）」
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
保
健
福
祉
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会

が
必
要
で
す
。
震
災
時
に
お
い
て
は
、
地
域
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
が
迅
速
な
支
援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
複
雑
な
生
活
課
題
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
関
係
者・

関
係
機
関

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

阿
部 

重
樹
●
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
共
生
社
会
経
済
学
科
教
授
、
学
長
室
長
、
地
域
共
生
推
進
機
構
長
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等
と
の
連
携
を
図
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
）
が
必
要
で
す
。
効
果
的
な
講
座
や
研
修
を

開
催
し
、人
材・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
推
進
し
ま
す１。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
仙
台
市
で
は
２
０
１
４
年
度
か
ら

仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
専
門
職
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
に

係
る
新
た
な
予
算
措
置
も
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

と
連
携
す
る
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
第
３
次
地
域
福
祉
活

動
計
画　

せ
ん
だ
い
ａ
ｉ
プ
ラ
ン
」（
２
０
１
３
年
３
月
）
に
お
い

て
も
、
ま
た
「
宮
城
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
第
２
期
）」（
２
０

１
１
年
３
月
）
に
も
同
様
の
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る２。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
計
画
か
ら
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
今
後
の
地
域
福

祉
推
進
に
お
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の

養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
の
理
解
が

一
般
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
認
識
は
、
確
か
に
一
面
で
は
事
柄
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
と

も
い
え
よ
う
。
し
か
し
他
方
、
現
実
に
は
、
地
域
の
生
活
（
福
祉
）

課
題
を
把
握
し
、
個
別
支
援
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

地
域
の
も
つ
福
祉
課
題
解
決
力
を
強
め
る
な
ど
を
通
じ
て
地
域
を

支
援
し
、
問
題
の
解
決
（
改
善
）
を
図
る
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
役
割

と
機
能
を
担
い
な
が
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
生
活

支
援
相
談
員
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー

の
看
護
師
、
児
童
相
談
所
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
な
ど
が
地
域
社
会

の
中
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
理
解
を
め
ぐ
る
状
況
も
あ
っ
て
、
前
述
の

Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
究
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
本
質
的
な
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
際
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
は
い
っ
た
い
誰
の
こ
と
を
い
う
の
か

と
い
う
こ
と
が
実
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
体
系
的
な
課
程

や
講
座
が
存
在
せ
ず
、
社
会
的
に
共
有
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
深
奥
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
資
格
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
背
景
的
要
因
と
な
っ
て
、

県
内
の
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
さ

れ
つ
つ
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組

め
ず
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
価・

判
断
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
と
い

う
近
年
の
国
家
レ
ベ
ル
の
政
策
理
念
と
も
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、

前
述
の
仙
台
市
、
宮
城
県
な
ど
に
お
け
る
福
祉
施
策
の
動
向
に
見

ら
れ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
本
格
的
な
養
成

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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２　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
概
要

①�　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
実
績

　

最
初
に
、
本
学
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体

構
想
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
表
１
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
事
業
実
績
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
受
講
者
数
の
推
移
で
あ
る
が
、
２
０
１
６
年
度
は
18
名
（
修

了
者
14
名
）、
２
０
１
７
年
度
15
名
（
14
名
）、
２
０
１
８
年
度
10

名
（
10
名
）、
２
０
１
９
年
度
11
名
で
あ
り
、
男
女
比
に
つ
い
て
は

お
お
よ
そ
６
対
４
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
の
職
種
は
、

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
社
会
福
祉
法
人
職
員
、
被
災
者

支
援
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、
市
町
村
教
育
委

員
会
職
員
、
会
社
員
、
市
民
、
学
生
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
受
講

者
は
宮
城
県
の
中
心
地
で
あ
る
仙
台
市
を
始
め
と
し
て
、
県
北
、

県
南
の
10
以
上
の
市
町
か
ら
参
加
が
あ
り
、
さ
ら
に
福
島
県
か
ら

の
受
講
者
も
２
名
が
修
了
し
て
い
る
。

②�　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
講
形
態

　
　

 

（
２
０
２
０
年
度
募
集
要
項
か
ら
）

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
文
部
科
学
省
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｐ
）」
認
定
事
業
と
し
て
開
講
さ
れ
た
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は

厚
生
労
働
省
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
」
対
象
講
座
の
認
定

も
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
料
が
10
万
円

（
学
生
は
６
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
社
会
人
受
講
生
の
経

図表１　コミュニティソーシャルワーカー （CSW）
スキルアッププログラム　　　　

せんだい宮城の地域福祉の推進に社会的インパクトをもった 
新たな状況の創造を目指すイノベーショナルな取り組み　　

コミュニティソーシャルワーカー CSW スキルアッププログラム

CSW研究会

研究会 参加者例
・ 自治体関係者 ・ 社会福祉協議会関係者
・ CSW養成講座 講師、履修生
・ 大学関係者 等

CSW養成講座

養成講座 受講者例
・ 市町村社会福祉協議会職員  ・ 児童相談所職員
・ 地域包括支援センター職員     ・ 保健センターの保健師
・ 訪問看護センターの看護師 ・  NPO職員 等

カリキュラムの見直し実実務務家家××研研究究者者にによよるる本本格格的的なな学学びびのの場場

CSW活用現場

『CSWに求められる役割』
・ 地域資源のほりおこしとネットワークづくり
・ 地域の福祉課題の把握と解決
・ 個別支援
・ 新たなサービスの開発や自治体への提案 など

・ 講座終了後の継続的な学びの場
・ 講師陣による、実践活動へのスーパービジョン
・ CSW活動ノウハウの共有化
・ 多職種間のネットワークの構築
・ カリキュラムの見直し

継続的な学びの場

講講座座終終了了後後のの継継続続的的なな学学びびのの場場

研究成果を現場で活用先端の知見を教材化

事例の共有化地域福祉の専門的な担い手

せんだい宮城の地域福祉の推進に社会的インパクトをもった新たな状況の創造を目指すイノベーショナルな取り組み

・ 体系性と実践性をもったカリキュラム
・ 開講総時間数136時間の本格的な学び
・ 地域福祉の現場で活躍する多彩な講師陣

ココミミュュニニテティィソソーーシシャャルルワワーークク活活用用のの場場
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済
的
負
担
を
幾
分
か
で
も
軽
減
し
た
い
と
の
趣
旨
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、募
集
定
員
は
20
名
で
あ
り
、１
コ
マ
90
分
で
原
則
と
し
て
土

曜
日
に
４
コ
マ
の
講
義
が
あ
る
。
２
０
２
０
年
度
は
、
開
講
式
が

行
わ
れ
る
４
月
18
日
の
第
１
回
の
授
業
日
か
ら
翌
年
２
月
20
日
の

最
終
報
告
会
ま
で
の
開
講
総
時
間
数
１
４
１
時
間
、
３
月
13
日
の

履
修
証
明
書
授
与
式
ま
で
、
１
年
の
履
修
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

③　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
図
表
１
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
Ｃ
Ｓ

Ｗ
研
究
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
体
系
的
か
つ
実
践
性
を
強
く
志

向
す
る
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

図
表
２
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
い
わ
ゆ
る
養
成
課
程
の
基
礎

理
論
と
し
て
の
「
基
礎
科
目
」
で
あ
る
。
二
つ
目
の
「
必
須
理
論
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
科
目
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
地
域
福
祉
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
際
に
直
面
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
実
態
に
則
し
た
理
論

的
基
盤
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
デ
ー
タ
に
よ
る
社

会
調
査・

分
析
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査

の
双
方
に
つ
い
て
、
実
践
例
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る

考
え
方
（
理
論
）
を
教
授
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
の
「
実
践
技
法
」
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
実
際
の
活
動
に
お
い

て
求
め
ら
れ
る
技
法
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
践
に

係
る
技
法
の
理
解
や
修
得
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
法
を
支
え
る
理
論
的
知
識
に
つ
い
て
の
理
解
も
図
ら
れ
る
よ

う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
特
論
演
習
」
と
い
う
四
つ
目
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
様

な
地
域
課
題
と
、
そ
の
解
決・

改
善
に
密
接
に
関
係
す
る
社
会
資

源
（
地
域
資
源
）
の
実
践
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
五
つ
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
仙
台
市
を
は
じ
め
と
す
る

宮
城
県
内
の
５
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ

と
し
て
積
極
的・

主
体
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
係
っ
て
き
た
５
名

の
講
師
の
体
験
や
市
民
セ
ク
タ
ー
を
テ
ー
マ
と
す
る
理
論
的
研
究

を
題
材
と
し
た
「
事
例
研
究
」
が
、
そ
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
新
し

く
開
講
さ
れ
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
の
修
了
生
に
も
受
講

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
は
、
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
学
経

済
学
部
、
経
営
学
部
、
教
養
学
部
、
地
域
共
生
推
進
機
構
に
所
属

す
る
教
員
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
な
ど
と
し
て
関
係
す
る
他
大

学
の
教
員
、
ま
た
現
場
か
ら
も
宮
城
県
お
よ
び
仙
台
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
会
議
で
行
わ
れ
て
い
る
。�
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図表２　2020年度 履修証明プログラム「コミュニティソーシャル
　　　　ワーカー （CSW）スキルアッププログラム」カリキュラム

 
 

2020 年度 履修証明プログラム「コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）スキルアッププログラム」カリキュラム 
分類 科目名 時間 内容 

必

修

科

目 

基

礎

科

目 

地域福祉の時代とコミュニティソーシャルワーク ３ 
・自助・共助・公助の福祉ミックス 

・地域福祉をめぐる政策の動向 

コミュニティソーシャルワークⅠ ３ 
・コミュニティソーシャルワーク 

コミュニティソーシャルワークⅡ ３ 

ケースワーク ３ 
・個別支援 

・相談援助、面接技術 

社会保障制度の新たな動向Ⅰ ３ ・社会保障、制度改革、課題と展望 

・宮城県と仙台市の社会福祉の現状と課題 社会保障制度の新たな動向Ⅱ ３ 

必

須

理

論 

データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅰ ３ ・アンケート調査の実際 

・統計ソフトを使った分析の実践 データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅱ ３ 

データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅰ ３ 
・社会調査としてのライフストーリー聞き取り 

データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅱ ３ 

地域の施策と資源理解Ⅰ ３ ・福祉の担い手とその役割と現状 

・地域福祉資源の抱える課題と解決方策 地域の施策と資源理解Ⅱ ３ 

地域社会と CSR（企業の社会的責任） ３ 
・企業の社会的責任の正確な理解と現代的潮流 

・社会貢献を視点とする企業と地域社会との関係性 

組織運営 ３ 

・リーダーシップと組織のマネジメント 

・人的資源マネジメント 

・地域住民の組織化 

地域福祉活動計画Ⅰ ３ ・実例に基づく地域福祉活動（支援）計画の理解 

・地域福祉活動計画策定の実際とその課題 

・地域福祉活動計画の評価 

地域福祉活動計画Ⅱ ３ 

地域福祉活動計画Ⅲ ３ 

 
中間報告会（グループワーク） ３ ・グループワーク 

最終報告会（グループワーク） ３ ・グループワーク 

選

択

科

目 

実

践

技

法 

地域福祉とファンドレイジングⅠ ３ 
・CSW の使命とファンドレイジングの関係性の理解 

・福祉におけるファンドレイジングの潮流 

・福祉におけるファンドレイジングの成功事例 

・個人や企業への具体的なアプローチ手法 

・社会的インパクト志向の地域福祉活動の作り方と関係団体との連携 
地域福祉とファンドレイジングⅡ ３ 

協働の手法Ⅰ ３ ・協働の歴史、協働の事例 

・課題と今後について 協働の手法Ⅱ ３ 

ファシリテーションの実際とワークショップ運営Ⅰ ３ ・ファシリテーションの基礎と実践 

・ワークショップの設計と運営 ファシリテーションの実際とワークショップ運営Ⅱ ３ 

ファシリテーショングラフィックス ３ ・ファシリテーショングラフィックの基本的技術と実践 

災害ケースワーク ３ 

・災害時におけるソーシャルワークの必要性とその理論について 

・災害時特有の状況と課題を踏まえた災害ケースワークについて 

・災害とコミュニティソーシャルワークの関係性について 

健康格差論 ３ 
・社会環境における健康づくりの理解 

・健康に影響を及ぼす社会経済的要因についての考察 

傾聴の技法 ３ 
・相談力向上（聴き上手になる）技法 

・ワーカーの持つ価値に係る自己覚知の意義 

特

論

演

習 

特論演習ⅠＡ（高齢者支援と地域社会） ３ ・地域包括ケアセンターの活動の実際 

・地域包括ケアシステム構築に向けての課題 特論演習ⅠB（高齢者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅡA（生活困窮者支援と地域社会） ３ 
・生活困窮者自立支援制度の実際と課題 

特論演習ⅡB（生活困窮者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅢA（子育て支援と地域社会） ３ 
・子どもたちが明日に希望が持てる地域社会を目指す 

特論演習ⅢB（子育て支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅣA（障害者支援と地域社会） ３ ・障害者を取り巻く地域社会の現状と課題 

・課題解決に向けた方策と目指すべき方向 特論演習ⅣB（障害者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅥA（精神障害者支援と地域社会） ３ ・精神障害者を取り巻く地域社会の現状と課題 

・課題解決に向けた地域における支援者の役割 特論演習ⅥB（精神障害者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅧA（SDGs と地域社会） ３ 
・SDGs と地域社会との関係、活動の実際 

特論演習ⅧB（SDGs と地域社会） ３ 

事

例

研

究 

事例研究ⅠＡ(まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：仙台市を事例として) ３ ・仙台市における先取的な事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅠＢ(まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：南三陸町を事例として) ３ ・南三陸町における先取的な事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅡＡ（石巻市を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ ・石巻市における事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅡＢ（柴田町を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ 
・柴田町の地域包括支援センターに寄せられた相談事例等を通して個別支

援と地域支援を考える 

事例研究ⅢＢ（市民セクター／社会的経済の展開とその課題） ３ 
・市民セクター（ボランティア・NPO）の歴史的展開 

・ソーシャル・ビジネス（社会的事業）の台頭とその課題 

事例研究Ⅳ（地域活動を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ ・地域活動の先取的な事例紹介 
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●
注

１　
「
第
２
期
仙
台
市
地
域
保
健
福
祉
計
画　

支
え
合
い
の
ま
ち
推

進
プ
ラ
ン
～
復
興
を
支
え
る
市
民
の
絆
と
力
を
、
地
域
の
福
祉
力

へ
～
」（
仙
台
市
健
康
福
祉
局
健
康
福
祉
部
社
会
課
）、
２
０
１
２

年
10
月
、
48
頁
。

２　

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
と
連
携
す
る
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
策

定
し
た
「
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画　

せ
ん
だ
い
ａ
ｉ
プ
ラ
ン
」

（
２
０
１
３
年
３
月
）
に
お
い
て
も
、「
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

地
域
の
人
材
育
成
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
の
ル
ワ
ー
カ
ー

育
成
強
化
」（
22
―
23
頁
、
29
頁
、
46
頁
）
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
同
様
に
、「
宮
城
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
第
２
期
）」

（
宮
城
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
２
０
１
１
年
３
月
、
13
頁
、

20
頁
）
に
同
様
の
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

　

こ
れ
ら
三
つ
の
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
計
画

の
見
直
し
時
期
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
新
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
養
成
と
い
う
点
は
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
重
視
す
る
方
向
に
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

小特集●履修証明プログラム活用の現状
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１　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
導
入
と
変
更

　

２
０
２
０
年
度
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
発
足
す
る
。
し
か

し
、
文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
９
年
末
に
、
大
学
入
試
英
語
成
績

提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
見
送
り
と
、
２
０
２
１
年
１
月
の
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
記
述
式
問
題
は
実
施
し
な
い
こ
と
を
決

定
し
た
。
入
試
１
年
前
に
試
験
実
施
方
針
を
変
更
す
る
の
は
極
め

て
異
例
で
あ
る
が
、
混
乱
回
避
の
観
点
か
ら
今
回
の
措
置
を
歓
迎

す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
改
革
の
目
玉
と
も
い
う
べ
き
英
語
４

技
能
試
験
と
記
述
式
出
題
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
入

試
改
革
が
換
骨
奪
胎
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
こ
え

て
く
る
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
か
ら
30
年
ぶ
り
の
こ

の
改
革
は
、
い
っ
た
い
何
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
２

０
０
８
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に

向
け
て
」
は
大
学
全
入
時
代
の
入
試
制
度
の
あ
り
方
を
論
じ
て
お

り
、
２
０
１
２
年
８
月
28
日
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教

育
審
議
会
に
対
し
て
「
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
を
は
じ
め
と
す

る
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
の
円
滑
な
接
続
と
連
携
の
強
化
の

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」
諮
問
が
な
さ
れ
、
中
央
教
育
審
議
会
は

同
年
９
月
に
高
大
接
続
特
別
部
会
を
設
置
し
て
審
議
を
重
ね
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
２
０
１
３
年
10
月
31
日
に
教
育
再
生
実
行

会
議
第
４
次
提
言
「
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続・

大

学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
が
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
に
代
え
て
新
た
な
試
験
を
導
入
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
高
大
接
続
改
革
の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
大
き
く
加
速

し
た
。

　

文
部
科
学
省
お
よ
び
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
第

４
次
提
言
を
踏
ま
え
て
、
高
大
接
続
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
具

鎌
田 

薫
●
教
育
再
生
実
行
会
議
座
長

教
育
再
生
実
行
会
議
に
お
け
る
大
学
入
試
改
革
の
基
本
理
念
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体
的
な
方
策
を
集
中
的
に
検
討
し
、「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学

入
学
者
選
抜
の
一
体
的
改
革
に
つ
い
て
」（
２
０
１
４
年
12
月
22
日

中
央
教
育
審
議
会
答
申
）、
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
（
２
０
１

５
年
１
月
16
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革

会
議
最
終
報
告
（
２
０
１
６
年
３
月
31
日
）
な
ど
を
相
次
い
で
公

表
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
２
０
１
７
年
７
月
13
日
に
は
高
大
接
続

改
革
の
実
施
方
針
等
が
策
定
さ
れ
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
細

目
が
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
次
の
高
大
接
続
改
革
に
関
し
て
は
相
当
の
年

月
を
費
や
し
て
多
角
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
相
応
の
周
知

期
間
も
経
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
純
な
検
討
不
足
が
今
回
の

方
針
変
更
の
主
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
採
点・

評
価
な
ど
の
実
施
に
伴
う
外
部
的
な
諸
条
件
が
十
分
に
は
整
わ
な

い
ま
ま
の
見
切
り
発
車
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、

大
学
入
学
者
選
抜
制
度
改
革
を
基
礎
づ
け
る
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
入
試
の

あ
り
方
に
つ
い
て
再
度
の
検
討
が
始
め
ら
れ
る
に
当
た
っ
て
、
今

次
の
改
革
が
ど
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
を
い

ま
一
度
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
か
つ
有
益
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。
な
お
、
本
稿
の
意
見
や
政
策
評
価
な
ど
に
関
わ
る
記
述
は
全

く
の
個
人
的
見
解
で
あ
っ
て
、
教
育
再
生
実
行
会
議
な
ど
の
公
式

見
解
で
は
な
い
こ
と
を
、
念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

２　
教
育
再
生
実
行
会
議
第
４
次
提
言

　

教
育
再
生
実
行
会
議
第
４
次
提
言
は
、「
⑴ 

高
等
学
校
教
育
の

質
の
確
保・

向
上
」「
⑵ 

大
学
の
人
材
育
成
機
能
の
抜
本
的
強
化
」

「
⑶ 

能
力・

意
欲・

適
性
を
多
面
的・

総
合
的
に
評
価
し
う
る
大

学
入
学
者
選
抜
制
度
へ
の
転
換
」
の
三
者
を
一
体
的
に
行
う
べ
き

こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
の
進
展
に
伴

い
、
産
業
構
造・

社
会
構
造
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
時
代
に
あ
っ

て
は
、
既
存
の
社
会
構
造
を
前
提
と
す
る
知
識
を
詰
め
込
ん
だ
だ

け
で
は
足
り
ず
、
主
体
的
で
能
動
的
な
学
習
を
通
じ
て
、
課
題
発

見・

探
求・

解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
新

た
な
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
力
（
詳
し
く
は
教
育
再
生
実
行
会
議

第
７
次
提
言
）
を
涵
養
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

力
は
義
務
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
高
等
学
校・

大
学
の
段
階
で
伸

ば
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
大
学
入
試
が
知
識
偏
重
の
１

点
刻
み
の
も
の
で
あ
り
、
高
校
生
が
そ
う
し
た
大
学
入
試
に
合
格
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す
る
こ
と
を
自
己
目
的
化
し
、
高
等
学
校
段
階
で
は
本
来
養
う
べ

き
多
面
的・

総
合
的
な
力
の
育
成
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
大
学
入
学
者
選
抜
制
度
を
改
め
な
け
れ
ば
望
ま
し
い
高
等
学

校
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
学
教
育
の
質
向
上
に
も

支
障
が
生
ず
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
具
体
的
に
は
以
下
の
３
点
を
提
案
し
て
い
る
。

①�　

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
能
力
判
定
の
た
め
の
新

た
な
試
験
を
導
入
し
（
複
数
回
受
験
可
能
と
す
る
こ
と
や
外
国

語
な
ど
の
外
部
検
定
試
験
の
活
用
を
検
討
す
る
）、
そ
の
結
果
を

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
段
階
別
に
示
す
こ
と
や
、
各
大
学
に
お
い
て

多
面
的
な
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
際
の
基
礎
資
格
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
な
ど
、
知
識
偏
重
の
１
点
刻
み
の
選
抜
か
ら
脱
却

で
き
る
よ
う
利
用
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

②�　

大
学
入
学
者
選
抜
を
能
力・

意
欲・

適
性
や
活
動
歴
を
多
面

的・

総
合
的
に
評
価・

判
定
す
る
も
の
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
方
法
に
よ
る
入
学
者
選
抜
に
よ
る
入
学
者
割
合
の
大
幅

な
増
加
を
図
る
こ
と
。

③�　

高
等
学
校
に
お
け
る
基
礎
的・

共
通
的
な
学
習
の
達
成
度
を

客
観
的
に
把
握
し
、
生
徒
の
学
習
改
善
に
生
か
す
た
め
の
新
た

な
試
験
（
基
礎
レ
ベ
ル
）
を
創
設
し
、
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試

に
お
け
る
基
礎
学
力
の
判
定
に
活
用
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
新
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
格

別
の
言
及
を
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
検
討
は
中
央
教
育
審
議
会
な
ど

に
委
ね
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
、中
央
教
育
審
議
会
な
ど
が
英
語

４
技
能
試
験
や
記
述
式
問
題
の
導
入
な
ど
の
具
体
策
を
提
示
し
た
。

３　
新
し
い
大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
課
題

　

前
述
の
よ
う
な
提
言
を
踏
ま
え
、
国
立
大
学
に
お
い
て
も
個
別

入
試
の
重
視
や
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
の
導
入
な
ど
入
学
者
選
抜

の
多
様
化・

総
合
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
幸
い
私

立
大
学
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
利
用
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
し
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
選
抜
方
式
を
併
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
多
様
な
資
質・

能
力
を
備
え
た
学
生
を
入
学
さ
せ
て
き

た
実
績
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
最
も
多
く
の
学
生
が
受
験

す
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
高
校
生
の
思
考
様
式
や
学
習
方
法

に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
私
立
大
学
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

私
自
身
が
最
も
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
問

題
に
も
唯
一
無
二
の
正
解
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
成
り
立
っ
て
い

る
マ
ー
ク
シ
ー
ト
試
験
の
正
解
を
短
時
間
で
見
出
す
こ
と
に
高
校

生
活
の
全
て
を
か
け
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
知

識
優
先
で
正
解
志
向
が
強
い
画
一
的
な
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
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が
現
在
の
大
学
の
大
き
な
悩
み
の
種
で
あ
り
、
正
解
の
な
い
問
題

に
果
敢
に
挑
戦
し
独
創
的
な
解
を
見
い
だ
す
能
力
を
伸
ば
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
時
代
の
要
請
に
も
逆
行
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
時
、
誰
が
採
点
し
て
も
同
じ
結
果
に
な
る
試
験
以
外
は

す
べ
て
不
公
正
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
論
調
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
試
験
こ
そ
が
公
平・

公
正
な
試
験
で
あ
り
、

そ
れ
に
適
応
す
べ
く
知
識
詰
め
込
み
型
の
学
習
を
強
化
す
る
こ
と

が
あ
る
べ
き
高
等
学
校
教
育
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風
潮
を
生
み
出

し
か
ね
な
い
。
２
０
１
４
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
も
、
大
学

入
学
者
選
抜
改
革
を
進
め
る
上
で
「
公
平
性
」
の
意
識
改
革
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

教
育
再
生
実
行
会
議
第
４
次
提
言
は
、
前
述
の
ご
と
く
段
階
的

評
価
な
ど
を
通
じ
て
１
点
刻
み
の
判
定
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
入
学
定
員
を
一
人
で
も

超
過
す
れ
ば
私
学
助
成
や
運
営
費
交
付
金
を
減
額
す
る
と
い
っ
た

政
策
と
は
相
容
れ
な
い
。「
入
り
や
す
く
出
に
く
い
大
学
」
を
目
指

す
べ
き
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ
も
厳
格
な
入
学
定
員
管
理

政
策
と
は
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
念
入
り
に
多
面
的・

総
合
的
評
価
を
す
る
こ
と
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
文

部
科
学
省
は
２
０
２
１
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
に
お
い

て
は
総
合
型
選
抜
（
現
行
の
Ａ
Ｏ
入
試
）
の
出
願
時
期
を
８
月
か

ら
９
月
に
遅
ら
せ
る
旨
を
予
告
し
て
お
り
（
高
等
教
育
局
長
通
知

30
文
科
高
３
７
０
号
）、
こ
れ
も
時
間
を
か
け
た
念
入
り
な
審
査
を

困
難
に
し
て
、
入
学
者
選
抜
の
多
様
化・

柔
軟
化
を
進
め
る
こ
と

に
歯
止
め
を
か
け
か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
た
政
策
間
矛
盾
を
放
置
し
て
お
い
た
の
で
は
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
で
独
創
的
な
自
主
的
学
習
を
高
等
学
校

段
階
か
ら
積
極
的
に
行
わ
せ
、
そ
の
成
果
を
大
学
入
学
者
選
抜
に

生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
高
等
学
校
教
育
も
大
学
教
育
も
実
り
多
い

も
の
と
し
、
若
者
の
力
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
い
う
理
念

を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
議
」
に
お
い
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
教
育
政
策
の
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
に
慎
重
に
目
配
り
を
し
て
、
大
学
入
学
者
選
抜
制
度

が
、
高
等
学
校
教
育
と
高
校
生
の
思
考
様
式
を
、
そ
し
て
ま
た
大

学
教
育
を
も
抜
本
的
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
な
総
合
的
で
効
果
的

な
政
策
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、「
公
平
性
」
の
意
識
改
革
も
含
め

て
、
現
代
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
国
民
的
な
合
意
の
形
成
に
も
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
止
ま
な
い
。
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は
じ
め
に

　

解
剖
学
の
講
義
と
い
え
ば
、
ひ

た
す
ら
黒
板
を
用
い
た
板
書
で
あ

る
。
私
自
身
が
師
匠
か
ら
受
け
継

ぎ
、
そ
し
て
そ
の
師
匠
も
そ
の
ま

た
師
匠
か
ら
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
承
の
技
。
解
剖
学
の

講
義
は
、
い
わ
ば
職
人
技
で
あ
る
。
体
を
構
成
す
る
生
体
組
織
の

絵
を
何
色
も
の
チ
ョ
ー
ク
を
使
い
、
１
色
の
黒
板
（
実
際
は
緑
）

を
鮮
や
か
に
、
そ
し
て
最
後
に
は
黒
板
ご
と
一
つ
の
作
品
の
よ
う

に
仕
上
げ
る
の
だ
。
い
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
教
育
現
場
の
伝
統
芸

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
果
た
し
て
こ
れ
が
現
在

の
学
生
が
生
体
構
造
を
学
ぶ
の
に
最
も
適
し
た
方
法
な
の
だ
ろ
う

か
？　

学
生
の
主
体
的
な
学
習
時
間
を
増
や
す
よ
う
、
教
育
現
場

で
は
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
い
ま
、
一
方
的
な
板
書
の
講
義

が
現
代
に
合
っ
た
最
適
な
授
業
法
と
い
え
る
の
か
？　

伝
承
を
当

然
の
よ
う
に
受
け
継
ぎ
守
ろ
う
と
す
る
一
方
で
、
時
代
と
と
も
に

変
化
す
る
環
境
に
あ
っ
て
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
悩
ん
で
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
私
大
連
の
Ｆ
Ｄ
研
修
に
参
加
し
ヒ
ン
ト
を
得
た

こ
と
に
よ
り
、
私
の
講
義
は
螺
旋
的
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ

と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
の
話
題
を
興
味
深
く
思
っ
て

く
だ
さ
る
方
が
果
た
し
て
ど
れ
だ

け
あ
る
だ
ろ
う
か
。
や
や
不
安
な

気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
で
は
あ
る

が
、
開
き
直
っ
て
健
忘
録
と
し
て

綴
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

１ 　

手
で
書
く
の
が
一
番
な
の
か

　

私
の
学
生
時
代
（
ち
な
み
に
、
私
は
現
在
も
他
大
学
の
博
士
課

程
で
学
生
と
い
う
身
分
で
も
あ
る
）、
20
＋
α
年
以
上
前
、
パ
ソ
コ

ン
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
、
お
よ
そ
講
義
デ
バ
イ
ス
的
な
も
の
は

一
切
な
か
っ
た
。
あ
る
も
の
と
い
え
ば
、
教
員
が
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
た
ノ
ー
ト
を
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
写
す
る
く

ら
い
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
を
使
う
白
板
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
に
よ
る
講
義
が
主
流
だ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
黒
板
に
板
書
す
る
量
が
多
い
教
員
ほ
ど
学
生
に
は
人
気

が
な
く
、
字
が
小
さ
か
っ
た
り
雑
で
あ
る
と
、
特
に
大
き
い
教
室

で
は
視
力
の
よ
く
な
い
学
生
（
私
も
含
め
）
は
よ
く
見
え
ず
、
手

に
小
さ
な
双
眼
鏡
を
持
ち
な
が
ら
、
友
人
の
ノ
ー
ト
を
書
き
写
し

た
り
と
、
講
義
を
受
け
る
の
に
非
常
に
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
不
思
議
と
そ
の
時
代
に
は
、
そ
れ
が
悪
い
授
業
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
一
度
も
無
く
、
こ
れ
は
講
義
と
い
う
も
の
が
教
員
が
一

古
典
的
講
義
か
ら
の
脱
却

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

北
原 

秀
治
●
東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部
講
師

1042020.3　大学時報



方
的
に
情
報
を
与
え
る
場
で
あ
る
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
り
、
そ

し
て
そ
れ
に
対
し
て
特
段
の
違
和
感
も
な
く
問
題
視
さ
れ
る
こ
と

な
ど
な
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
私
の
講
義
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
プ
リ
ン
ト
（
レ
ジ
ュ

メ
）、
黒
板
、
こ
れ
ら
３
種
の
神
器
（
？
）
を
用
い
て
行
う
こ
と
が

多
い
。
特
に
心
が
け
て
い
る
点
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
は
文
字

は
な
る
べ
く
入
れ
ず
、
視
覚
的
情
報
と
し
て
取
り
入
れ
や
す
く
す

る
た
め
に
絵
や
写
真
だ
け
を
用
い
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
使
用
す

る
画
像
は
、
教
科
書
か
ら
取
り
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
し
、
ネ
ッ
ト

上
で
利
用
で
き
る
も
の
を
使
っ
た
り
（
出
典
を
明
記
し
て
）、
自
分

で
撮
っ
た
写
真
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
例
え
ば

１
４
０
分
（
70
分
×
２
コ
マ
）
の
講
義
で
あ
れ
ば
、
１
枚
２
～
３

分
の
計
算
で
、
40
～
50
枚
ほ
ど
を
作
る
。
こ
れ
を
学
生
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
変
更
す
る
。
専
門
外
の
学
生
を
対
象
と
し
た
講
義
で

は
、
１
枚
の
説
明
時
間
を
短
く
し
、
全
体
の
枚
数
を
多
く
す
る
。

こ
れ
は
、
専
門
で
あ
れ
ば
一
つ
の
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
多

い
が
、
専
門
外
の
人
は
１
枚
の
ス
ラ
イ
ド
が
長
い
と
退
屈
す
る
か

ら
で
あ
る
。
次
に
配
付
す
る
プ
リ
ン
ト
（
レ
ジ
ュ
メ
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
印
刷
す
る
こ
と
は

（
印
刷
用
に
一
枚
に
数
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
入
れ
る
機
能
が
あ
り
、
作

成
者
の
負
担
が
少
な
い
）
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
時
に
は
学
生
か
ら
の
要
望
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
教
科
書

な
ど
か
ら
集
約
し
た
詳
細
な
内
容
を
、
自
分
の
経
験
知
識
を
付
け

加
え
な
が
ら
、
Ａ
４
判
の
用
紙
で
数
枚
の
古
典
的
な
プ
リ
ン
ト
を

作
成
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
流
れ
で
講
義
を
行
い
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
視
覚
的
な
説
明
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
な
が
ら
深
く
学
習
理
解
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
プ
リ
ン
ト
に
は
所
々
に
メ
モ

を
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て
あ
る
。
講
義
に
、
決
ま
っ
た
教

科
書
は
必
要
な
い
。
１
冊
の
教
科
書
で
科
目
を
縛
る
と
知
識
が
偏

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
講
義
用
の
プ
リ
ン
ト
に
加
え
て
、
学
生
自

身
が
図
書
館
な
ど
を
利
用
し
た
り
気
に
入
っ
た
本
を
購
入
す
る
な

ど
、
複
数
の
教
科
書
を
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
伝
統
芸
で
あ
る
板
書
の
出
番
で
あ
る
。
前
述

の
内
容
に
加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
色
を
使
っ
て
、
躍
動
感
を
持
っ
て

大
胆
に
、
大
き
な
図
を
描
く
。
説
明
は
先
に
済
ま
せ
て
い
る
の
で

復
習
に
も
な
る
し
、
実
際
に
手
を
動
か
す
こ
と
と
で
記
憶
に
働
き

か
け
る
。
以
上
の
方
法
で
は
、
板
書
の
み
の
講
義
に
比
べ
て
、
学

生
が
ひ
た
す
ら
手
を
動
か
す
だ
け
の
時
間
が
短
く
な
り
、
メ
リ
ハ

リ
も
つ
く
た
め
か
、
学
生
か
ら
の
不
満
は
い
ま
の
と
こ
ろ
出
て
い

な
い
。
ち
な
み
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
用
時
は
、
神
器
の
恩
恵
に

あ
や
か
っ
て
、
機
能
と
し
て
搭
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ン
や
ハ
イ
ラ
イ

ト
機
能
を
使
い
、
ス
ラ
イ
ド
内
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
入
れ
た
り
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も
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
に
至
る
ま
で
に
は
、
講
義
が
終
わ
る
ご

と
に
学
生
か
ら
感
想
を
集
め
て
回
っ
た
。

「
①
講
義
ツ
ー
ル
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
の
場
合
」「
②
プ
リ
ン

ト
配
付
だ
け
の
場
合
」「
③
板
書
の
場
合
」
に
対
し
て
、
学
生
の
感

想
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

①�　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
１
４
０
分
講
義
を
行
っ
た
場
合
、

多
く
の
学
生
が
楽
な
授
業
だ
っ
た
と
感
じ
る
が
、
最
終
的
に

要
点
が
分
か
ら
ず
、
眠
い
授
業
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

②�　

配
付
プ
リ
ン
ト
だ
け
を
用
い
て
講
義
を
進
め
た
場
合
、
も

し
く
は
穴
埋
め
形
式
の
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
講
義
を
進
め
た

場
合
、
少
し
は
理
解
し
や
す
く
な
る
も
の
の
、
や
は
り
眠
く

な
る
そ
う
だ
。
ま
た
穴
埋
め
形
式
は
聞
き
逃
し
た
場
合
に
正

解
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
終
わ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
正
解
を

ど
こ
か
別
な
と
こ
ろ
で
照
合
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
一

手
間
が
教
員
側
に
も
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
だ
け

だ
と
老
眼
の
教
員
に
は
か
な
り
つ
ら
い
（
私
も
含
め
て
）。

　

③�　

黒
板
（
も
し
く
は
白
板
）
に
板
書
だ
け
の
場
合
は
、「
実
際

に
ノ
ー
ト
に
書
い
て
覚
え
る
の
は
書
く
の
が
面
倒
」、「
板
書

が
読
み
づ
ら
く
て
疲
れ
る
」、
し
か
し
「
最
も
記
憶
に
働
き
か

け
る
手
段
で
あ
り
、
か
つ
授
業
中
眠
く
な
り
に
く
い
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
授
業
中
に
眠
っ
て
し
ま
う
の
は
書
く
の
を

諦
め
た
と
き
（
量
が
多
過
ぎ
る
と
か
、
文
字
な
ど
が
小
さ
く

て
見
え
な
い
と
か
）
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
結
果
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
な
が
ら
講

義
を
聞
き
、
そ
の
合
間
に
詳
細
資
料
と
し
て
プ
リ
ン
ト
を
読
み
な

が
ら
、
自
分
の
手
を
動
か
し
て
書
く
、
つ
ま
り
、「
見
る
読
む
書

く
」
と
い
う
「
視
覚・

聴
覚・

触
覚
」
の
三
つ
の
感
覚
を
刺
激
し

つ
つ
学
習
す
る
形
式
が
効
率
が
良
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

蛇
足
だ
が
、
照
明
を
暗
く
す
る
と
脳
内
物
質
で
あ
る
メ
ラ
ト
ニ

ン
（
眠
く
な
る
物
質
）
の
分
泌
が
促
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の

明
る
さ
の
あ
る
場
所
で
交
感
神
経
（
興
奮
す
る
神
経
）
を
優
位
に

し
な
い
と
、
学
生
の
や
る
気
も
出
て
こ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

２　

講
義
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

米
国
に
留
学
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
行
政
大
学
院
や
医
科
大
学
院
の

オ
ー
プ
ン
講
義
な
ど
を
受
け
た
際
に
、
教
員
が
学
生
の
前
に
立
ち
、

何
も
資
料
を
持
た
ず
に
（
学
生
は
教
科
書
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
を
見
な
が

ら
）、
学
生
を
直
視
し
な
が
ら
対
話
形
式
で
授
業
を
進
め
て
い
く
と

い
う
米
国
で
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
が
面
白
い
と
思
っ
た
。
教
員
は
、

教
え
る
に
当
た
っ
て
完
全
な
知
識
、
つ
ま
り
専
門
分
野
の
み
な
ら

ず
、
間
接
的
に
関
わ
る
よ
う
な
知
識
ま
で
を
も
要
求
さ
れ
、
学
生

1062020.3　大学時報



も
か
な
り
の
予
習
を
し
て
講
義
に
臨
ん
で
来
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル

は
さ
な
が
ら
紀
元
前
哲
学
者
の
弁
論
の
よ
う
で
あ
り
、
古
典
的
か

つ
最
も
難
し
い
講
義
形
態
で
あ
り
（
教
員
側
学
生
側
と
も
に
）、
個

人
的
に
は
こ
う
し
た
講
義
を
実
施
し
た
い
と
い
う
憧
れ
も
あ
る
が
、

実
際
に
は
講
義
を
行
う
環
境
や
学
生
の
質
（
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル

の
学
習
方
法
に
慣
れ
て
い
る
か
否
か
）、
教
員
の
人
気
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
要
素
が
大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
で
、
日
本
で
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
行
う
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
実
は
、
私
な
り
に
こ

の
「
紀
元
前
哲
学
者
の
弁
論
ス
タ
イ
ル
」
の
講
義
に
何
度
か
挑
戦

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
準
備
段
階
か
ら
費
や
す
膨
大
な

労
力
、
ま
た
学
生
が
修
得
で
き
た
内
容
が
納
得
い
く
も
の
で
は
な

か
っ
た
り
と
、
決
し
て
成
功
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た

だ
、
ポ
イ
ン
ト
は
同
じ
で
、
資
料
は
見
な
い
、
学
生
と
対
面
で
話

す
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
行
う
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
、

現
在
も
実
践
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
板
書
時
に
講
義
は
行
わ
な

い
。
描
き
終
わ
っ
て
か
ら
改
め
て
学
生
の
方
を
見
て
話
を
始
め
る
。

こ
れ
ら
は
、
以
前
、
学
生
か
ら
、
黒
板
に
向
か
っ
て
講
義
を
し
て

い
る
よ
う
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
注
意
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

話
が
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
が
、
次
に
講
義
の
組
み
立
て
方
に
つ

い
て
ご
説
明
す
る
。

３　

講
義
の
構
成（
解
剖
学
編
）

⑴　

講
義
の
流
れ

　

実
際
の
講
義
の
組
み
立
て
方
で
あ
る
が
、
導
入
、
総
論
、
各
論

の
順
を
追
っ
て
述
べ
て
み
た
い
。
解
剖
学
の
特
色
と
し
て
、
専
門

用
語
が
ひ
た
す
ら
羅
列
さ
れ
る
科
目
な
の
で
、
導
入
は
と
に
か
く

分
か
り
や
す
く
、
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
専
門
用
語

を
分
か
り
や
す
い
一
般
の
言
葉
に
置
き
換
え
、
日
常
生
活
に
直
接

結
び
つ
く
よ
う
な
「
問
い
」
を
学
生
に
投
げ
か
け
る
。
例
え
ば
「
こ

の
言
葉
を
聞
い
た
時
に
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
は
？
」
で
も

い
い
し
、「
こ
の
言
葉
が
付
く
病
気
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
か
？
」

で
も
良
い
。答
え
る
学
生
が
い
な
い
時
は
、そ
の
ま
ま
自
分
で
答
え

る
。
こ
れ
は
学
生
が
言
葉
に
慣
れ
る
こ
と
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
常
の
話
題
を
講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
関
連
付
け
て
、

講
義
の
内
容
に
盛
り
込
む
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
知
識
と
新
し
い

知
識
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
の
固
定
を
た
や
く
す
る

の
に
も
役
立
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
導
入
部
分
は
「
分
か
り
や
す
い
」、「
問
い
か

け
」、「
日
常
生
活
」
も
し
く
は
少
し
の
「
笑
い
」
と
直
結
し
た
形

に
な
る
よ
う
常
に
心
が
け
て
い
る
。Ice�Break

と
し
て
自
身
の

経
験
を
話
す
こ
と
も
、
導
入
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
初
の
「
問
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い
」
が
講
義
終
了
後
に
「
答
え
」
と
し
て
出
て
い
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
教
員
も
人
間
で
あ
る
の
で
、
最
初
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
ま
ま
講
義
を
終
わ
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
常
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
、
導
入
が
無
事
に
終
わ
り
、
学
問
的
な
総
論
を
説
明
し
終

え
た
ら
各
論
へ
と
進
ん
で
い
く
が
、
そ
の
際
に
、
話
を
深
く
掘
り

下
げ
る
時
は
、
必
ず
「
こ
こ
か
ら
先
は
内
容
が
深
く
な
り
ま
す
」

な
ど
の
一
言
を
付
け
加
え
る
。
覚
え
る
べ
き
と
こ
ろ
と
全
て
覚
え

る
必
要
は
な
い
と
こ
ろ
の
線
引
き
を
曖
昧
に
せ
ず
に
伝
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
理
解
し
に
く
い
箇
所
は
、
一
見
す
る
と

直
接
の
関
係
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
豆
知
識
を
補
足
と
し
て
付
け

加
え
る
な
ど
の
一
手
間
を
惜
し
ま
な
い
。

⑵　

講
義
の
時
間
配
分

　

時
間
配
分
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
細
か
な
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
お
く
。
例
え
ば
、
導
入
５
分
、
総
論
10
分
、

各
論
30
分
、
板
書
20
分
、
ま
と
め
５
分
と
い
っ
た
形
で
あ
る
（
70

分
講
義
の
場
合
）。
事
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
数
回
行
う
な
ど
、
70
分

講
義
の
場
合
は
常
に
そ
の
３
～
５
倍
の
時
間
を
準
備
に
充
て
る
。

教
員
が
陥
り
や
す
い
点
と
し
て
は
、
準
備
時
間
が
長
過
ぎ
る
と
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
や
、
繰
り
返
し
の
機
械
的
内
容
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
講
義
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

気
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
講
義
は
予
定
時
間
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
最
低
で
も

２
～
３
分
は
早
く
終
わ
ら
せ
る
こ
と
。
質
問
や
後
片
付
け
の
時
間

を
残
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
よ
く
、
終
了
時
間
ぎ
り
ぎ

り
、
ま
た
は
超
過
し
て
ま
で
講
義
を
す
る
教
員
が
い
る
が
、
そ
れ

は
準
備
不
足
の
結
果
と
し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
め
ら
れ

た
時
間
以
外
、
教
員
が
学
生
の
時
間
を
搾
取
し
て
は
な
ら
な
い
。

チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
教
室
を
出
ら
れ
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
も
仕

事
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４　

古
典
的
講
義
VS
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

　

古
典
的
講
義
と
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
た
講
義
で

は
、
ど
ち
ら
が
実
際
の
学
習
効
果
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
講
義
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
報
告
を
見
る
と
、
学
生
の
読
み
書
き
に

紙
や
ペ
ン
を
使
う
場
合
と
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
使
う
場
合
を

比
較
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
紙
や
ペ
ン
を
使
う
こ

と
は
触
覚
（
触
れ
る
、
握
る
な
ど
）
に
関
し
て
有
用
な
影
響
が
あ

り
、
筆
記
ス
キ
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
。
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
う

ス
キ
ル
の
向
上
や
、
自
動
修
正
機
能
や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
機
能
に
よ
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る
学
習
の
効
率
化
に
有
用
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ど
ち
ら

が
い
い
か
は
各
教
育
機
関
の
状
況
（
環
境
）
や
国
の
教
育
方
針
で

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
や
は
り
こ
れ
ら
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
さ

せ
た
教
育
法
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
巷
に
は
多
様
な
意

見
や
教
育
論
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
自
信
を
持
っ
て
い
え
る
の
は
、

講
義
と
は
教
員
が
学
生
に
与
え
る
影
響
が
非
常
に
大
き
い
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
優
秀
な
学
生
を
生
み
出
す
の
も
教
員
の
存
在

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
述
べ
て
終
わ
り
た
い
と
思
う
。
本

稿
が
若
手
教
員
の
授
業
運
営
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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■
１　
新
し
い
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　

立
命
館
大
学
は
２
０
１
９
年
度
、
新
し
く
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

学
部
を
設
置
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
変
化
の
速
度
の

速
ま
っ
た
今
日
の
社
会
に
お
い
て
、
教
養
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）

の
重
要
性
が
う
た
わ
れ
て
す
で
に
久
し
い
。
し
か
し
そ
こ
で
い

う
「
教
養
」
の
中
身
は
し
ば
し
ば
曖
昧
だ
。
私
た
ち
は
、
自
ら

が
掲
げ
る
「
教
養
」
の
意
義
を
国
内
的
文
脈
と
国
際
的
文
脈
の

双
方
に
お
い
て
、
新
し
く
定
義
し
直
す
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
新
学

部
を
構
想
し
た
。

　

国
内
的
文
脈
に
お
い
て
、「
教
養
」
の
理
解
を
も
っ
と
も
妨
げ

て
い
る
の
は
、
専
門
教
育
と
対
置
さ
れ
た
、
か
つ
て
の
「
パ
ン

キ
ョ
ー
（
一
般
教
養
）」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。
本
来
、
教
養
は
専
門

知
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
専
門
知
を
よ
り
よ
く

生
か
す
力
を
涵
養
す
る
も
の
だ
。
学
部
教
育
で
身
に
付
け
た
専

門
知
で
一
生
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
は
、
す
で
に
遠
い
過

去
で
あ
る
。
己
の
専
門
知
の
ベ
ー
ス
を
常
に
更
新
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
よ
り
広
い
文
脈
で
専
門
知
の

生
か
し
ど
こ
ろ
を
発
見・

創
造
す
る
力
が
、
専
門
知
を
持
つ
者

に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
こ
の
知
を
生
か
す
文
脈
へ
の
感
性
を
高
め
る
こ
と
に
狙

い
を
定
め
、
三
つ
の
柱
を
建
て
た
。

　

第
一
の
柱
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
。
学
生
は
、

文
化
研
究
を
軸
に
、
地
域
研
究
、
芸
術
学
、
メ
デ
ィ
ア
論
な
ど

を
通
じ
て
、
世
界
の
多
様
性
を
学
ぶ
。
第
二
の
柱
は
シ
ヴ
ィ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
。
こ
こ
で
は
歴
史
学
を
軸
に
、
人

類
社
会
の
進
化
の
経
路
の
多
系
性
を
学
ぶ
。
二
つ
の
柱
か
ら
、

学
生
は
空
間
軸
と
時
間
軸
の
両
方
に
お
い
て
、
社
会
が
ど
れ
ほ

立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

山
下 

範
久
●
立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
副
学
部
長
、
教
授

時
代
の
要
請
に
応
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

明日への試み
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ど
異
な
る
か
た
ち
を
と
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
第
三
の
柱
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
は
、
経
営
理
論
と
科
学
技
術
社
会
論
を
軸

に
、
脳
科
学
や
情
報
学
、
デ
ザ
イ
ン
学
な
ど
の
学
び
を
組
み
合

わ
せ
、
技
術
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
の
実
践
感
覚
を
養
う
。

三
つ
の
柱
に
よ
る
学
び
を
通
じ
て
、
学
生
は
専
門
知
を
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
な
社
会
の
構
想
力
へ
と
結
び
付
け
る
姿
勢
と
技
法
を

備
え
た
人
材
と
な
っ
て
社
会
へ
と
、
あ
る
い
は
よ
り
深
い
専
門

知
の
世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
。

　

他
方
、
国
際
的
文
脈
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は
エ
リ
ー
ト

教
育
の
伝
統
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
淵
源
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
の
教
養
に
あ
り
、
近
代
の
大
学
に
お
い
て

内
容
を
変
え
な
が
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
知
的
枠
組

み
の
な
か
で
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
理

想
が
、
己
を
自
由
に
す
る
た
め
の
技
芸
、
す
な
わ
ち
己
を
縛
る

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
外
に
出
る
た
め
の
知
で
あ
る
な
ら
ば
、
今

日
に
お
け
る
教
養
は
、
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
に
あ
る
私

た
ち
に
と
っ
て
、
ま
ず
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
相
対
化

し
逆
包
摂
す
る
思
考
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
私
た
ち
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
」
教
養
学
部
を
名
乗
る
の
は
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

の
授
業
や
原
則
留
学
必
須
と
い
っ
た
表
面
的
な
理
由
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
脱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
志
向
し
て
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
を
目
指
す
が
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。

■
２�　
Ａ
Ｎ
Ｕ
と
の
デ
ュ
ア
ル・

ディ
グ
リ
ー・�

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
の
大
き
な
特
色
は
、
学
部
全
体
が
オ
ー
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ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
（
Ａ
Ｎ
Ｕ
）
と
の
デ
ュ
ア
ル・

デ
ィ
グ

リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

留
学
を
必
須
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
大

学
で
す
で
に
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

特
定
の
一
大
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
レ
ベ
ル
か
ら
連
携
し

て
デ
ュ
ア
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
、
提
携

先
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
るProgram

�Convener

の
常
駐
を
受

け
入
れ
つ
つ
、
提
携
先
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
必
修
科
目
部

分
を
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
ま
で
緊
密
で
有
機
的
な
協
力
関
係
を
築
い
た
上
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
学
部
定
員
全
体
の
規
模
で
実
施
し
て
い
る
例
は
、
本
邦

で
他
に
類
を
み
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｎ
Ｕ
側
で
提
携
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
の

は
、
国
際
的
に
高
い
名
声
を
誇
る
コ
ー
ラ
ル・

ベ
ル・

ス
ク
ー

ル
が
実
施
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
地
域
研
究
の
学
び
が
、
脱
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
主
義
的
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

学
部
の
学
び
と
強
い
シ
ナ
ジ
ー
を
持
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
１
０
０
名
の
入
学
定
員
の
う
ち
、
10
名
は
Ａ
Ｎ
Ｕ
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
学

生
コ
ホ
ー
ト
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
る
意
義
も
持
っ

て
い
る
。

■
３　
４
単
位
科
目
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

本
邦
の
大
学
は
、
大
半
の
場
合
に
お
い
て
、
１
科
目
を
２
単

明日への試み
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位
と
す
る
こ
と
（
週
１
回
授
業
）
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
本

学
部
で
は
、
１
科
目
を
４
単
位
と
す
る
こ
と
（
週
２
回
授
業
）

を
原
則
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
た
。
こ
れ
は
、
単
純

に
単
位
１
科
目
当
た
り
の
学
修
量
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
１
週
間
に
２
回
実
施
さ
れ
る
授
業
の
一
方
を
「
レ
ク

チ
ャ
ー
」、
も
う
一
方
を
「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」
と
す
る
基
本
的

な
性
格
付
け
を
行
い
、
前
者
に
お
け
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
後
者
で

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
び
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深

く
、
広
が
り
の
あ
る
学
び
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
、

レ
ク
チ
ャ
ー
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
学
び
返
し
を
促
す
た
め

に
、
ポ
ス
ド
ク
レ
ベ
ル
の
人
材
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
雇
用
す

る
と
い
う
本
学
と
し
て
は
新
し
い
枠
組
み
も
取
り
入
れ
た
。

　

学
生
は
、
毎
学
期
こ
の
４
単
位
科
目
を
４
科
目
受
講
登
録
し
、

こ
れ
を
学
び
き
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
前
学
期
の
Ｇ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
特
別
に
認
め
ら
れ
た
場

合
で
な
け
れ
ば
、
５
科
目
目
の
４
単
位
科
目
を
履
修
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
各
科
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
た

め
の
授
業
外
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
量
は
、
こ
の
原
則
を
前
提

に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
１
科
目
に
つ
き
１
週
間
に
60
分
授
業
を
３
回
（
レ

ク
チ
ャ
ー
２
回
＋
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
１
回
）
実
施
し
、
や
は
り

１
学
期
４
科
目
履
修
を
前
提
と
し
て
い
る
Ａ
Ｎ
Ｕ
の
授
業
構
造

と
の
す
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
有
用
性
の
高
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
構
造
を
実
現
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
４
単
位
科
目
を
教
員
と
し
て
実
際

に
運
用
し
て
み
て
実
感
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
１
科
目
当
た
り

の
学
生
の
学
び
は
、
単
に
（
倍
の
時
間
の
授
業
が
あ
る
と
い
う
）

量
的
な
厚
み
を
増
す
だ
け
で
は
な
く
、
レ
ク
チ
ャ
ー
に
お
け
る

学
び
（learning

）
と
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
に
お
け
る
学
び
返
し

（unlearning

）
の
往
復
に
よ
っ
て
格
段
に
深
み
を
増
す
。
視
点

の
多
元
性
を
謳
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
学
び
と
も
親
和
性
が
高

い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
に
当
た
っ
て
の
厳
し
い
科
目
精
選
は

も
と
よ
り
、
時
間
割
、
教
室
確
保
な
ど
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の

上
に
乗
り
越
え
る
べ
き
実
務
的
課
題
は
多
か
っ
た
が
、
努
力
し

が
い
は
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

■
４　
包
括
的
学
修
支
援

　

１
学
期
当
た
り
四
つ
の
４
単
位
科
目
の
履
修
を
基
本
と
す
れ

ば
、
４
年
間
で
取
得
で
き
る
総
単
位
は
、
少
数
の
集
中
科
目
な

ど
を
履
修
す
る
機
会
を
除
け
ば
、
単
純
計
算
で
１
２
８
単
位
で
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あ
り
、
卒
業
要
件
で
あ
る
１
２
４
単
位
を
わ
ず
か
に
１
科
目
分

超
え
る
だ
け
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
各
学
期
に
履
修
登
録
し

た
四
つ
の
科
目
を
確
実
に
学
び
き
ら
な
け
れ
ば
、
４
年
間
で
の

卒
業
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の

が
包
括
的
な
学
修
支
援
、
す
な
わ
ち
学
生
が
４
年
間
を
見
据
え

た
学
び
の
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
各
学
期
の
履
修
計
画
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
ア
シ
ス
ト
し
、
学
期
中
に
は
学
び
の
不
安
や
つ
ま
ず

き
に
対
し
て
臨
機
に
適
切
な
支
援
を
す
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の

た
め
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
で
は
、
や
は
り
本
学
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
学
部
独
自
に
常
設
の
学
修
支
援
室
を
設
置
し
た
。

　

学
修
支
援
室
は
教
学
担
当
副
学
部
長
を
室
長
、
学
生
主
事
を

室
長
代
理
と
し
、
３
名
の
助
教
を
室
員
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。

支
援
室
業
務
を
担
当
す
る
た
め
に
、
学
修
支
援
に
専
門
性
を
持

つ
職
員
も
学
部
事
務
室
に
配
置
さ
れ
た
。

　

学
修
支
援
室
は
、
本
学
部
に
お
け
る
学
修
支
援
の
ハ
ブ
で
は

あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
学
修
支
援
の
機
能
を
独
占
的
に
引
き
受
け

る
も
の
で
は
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
学
修
支
援
の
唯
一
の
窓
口

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

　

学
生
は
、
例
え
ば
特
定
の
科
目
の
中
で
学
び
に
つ
ま
ず
き
を

感
じ
れ
ば
、
ま
ず
担
当
教
員
に
相
談
す
る
だ
ろ
う
。
履
修
制
度

の
理
解
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
事
務
室
を
訪
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

大
学
全
体
が
実
施
す
る
支
援
と
し
て
の
障
害
学
生
支
援
室
や
学

生
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
部
署
も
も
ち
ろ

ん
あ
る
。
学
修
支
援
室
が
提
供
す
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

明日への試み
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学
部
の
学
び
の
理
念
と
構
造
を
良
く
知
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら

の
多
元
的
な
学
修
支
援
の
提
供
主
体
の
連
携
の
ハ
ブ
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
学
修
支
援
室
は
各
科
目
の
担
当
教
員
と
連
携
し
て
、

支
援
の
必
要
な
学
生
に
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

一
方
、
学
生
の
視
点
か
ら
は
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
だ
け
で
は

な
く
、
よ
り
積
極
的
に
学
び
た
い
学
生
に
対
し
て
も
相
談
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
と
し
て
の
看
板
を
掲
げ
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
の
提
供
先
へ
と
連
絡
し
、
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

■
５　
学
び
続
け
る
力

　

専
門
知
の
更
新
速
度
が
加
速
す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
学
び
は
、
究
極
的
に
は
学
生
が
卒
業
後
も
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
、
己
が
向
き
合
う
社
会
的
課
題
に
応
じ
て
創
造
的

に
学
び
続
け
る
力
の
基
盤
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
４
年
間
の
学
び
の
一
つ
ひ
と
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
お
い
て
、
学
生
が
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
い
か
に
引

き
出
し
、
そ
れ
を
育
ん
で
い
く
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
の

教
育
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
学
部
の
開
設
後
、
日
々
生
じ
る
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、

よ
う
や
く
最
初
の
１
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
だ
立
ち

上
が
っ
た
ば
か
り
で
は
あ
り
な
が
ら
、
私
た
ち
が
送
り
出
す
学

生
が
創
り
出
す
未
来
の
世
界
を
想
う
と
き
、
学
部
も
ま
た
日
々

学
び
続
け
、
進
化
に
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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は
じ
め
に

　

大
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
や
自
校
教
育
と
い
う
試
み
が
近
年

す
っ
か
り
定
着
す
る
な
か
、
本
学
で
も
２
０
０
６
年
度
か
ら
自
校

史
教
育
に
相
当
す
る
講
義
を
全
学
共
通
科
目
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。
授
業
の
根
幹
に
大
東
文
化
大
学
の
歩
み
を
据
え
つ
つ
、
近
代

日
本
に
お
け
る
大
学
の
成
り
立
ち
と
大
学
規
模
の
量
的
拡
大
過
程

と
を
理
解
し
た
後
、
学
生
像
の
変
容
と
大
学
の
大
衆
化
、
現
代
の

「
大
学
問
題
」「
大
学
改
革
」
ま
で
を
学
ぶ
。
入
学
時
に
は
ま
だ
抽

象
的
存
在
で
あ
っ
た
「
大
学
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら

学
習
し
、
身
近
で
具
体
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
受
講
生
数
は
年
に
よ
っ
て
増
減
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
例
年
約
１
２
０
名
程
度
の
履
修
登
録
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
講
義
の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
学
生
の
興
味
を
引
く

の
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
の
回
で
あ
る
。
本
学
の
創
設
は
１
９

２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
20
日
で
あ
る
。
同
年
９
月
１
日
に
起
き

た
関
東
大
震
災
の
影
響
で
実
際
の
授
業
開
始
は
翌
年
１
月
ま
で
ず

れ
込
ん
だ
が
、
震
災
直
後
の
９
月
20
日
に
公
的
な
設
立
認
可
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
こ
の
創
立
記
念
日
は
揺
る
が
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
校
舎
の
位
置
も
、
予
定
し
て
い
た
校
舎
建
物

が
震
災
に
よ
っ
て
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
急
き
ょ
、
九
段
下

の
靖
国
神
社
の
近
く
に
あ
っ
た
法
政
大
学
の
古
校
舎
を
使
用
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
多
く
の
変
遷
に
つ
い
て
は
本
文
で
記

述
す
る
が
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
史
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
溢
れ
て
い

る
。
実
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
は
多
く
の
場

合
、
社
会
背
景
や
世
相
、
大
学
史
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
年
史
」
を
辿
る
こ
と
は
非
常
に
深
い
学
び
に
つ

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

浅
沼 

薫
奈
●
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
特
任
講
師
、
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
専
任
研
究
員

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
学
生
の
多
様
化
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な
が
る
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
11
月
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
２
０

４
０
年
に
む
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答
申
）」
に

お
い
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
高
等
教
育
機
関
の
強
み
を
生

か
し
た
連
携・

統
合
が
掲
げ
ら
れ
た
。「
地
域
連
携
」「
地
方
創
生
」

は
現
代
の
大
学
運
営
に
関
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ

り
、
板
橋
区
と
東
松
山
市
と
に
基
盤
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
本
学
に

課
せ
ら
れ
た
重
点
課
題
で
も
あ
る
。
近
年
、
各
大
学
に
お
け
る
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
り
方
は
ま
す
ま
す
多
様
化
が
進
み
、
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
は
各
大
学
の
特
色
を
社
会
に
提
示
し
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
の
個
性
を
生
か
す
た
め
の
多
彩
な
取
り
組
み
を
実
現
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
用
い
た
工
夫
と
検
討
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
窓
生
が
大
学
を
振
り
返
る
と
き
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
、
建
物
そ
れ
自
体
が
原
風
景
と
な
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
長
期
的
に
見
て
も
そ
の
存
在
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
設
計
は
大
学
運
営
そ
の
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

で
は
、
現
在
の
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
い
う
と
、
前
述
の
よ

う
に
変
遷
を
重
ね
た
結
果
と
し
て
、
や
や
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
板
橋

校
舎
」
と
広
大
な
「
東
松
山
校
舎
」
の
二
つ
の
基
盤
キ
ャ
ン
パ
ス

を
有
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
「
九
段
下
」

「
飯
田
橋
」
の
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
都
心
部
に
校
舎
を
得
て
誕
生
し
な

が
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
。
発
祥
地
を
学
園

本
部
な
ど
の
校
地
と
し
て
残
す
私
学
が
多
々
見
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
現
在
の
本
学
は
そ
こ
に
小
さ
な
石
碑
を
置
い
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
ま
た
、
全
国
的
に
顕
著
な
、
い
わ
ゆ
る
「
都
心
回
帰
」
も

現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
自
体
が
「
大

東
ら
し
さ
」
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

１　
大
東
文
化
学
院
の
誕
生
と
九
段
校
舎

　

本
学
の
前
身
は
「
大
東
文
化
学
院
」
と
い
い
、
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
９
月
20
日
に
設
立
認
可
を
受
け
た
旧
制
専
門
学
校
で
あ

る
。
大
正
期
に
活
発
化
し
た
「
漢
学
振
興
運
動
」
を
背
景
と
し
つ

つ
、「
東
亜
固
有
の
文
化
を
振
興
」
す
る
た
め
「
皇
道
及
び
国
体
に

醇
化
し
た
儒
教
」
を
中
心
と
し
た
漢
学
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。
大
正
10
年
か
ら
同
12
年
に
か
け
て
帝
国

議
会
衆
議
院
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
漢
学
振
興
ニ
関
ス
ル
建
議

案
」
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
庫
補
助
を
全
面
的
に
受

け
て
創
設
さ
れ
た
。
設
立
母
体
は
「
財
団
法
人
大
東
文
化
協
会
」

で
あ
り
、
同
協
会
初
代
会
頭
に
は
鉄
道
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
大

木
遠
吉
が
、
ま
た
大
東
文
化
学
院
初
代
総
長
に
は
司
法
大
臣
な
ど
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を
務
め
た
あ
と
に
第

35
代
内
閣
総
理
大
臣

と
な
る
平
沼
騏
一
郎

が
就
任
し
た
。

　

さ
て
、
創
立
時
の

大
東
文
化
学
院
の
位

置
は
、
麹
町
区
富
士

見
町
６
丁
目
16
番
地

で
あ
っ
た
。
当
初
、

１
９
２
３（
大
正
12
）

年
８
月
の
設
立
申
請

時
に
は
校
地
を
神
田

区
錦
町
と
し
て
い
た

が
、
同
年
９
月
１
日

に
起
き
た
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
開
校
予
定
だ
っ
た
校
舎
が
全
焼

し
た
た
め
、
位
置
変
更
届
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
都
内
中
心
部

で
被
災
を
免
れ
、
か
つ
相
当
の
校
舎
を
探
す
の
は
困
難
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
幸
い
に
し
て
９
月
15
日
に
は
新
校
舎
へ
の
位
置
変

更
届
が
提
出
さ
れ
た
。
新
た
に
決
ま
っ
た
校
舎
は
、
九
段
下
に
あ
っ

た
法
政
大
学
旧
校
舎
の
一
棟
で
あ
り
、
木
造
２
階
建
て
の
小
さ
な

建
物
で
、
講
堂
と
五
つ
の
教
室
に
小
さ
な
図
書
閲
覧
室
と
道
場
が

あ
る
だ
け
の
簡
素
な
造
り
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
真
っ
白
な
外
壁

を
梧
桐
（
青
桐
）
が
囲
み
、
靖
国
神
社
の
す
ぐ
そ
ば
に
位
置
す
る

緑
豊
か
で
閑
静
な
校
地
は
、
当
時
の
学
生
街
で
あ
っ
た
神
田
に
も

近
く
、
勉
学
に
励
む
の
に
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。
殊
に
校
舎
の

周
り
の
梧
桐
（
青
桐
）
は
印
象
深
く
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年

頃
に
児
玉
花
外
に
よ
っ
て
作
詞
さ
れ
た
、
大
東
生
を
う
た
っ
た
「
学

生
歌
」
で
も
「
靖
国
神
社
を
囲
み
つ
つ
」「
梧
桐
の
高
窓
青
年
の
」

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
現
在
も
「
青
桐
」
は
本
学
の
校
章
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
漢
字
教
育
で
知
ら
れ
る
大
学
附
属

幼
稚
園
の
名
称
も
「
青
桐
幼
稚
園
」
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
２
月
に
池
袋
へ
移
転
す
る

ま
で
の
17
年
余
り
を
こ
の
九
段
校
舎
で
過
ご
し
た
。
創
設
当
初
の

定
員
は
１
学
年
わ
ず
か
に
50
名
程
度
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
い
た

こ
と
か
ら
学
費
無
料
で
教
科
書
も
全
て
支
給
さ
れ
る
う
え
、
給
費

制
度
を
完
備
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
定
員
に
比
し
て
入
学
希

望
者
は
相
当
に
多
か
っ
た
。
し
か
も
、
講
義
を
行
う
講
師
陣
は
帝

国
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
で
教
授
を
務
め
た
一
流
の
学
者
た
ち

で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
の
大
不
況
の
時
期
を
越
え
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

が
次
第
に
台
頭
す
る
不
穏
な
社
会
情
勢
で
あ
っ
た
が
、
難
関
試
験

を
突
破
し
た
大
東
生
た
ち
は
同
地
で
粛
々
と
漢
学
を
学
び
続
け
た

の
で
あ
る
。

開校当初の九段校舎
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２　
戦
時
下
体
制
の
な
か
の
池
袋
校
舎

　

創
設
か
ら
10
数
年
が
経
つ
頃
、
昭
和
初
期
の
世
相
の
変
化
と
と

も
に
国
か
ら
の
補
助
金
が
断
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
内
で
は
漢

学
一
辺
倒
で
は
な
く
学
問
専
攻
の
広
が
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
専
門
領
域
を
拡
大
し
て
入
学
定
員
を
増
や

し
、
修
身
漢
文
科・

国
語
漢
文
科・

東
亜
政
経
科
か
ら
な
る
３
部

制
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
大
陸
指
向
が
強
ま
っ

て
い
た
世
相
を
反
映
し
、
ア
ジ
ア
地
域
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
東
亜
政
経
科
へ
の
入
学
希
望
者
が
特
に
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
学
生
数
は
創
設
時
の
約
４
倍
へ
と
急
増
し
た
。
そ
の
結
果
、

池
袋
３
丁
目
に
新
た
な
校
地
を
得
て
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

２
月
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
立
教
大
学
の
す
ぐ
隣
に
位
置

し
た
移
転
先
は
、
や
は
り
木
造
２
階
建
て
の
古
校
舎
１
棟
の
み
で

あ
っ
た
が
、
教
室
数
も
格
段
に
増
え
、
運
動
施
設
も
充
実
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
池
袋
校
舎
へ
の
移
転
か
ら
ほ
ど
な
く
、
日
本
は
総
力

戦
体
制
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
況
の
悪
化
と
と
も
に
、

学
徒
出
陣
や
学
徒
動
員
な
ど
に
よ
り
、
学
生
は
満
足
に
学
問
研
究

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
１

９
４
５
（
昭
和
20
）
年
４
月
の
東
京
川
崎
空
襲
に
よ
り
、
池
袋
校

舎
は
全
焼
。
ご
く
一
部
の
貴
重
な
漢
籍
や
資
料
は
学
生
の
尽
力
に

よ
っ
て
事
前
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
学
内
に
残
っ
て
い
た
書
籍
類

は
校
舎
と
共
に
全
て
焼
失
し
て
し
ま
い
、
実
質
的
に
学
園
と
し
て

の
機
能
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
禍
の
激
化
と
と
も
に
疎
開
者

も
増
え
て
お
り
、
東
京
に
残
っ
て
い
た
少
数
の
学
生
や
研
究
者
た

ち
は
当
時
の
総
長
で
あ
っ
た
酒
井
忠
正
邸
に
集
い
、
敗
戦
を
迎
え

た
の
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
、
酒
井
邸
は

復
員
や
疎
開
先
か
ら

帰
京
し
た
学
生
に

よ
っ
て
活
気
に
あ
ふ

れ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
っ
て
ほ
ど
な
く
接

収
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、

池
袋
校
舎
再
建
ま
で

の
約
３
年
半
の
期
間

を
過
ご
し
た
の
が
、

葛
飾
区
青
砥
町
の
中

川
沿
い
に
あ
っ
た
工

場
と
工
員
寮
の
跡
地

戦後の仮校舎・青砥校舎
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を
利
用
し
た
「
青
砥

校
舎
」
で
あ
っ
た
。

仮
校
舎
で
の
日
々

は
、
戦
後
の
物
資
不

足
も
あ
っ
て
施
設
設

備
は
劣
悪
、
雨
が
降

れ
ば
通
学
路
は
中
川

の
堤
防
を
越
え
た
泥

水
で
あ
ふ
れ
か
え
る

よ
う
な
環
境
だ
っ

た
。
電
気
の
使
用
は

極
端
に
制
限
さ
れ
、

食
事
も
サ
ツ
マ
イ
モ

が
出
れ
ば
よ
い
ほ
う

で
、
配
給
制
と
は
い
え
従
来
は
家
畜
の
飼
料
だ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
脱
脂
大
豆
の
粉
だ
け
の
日
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
停
電
の
合

間
に
暗
い
電
球
の
下
で
書
物
を
開
き
、
空
腹
を
忘
れ
る
か
の
ご
と

く
議
論
を
交
わ
し
、
新
し
く
来
る
時
代
を
語
り
合
う
大
東
生
の
姿

が
見
ら
れ
た
の
が
青
砥
校
舎
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
敗
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
本
学
も
１
９
４
９
（
昭

和
24
）
年
５
月
か
ら
文
政
学
部
１
学
部
の
み
の
新
制
大
学
と
し
て
、

新
た
な
歩
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
10
月
に

開
校
し
た
念
願
の
池
袋
校
舎
の
新
た
な
各
施
設
も
大
学
設
置
基
準

に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
で
あ
り
、
敷
地
面
積
を
は
じ
め
図
書
な

ど
の
設
備
も
不
完
全
な
状
態
で
の
再
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

３　
高
度
経
済
成
長
と
板
橋
校
舎

　

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
、
理
事
会
に
よ
っ
て
「
少
数
精
鋭
か

ら
多
角
精
鋭
へ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
文
政
学
部
を

文
学
部
と
経
済
学
部
に

分
離
し
、
同
時
に
校
地

拡
大
が
提
案
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
１
９
６

１
（
昭
和
36
）
年
８
月
、

池
袋
校
舎
か
ら
板
橋
校

舎
へ
の
移
転
が
行
わ
れ

た
。
新
校
地
と
な
っ
た

現・

板
橋
区
高
島
平
は
、

当
時
、
東
京
都
に
よ
る

土
地
区
画
整
理
事
業
が

開
始
さ
れ
た
土
地
で

あ
っ
た
。
１
９
７
０
年

再建された池袋校舎

三田線西台駅から見える板橋校舎
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代
に
高
島
平
団
地
と
し
て
入
居
が
開
始
さ
れ
る
が
、
新
し
く
建
設

さ
れ
た
校
舎
の
周
囲
に
は
ま
だ
建
物
ら
し
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
開
通
す
る
都
営
地
下
鉄
三
田
線

西
台
駅
か
ら
は
、
板
橋
校
舎
の
全
景
を
遮
る
も
の
な
く
見
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
島
平
団
地
の
発
展
と
と
も
に
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
本
学
は
急
速
に
拡
大
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
量
的
拡
大
を
果
た
す
と
同
時
に
質
的
に
も
多

様
化
し
、
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
９
６
０
年
代

は
、
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
の
郊
外
移
転

が
他
の
大
学
で
も

次
々
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時

代
で
あ
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
本

学
も
板
橋
校
舎
へ

の
移
転
か
ら
ほ
ど

な
く
、
埼
玉
県
東

松
山
市
に
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
す
る
。
当
時
、
都
市
部
へ

の
人
口
お
よ
び
産
業
の
集
中
を
防
ぐ
目
的
で
「
工
場
等
制
限
法
」

が
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に
成
立
し
、
首
都
圏
に
お
け
る
大
学

新
設
や
増
設
は
制
限
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
方
、
高
度
経
済
成
長

に
よ
る
産
業
界
の
発
展
に
よ
っ
て
、
大
卒
人
材
の
需
要
が
急
増
す

る
と
同
時
に
進
学
率
は
一
気
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
敗
戦
後

の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
大
学
進
学
年
齢
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
私
立
大
学
を
中
心
に
郊
外
に
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設
し
、

定
員
を
超
え
る
「
水
増
し
入
学
」
を
行
っ
て
こ
れ
ら
の
進
学
希
望

者
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
私
学
は
史
上
最
大
の
膨

張
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
大
学
進
学
率
も
、
１
９
６
２
（
昭

和
37
）
年
の
10
％
か
ら
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
は
20
％
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
ト
ロ
ウ・

モ
デ
ル
（
段
階
的
移
行
論
）

に
よ
れ
ば
、
エ
リ
ー
ト
段
階
か
ら
マ
ス
段
階
へ
と
移
行
し
た
の
が

同
時
期
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
末
に
は
大
学
解
体・

大
学
紛
争

を
引
き
起
こ
し
つ
つ
、
本
学
を
含
む
大
学
生
像
は
急
激
に
変
容
し

て
い
っ
た
。

４　
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛
と
東
松
山
校
舎

　

東
松
山
校
舎
は
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
４
月
に
利
用
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
広
大
な
校
地
は
、
埼
玉
県
東
松
山
市
の
丘
陵
地

上空からの板橋校舎
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帯
に
位
置
す
る
。

も
と
も
と
国
有
林

野
で
あ
っ
た
も
の

が
学
校
用
地
と
し

て
払
い
下
げ
ら

れ
、
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ

る
。
郊
外
型
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
利

点
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
広
大
で
自

然
が
多
い
点
に
あ

る
。
当
時
は
、
都
心
は
誘
惑
が
多
い
の
で
勉
学
に
身
を
入
れ
る
に

は
郊
外
が
良
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
丘
陵

地
帯
に
得
た
広
大
な
敷
地
を
持
つ
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
健
全

で
良
質
な
学
習・

生
活
環
境
と
、
心
身
の
健
康
の
維
持
を
学
生
に

提
供
し
た
。
高
度
経
済
成
長
を
経
た
日
本
社
会
の
好
景
気
を
背
景

に
し
つ
つ
、
爆
発
的
に
増
え
た
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
１・

２
年
生
の
「
教
養
部
」
と
し
て
開
校
し
た
東
松
山
校
舎
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
一
方
で
「
ス
ポ
ー
ツ
の
大
東
」
誕
生
の
起
爆
剤
と
も

な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
と
同
時
に
埼
玉
県
体
育
協
会
の
協

力
を
得
つ
つ
、
運
動
部
を
統
合
し
「
大
東
体
育
部
」「
大
東
文
化
大

学
学
生
自
治
会
体
育
連
合
会
」
を
設
立
し
、
大
東
ス
ポ
ー
ツ
の
強

固
に
し
て
確
固
た
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
広
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
最
新
の
設
備
を
持
つ
東
松
山
校
舎
は
、
国
際
舞
台
で
活

躍
す
る
優
秀
な
選
手
育
成
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
、
学
部
の
増
設
も
進
ん
だ
。
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
１

９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
は
、
外
国
語
学
部
と
法
学
部
を
加
え
て

４
学
部
９
学
科
と
な
り
、
そ
の
後
、
国
際
関
係
学
部
、
経
営
学
部
、

環
境
創
造
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
に
は
社
会
学
部
が
創
設
さ
れ
、
現
在
は
８
学
部
20
学
科
、
学
生

数
も
約
１
万
２
千
人
を
擁
す
る
規
模
と
な
っ
た
。
文
系
中
心
の
学

問
体
系
は
多
様
性
に
富
み
、
高
い
国
際
性
を
持
ち
つ
つ
も
地
域
社

会
や
国
内
へ
の
理
解
を
重
視
し
た
、
地
に
足
の
つ
い
た
教
育
研
究

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

そ
の
後
の
本
学
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
こ
う
。

　

創
立
50
周
年
に
は
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
複
合
施
設
と
な
る
50
周

上空からの東松山校舎
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年
記
念
講
堂
を
建
設
し
、
創
立
60
周
年
に
は
東
松
山
校
舎
に
記
念

図
書
館
の
建
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
３
（
平
成

15
）
年
に
迎
え
た
創
立
80
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
大
規
模
に
行

わ
れ
た
の
が
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
で
あ
っ
た
。「
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
」「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

掲
げ
て
整
備
事
業
が
展
開
さ
れ
、「
学
生
が
交
流
し
、
文
化
が
交
流

す
る
」
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に
は
、
新

た
な
図
書
館
を
含
む
開
放
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
複
合
施
設
が
建
設
さ

れ
た
ほ
か
、
校
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
力
発

電
、
屋
上
緑
地
な
ど
を
設
置
し
、
当
時
最
先
端
の
「
エ
コ
」
技
術

を
最
大
限
に
取
り
入
れ
た
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
前
後
は
、

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
着
手
し
た
。
こ
の
整
備
事
業
は
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
工
事
の
一

部
が
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、「
交
流
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
国
際
的

交
わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
新
施
設
が
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

に
複
数
建
設
さ
れ
た
。

　

現
在
も
、
２
０
２
３
年
の
１
０
０
周
年
に
向
け
て
校
舎
校
地
に

関
す
る
新
事
業
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
東
松
山
校
舎
か
ら
約
２・

５
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
「
緑
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
再
整
備
も
、
２

０
２
２
年
供
用
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
松
山
キ
ャ
ン

パ
ス
の
機
能
と
多
彩
な
活
動
が
文
化
や
自
然
と
交
わ
り
高
め
あ
う

こ
と
、
緑
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ

地
域
創
生
を
先
導
す
る
拠
点
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
手
の
た

め
の
練
習
環
境
を
適
宜
整
え
る
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
を
目
指
し

地
域
連
携
施
設
と
し
て
の
活
用
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
る
前
後
か
ら
、
首
都
圏
大
学
の
都
心
回
帰

が
話
題
に
な
っ
た
が
、
今
日
ま
で
本
学
は
回
帰
し
て
い
な
い
。
利

便
性
の
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
と
引
き
換
え
に
し
て

も
、
郊
外
に
広
大
で
環
境
の
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
続
け
る
意

義
は
大
き
い
。
本
学
創
設
地
で
あ
る
九
段
下
や
池
袋
に
校
地
を
残

す
こ
と
な
く
、
常
に
新
た
な
校
地
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
、
地

域
と
の
連
携
は
重
要
な
側
面
を
持
つ
。
郊
外
型
の
大
学
は
地
域
と

の
繋
が
り
を
持
ち
や
す
く
、
ま
た
大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
地
域

に
還
元
し
や
す
い
。
板
橋
校
舎
と
高
島
平
団
地
、
東
松
山
校
舎
と

こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
な
ど
、
本
学
に
と
っ
て
も
地
域
と
の
繋
が

り
は
大
切
で
あ
り
、
社
会
貢
献
は
大
学
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
と
環
境
の
利
点
を
生
か
し
、
そ
れ
が
こ

れ
か
ら
の
多
様
性
社
会
の
中
で
生
き
る
学
生
の
成
長
に
繋
が
れ
ば

と
願
う
も
の
で
あ
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

本
学
の
学
長
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
大
学
執
行
部
（
学
長・

副

学
長・

学
長
補
佐
の
計
９
名
）
が
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い

る
。
執
行
部
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
、
お
お
よ
そ

月
に
一
度
輪
番
で
執
筆
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
掲
載
す
る
と
同

時
に
、
大
学
の
教
職
員
お
よ
び
学
生
に
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
て

い
る
。
２
０
１
８
年
５
月
に
は
、
執
行
部
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
に
加
え
、

芝
井
敬
司
学
長
に
よ
る
単
独
の
コ
ラ
ム
「
芝
井
の
目
」
を
新
た
に

設
け
た
。

１　

学
長
コ
ラ
ム
の
狙
い

　

そ
も
そ
も
学
生
に
と
っ
て
学
長
は
、
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
も

な
く
、
式
典
で
格
調
高
い
式
辞
を
聞
く
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
な
か

な
か
縁
遠
い
存
在
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
規
模
大
学
で
あ
る
本
学
の
構
成
員
に
と
っ
て
も
、「
リ
ー
ダ
ー

（
学
長
）
が
何
を
考
え
て
い
る
か
、
何
を
求
め
て
い
る
か
」
が
教
職

員
に
詳
細
に
伝
わ
ら
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
受
験
生
や

在
学
生
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
、
学

長
が
、〝
い
ま
〟〝
何
を
〟
考
え
て
い
る
か
を
表
明
し
、
発
信
す
る

こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
芝
井
の
目
」
で
あ
る
。

　
「
芝
井
の
目
」
に
は
、
コ
ラ
ム
と
い
う
形
式
で
発
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、〝
い
ま
〟
の
「
学
長
」
が
見
て
い
る
こ
と
や
考
え
て

い
る
こ
と
に
「
触
れ
る
」
機
会
を
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

２　

時
に
厳
し
く
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

　
「
芝
井
の
目
」
は
、
学
長
の
「
目
線
」
か
ら
、
高
等
教
育
政
策
の

中
で
見
え
て
く
る
モ
ノ・

コ
ト
に
つ
い
て
、
時
に
厳
し
く
切
り
込

む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
喋
り
口
調
の
関
西

学
長
コ
ラ
ム
「
芝
井
の
目
」
の�

先
に
見
え
る
も
の

［
関
西
大
学
］

今
中 

明
佳
●
関
西
大
学
学
長
室
学
長
課

《
学
長
コ
ラ
ム
編
》
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弁
を
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
ま
る
で
学
長
が
読
み
手
の
目
の
前
で

独
り
語
っ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
共
通
テ
ス
ト
の
迷
走
に
つ
い
て
」（
２
０
２
０
年
１

月
30
日
）
で
は
、
公
人
と
し
て
、
迷
走
す
る
大
学
業
界
の
現
状
や

課
題
を
客
観
的
に
分
析
し
、
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
説
い
て
い
る
。

　

一
方
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
髙
橋
大
輔
さ
ん
の
電
撃
復
帰

を
祝
し
た
「
大
ち
ゃ
んD

aisuki

」（
２
０
１
８
年
12
月
６
日
）

や
、
卒
業
式
の
学
長
の
送

辞
に
涙
し
た
女
子
学
生
に

対
し
て
綴
っ
た
「
卒
業
生

の
あ
な
た
へ
」（
２
０
１
８

年
６
月
11
日
）
で
は
、
コ

ラ
ム
の
読
み
手
は
学
長
が

目
の
前
で
語
っ
て
い
る
世

界
に
い
と
も
簡
単
に
引
き

込
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
学
長
の
幅
広
い

話
題
に
触
れ
る
中
で
、
読

み
手
は
「
芝
井
の
目
」
を

通
じ
て
学
長
の
見
て
い
る

こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
考
え
に
自
然
に
共
感
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
芝
井
の
目
」
が
つ
く
り
出
す
読
み
手
と
の
距
離
感
や
世
界
観
こ

そ
が
大
き
な
魅
力
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

３　

読
み
手
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

一
般
的
に
、
組
織
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
は
、
プ
ラ
ス
に

働
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
時
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
リ
ス

ク
も
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
発
信
し
な
い
限
り
、
そ

も
そ
も
読
み
手
の
心
の
機
微
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
意
思
や
意
見
を
認
識
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
、
組

織
に
お
け
る
意
思
疎
通
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
な
り
、
判
断
に
つ
な

が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
発
信
者
と
し
て
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
を
有
効
に
生
か
す
た
め
に
、
発
信
し
た
内
容
が
認
知
さ

れ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
く
か
ま
で
見
据
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、「
芝
井
の
目
」
で
は
そ
こ
ま
で
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、

ま
ず
は
読
み
手
の
心
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
て
発
信
し
て
い
る
。

　

情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
、
学
長
の
視
線
の
先
に
あ
る
も
の
を
時
に

大
胆
に
、
時
に
楽
し
く
届
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
発
信
手
段
を
模
索
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

開
設
の
趣
旨

　

共
立
女
子
大
学
が
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
学
長
ブ
ロ
グ
」

を
開
設
し
て
、
間
も
な
く
丸
３
年
を
迎
え
る
。

　

前
学
長・

入
江
和
生
先
生
の
在
職
中
に
、
職
員
か
ら
「
学
長
が

自
分
の
言
葉
で
発
信
す
る
ブ
ロ
グ
を
通
し
て
、
共
立
女
子
大
学
に

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
（
フ
ァ
ン
）
を
増
や
し
た
い
」

と
い
う
声
が
上
が
り
、
２
０
１
７
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
企
画

で
あ
り
、
初
年
度
は
14
本
を
掲
載
し
た
。

　

本
学
は
教
員
と
学
生
と
の
距
離
が
近
く
、
き
め
細
か
な
教
育
が

学
生
の
高
い
満
足
度
（
２
０
１
８
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
卒
業

時
満
足
度
が
97
％
）
に
繋
が
っ
て
い
る
。
前
学
長
の
試
み
も
、
真

摯
か
つ
親
身
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
成
果
を
得
た
も
の
と
い
え
る
。

　

現
在
、
私
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
タ
イ
ト
ル
を
「
学
長
ブ
ロ
グ

～
学
長
の
つ
ぶ
や
き
～
」
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
、
年
間
20
本
程

度
を
掲
載
し
て
い
る
。

２　

更
新
状
況

　

記
事
の
掲
載
数
は
ひ
と
月
に
１
～
２
本
を
目
安
と
し
て
お
り
、

①
原
稿
執
筆・

写
真
撮
影　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
轄
担
当
職
員
へ

メ
ー
ル
で
送
付　

③
テ
ス
ト
ペ
ー
ジ
作
成・

校
正　

④
確
認
後
に

掲
載・

公
開　

と
い
う
手
順
を
取
っ
て
い
る
。

　

公
開
に
あ
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
欄
や
本
学
公
式

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
で
学
外
へ
向
け
た
発
信
を
行
う
。
一
方
、
学
内
の
学

生
向
け
教
学
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
や
教
職
員
用
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

で
も
更
新
情
報
を
発
信・

共
有
し
て
学
内
広
報
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
向
け
た
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

３　

内
容
と
反
響

　

記
事
の
内
容
は
、
大
学
と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
題
材
を
は

じ
め
、
本
学
が
推
進
し
て
い
る
地
域
連
携・

産
学
連
携
等
や
私
自

身
の
気
づ
き
に
基
づ
く
題
材
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
。
中
で
も
、

本
学
の
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在
す
る
東
京
都
千
代
田
区

「
学
長
ブ
ロ
グ
」
で
広
げ
る�

大
学
の
フ
ァ
ン
開
拓
の
可
能
性

［
共
立
女
子
大
学
］

川
久
保 
清
●
共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学�

学
長

《
学
長
コ
ラ
ム
編
》
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神
保
町
の
周
辺
地
域
の
特
長
を
紹
介
す
る
「
神
保
町
は
何
の
街
」

シ
リ
ー
ズ
が
回
を
重
ね
て
大
き
な
反
響
を
得
て
い
る
ほ
か
、
私
の

専
門
を
生
か
し
た
健
康
に
関
す
る
記
事
や
、
私
が
強
い
愛
着
を
持
っ

て
い
る
映
画・
時
代
劇
に
関
す
る
記
事
な
ど
、
硬
軟
織
り
交
ぜ
た

内
容
が
好
評
を
博
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　

直
近
の
１
年
間
の
閲
覧
数
は
記
事
１
本
に
つ
き
８
０
０
前
後
と

一
定
数
あ
り
、
平
均
滞
在
時
間
は
約
２
分
30
秒
と
、
じ
っ
く
り
読

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
本
学
の
広
報
担
当
部
署
で
は
、

「
学
長
の
温
か
な
眼
差
し
の
も
と
、
さ
り
げ
な
く
も
鮮
や
か
な
筆
致

で
お
届
け
す
る
ブ
ロ
グ
で
す
」「
共
立
の
日
々
を
彩
る
あ
れ
こ
れ
や

周
辺
地
域
に
関
す
る
内
容
か
ら
、
教
育
の
原
点
や
生
き
る
上
で
の

ヒ
ン
ト
に
も
触
れ
ら
れ
る
内
容
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
お
届

け
し
ま
す
」
と
い
っ
た
表
現
で
当
ブ
ロ
グ
を
紹
介
し
て
い
る
。

４　

執
筆
時
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
工
夫

　

記
事
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
読
み
や
す
い
表
現

と
す
る
こ
と
や
、
リ
ズ
ム
感
も
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
近
は
、
過
去
記
事
の
ス
ト
ッ
ク
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

最
新
の
記
事
で
過
去
の
記
事
に
言
及
し
、
リ
ン
ク
で
案
内
す
る
な

ど
の
工
夫
に
よ
り
、
一
つ
の
記
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
興
味
や
イ

メ
ー
ジ
な
ど
の

広
が
り
が
期
待

で
き
る
環
境
も

整
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
記
事

に
親
し
み
や
彩
り
を
プ
ラ
ス
す
る
工
夫
と
し
て
、
私
自
身
が
撮
影

し
た
写
真
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
描
い
た
私
の
似
顔
絵

の
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
記
事
に
添
え
る
ス
タ
イ
ル
も
定
着

し
て
き
て
い
る
。

５　

今
後
の
展
望

　

現
在
は
個
人
レ
ベ
ル
で
も
手
軽
に
情
報
を
発
信
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
お
り
、
大
学
か
ら
の
情
報
発
信
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
せ
る
よ
う
、

吟
味
し
な
が
ら
採
り
入
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
し
た
「
学
長
ブ
ロ
グ
」
の
発
信
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る
。
幾

つ
も
の
試
み
を
重
ね
つ
つ
、
読
者
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
本
学

に
共
感
や
関
心
を
持
っ
て
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
く
れ
る
方
々
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
今
日
も
ま
た
学
内
外
の
多
様
な
出
来

事
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
向
き
合
い
、
新
し
い
気
づ
き
を
記
そ

う
と
つ
ぶ
や
く
学
長
な
の
で
あ
っ
た
。
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ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た�

ジ
ャ
ズ
っ
ぽ
い
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
。

川
島　
本
日
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
の
村
田
陽

一
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

村
田
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
拝
見
す
る
と
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
作
曲
や
編
曲
も

な
さ
っ
て
、
さ
ら
に
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
そ

し
て
音
楽
大
学
の
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ス
の
講
師
と
い
う

こ
と
で
、
本
当
に
多
く
の
肩
書
き
を
お
持
ち
で
す

ね
。
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
お
始
め
に
な
っ
た
と
き
か

ら
、
こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

村
田　
い
え
、
結
果
的
に
こ
う
い
う
な
り
わ
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

中
学
１
年
の
後
期
に
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
吹
奏

楽
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
音
楽
を
聴

く
の
は
好
き
で
し
た
が
、
演
奏
す
る
ほ
う
は
全
く

未
経
験
。
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
腕
を
伸
ば
し
た
り
縮

め
た
り
し
て
演
奏
す
る
の
で
、
リ
ー
チ
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
比
較
的
背
が
高

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

村
田 

陽
一
さ
ん
に
聞
く

む
ら
た・

よ
う
い
ち

静
岡
県
出
身
、
立
正
大
学
卒
。

洗
足
学
園
音
楽
大
学
ジ
ャ
ズ

コ
ー
ス
講
師
。
中
学
１
年
で

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
始
め
、
大

学
在
学
中
に
プ
ロ
活
動
を
開

始
、
’91
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
。
演
奏

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
作
曲・

編
曲
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。

聞
き
手 

川
島 

葵
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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か
っ
た
私
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
あ
て
が
わ
れ
た
の

で
す
。

　

同
級
生
が
私
よ
り
も
上
手
に
吹
く
の
で
、
負
け

た
く
な
い
と
一
生
懸
命
に
練
習
し
ま
し
た
。
若
い

か
ら
伸
び
代
が
大
き
く
、
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
楽

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
中
学
３
年
の
頃
に
は
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
に
な
り
た
い
と
漠
然
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
元
で
あ
る
静
岡
の
市
民
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
高
校
１
年
の
時
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
大
人
の
社
会
に

入
っ
て
い
っ
た
気
が
し
ま
す
。
高
校
時
代
に
は
全

日
本
ユ
ー
ス
吹
奏
楽
団
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
し
、
米
国
や
メ
キ
シ
コ
に
演
奏
旅
行
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
ま
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
家
に
な
ろ
う

と
思
っ
て
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
首
席
奏
者

に
な
り
た
い
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

留
学
か
ら
帰
国
し
た
若
い
先
生
に
レ
ッ
ス
ン
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
３
年
間

し
っ
か
り
と
勉
強
し
、
そ
れ
が
あ
と
に
な
っ
て
相

当
役
立
ち
ま
し
た
。

　

高
校
３
年
の
時
に
た
ま
た
ま
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て

い
た
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
は
全
く
異
な
る
、
非
常

に
ポ
ッ
プ
で
ち
ょ
っ
と
ジ
ャ
ズ
っ
ぽ
い
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
の
演
奏
が
流
れ
て
き
た
の
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
で
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演

奏
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ
ジ

オ
で
聴
い
た
曲
で
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
吹
い
て
い
て
、

す
ご
く
格
好
い
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
浜
松
で
ラ
ジ
オ
の
ジ
ャ
ズ

番
組
の
公
開
放
送
が
あ
る
と
聞
い
て
行
っ
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
向
井
滋
春
さ
ん
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

演
奏
を
聴
い
て
感
激
し
、「
あ
な
た
み
た
い
に
な
り

た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
聞
い
た
の
で

す
。
向
井
さ
ん
は
同
志
社
大
学
を
卒
業
な
さ
っ
て

い
ま
す
が
、
ジ
ャ
ズ
を
や
り
た
い
ん
だ
っ
た
ら
東

京
の
大
学
に
進
学
し
て
、
音
楽
の
サ
ー
ク
ル
活
動

を
し
た
り
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
う
の

み
に
し
て
し
ま
っ
て
（
笑
）。

自
分
に
向
き
合
い
な
が
ら�

荒
川
の
河
川
敷
で
練
習
し
た
２
年
間
。

川
島　
念
願
か
な
っ
て
東
京
の
大
学
に
進
学
。
立

正
大
学
経
済
学
部
に
入
学
な
さ
い
ま
し
た
。

村
田　
当
時
、
経
済
学
部
は
１・

２
年
次
が
埼
玉

の
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
３・

４
年
次
が
東
京
の
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
入
学
し
て
２
年
間
は
東

京
で
は
な
く
埼
玉
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が

私
に
と
っ
て
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
荒
川
と
い
う
大
き
な
川
が
近
く
に
あ
り
、
そ

の
河
川
敷
で
い
つ
で
も
思
う
存
分
に
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
練
習
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
で
人
間
関
係
を

広
げ
る
前
に
、
２
年
間
自
分
に
向
き
合
っ
て
練
習

し
、
基
礎
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

３
年
生
に
な
っ
て
都
心
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う

頃
に
は
、
ほ
か
の
大
学
か
ら
た
く
さ
ん
声
を
掛
け

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
の
サ
ー
ク
ル
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
る
の

で
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
プ
ロ
を
目
指
す
多
く
の
人
と
の
出
会
い
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が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
サ
ル
サ
の
バ
ン
ド
と

し
て
有
名
な
オ
ル
ケ
ス
タ・

デ
ラ・

ル
ス
の
、
私

は
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方

と
知
り
合
っ
て
、
い
ま
も
一
緒
に
演
奏
活
動
を
し

て
い
る
人
が
い
る
な
ど
、
実
に
う
ま
い
具
合
に
物

事
が
進
ん
で
い
っ
た
時
期
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
東
京
に
出
て
き
た
と
き
、
頼

れ
る
人
が
誰
も
い
な
い
独
り
ぼ
っ
ち
の
状
態
で
し

た
が
、
い
ま
で
は
人
脈
が
業
界
一
広
い
と
い
わ
れ

る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
私
が
心
掛
け
て
い
る
の

は
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
ど
ん
な
相
手
に
も
き
ち

ん
と
伝
え
る
。
内
容
を
自
分
で
咀
嚼
し
、
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
言
葉
で
説
明
す
る
と

い
う
こ
と
。
優
れ
た
人
は
難
し
い
内
容
を
小
学
生

で
も
分
か
る
よ
う
に
説
明
で
き
る
も
の
で
す
が
、

相
手
の
理
解
力
を
考
え
な
が
ら
話
せ
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
日
常
的
に
人
と
接
す
る
頻
度
が
多
い
こ

と
や
、
一
人
で
考
え
る
時
間
も
必
要
で
す
。
孤
独

を
味
わ
う
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

川
島　
村
田
さ
ん
は
、
大
学
１・

２
年
の
時
に
一

人
の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
経
験
な
さ
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

村
田　
え
え
。
私
は
い
ま
、
一
人
で
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
音
楽

家
と
し
て
究
極
の
姿
で
あ
っ
て
、
一
人
で
演
奏
し
、

感
動
を
与
え
る
に
は
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
す

べ
を
知
っ
て
い
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
。

結
果
的
に
、絶
対
に
通
る
べ
き
道
を�

図
ら
ず
も
通
っ
て
き
た
。

川
島　
村
田
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、

将
来
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
、

そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
俯
瞰

し
て
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

村
田　
そ
う
で
す
ね
。
自
分
の
現
状
を
見
る
と
、

結
果
的
に
、
絶
対
に
通
る
べ
き
道
を
図
ら
ず
も
通
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
音
楽
の
専
門
教
育
を
受
け

た
わ
け
で
は
な
く
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
し
か
吹
け
ず
、

音
楽
の
理
論
な
ん
て
全
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
、

高
校
の
時
に
社
会
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し

ま
し
た
。
入
っ
た
も
の
の
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
出

番
が
少
な
い
た
め
、
練
習
中
は
ず
っ
と
ス
コ
ア
（
全

て
の
パ
ー
ト
が
書
か
れ
た
楽
譜
）
を
見
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン
の
楽
譜
を
読
ん
で
、

キ
ー
が
全
く
異
な
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
ト
し
て
吹
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
経
験
が
、
後
々
役
に
立
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
東
京
に
出
て
き
て
ジ
ャ
ズ
の
ソ
リ
ス

ト
に
な
ろ
う
と
思
い
、
他
人
の
横
で
吹
い
て
い
て

も
し
か
た
が
な
い
の
で
自
分
の
バ
ン
ド
を
作
り
ま

し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
バ
ン
ド
は
フ
ロ
ン
ト
に
サ
ッ
ク

ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
ボ
ー
カ
ル
の
よ
う
に
私
が
一
人
で
前
に
出
て

村
田 

陽
一
さ
ん
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演
奏
す
る
ス
タ
イ
ル
に
し
た
か
っ
た
。
し
か
し
、

参
考
に
な
る
も
の
が
何
も
な
い
の
で
、
自
分
で
作

曲
や
編
曲
を
す
る
。
さ
ら
に
演
奏
す
る
曲
の
順
番

す
な
わ
ち
演
出
を
考
え
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
誰
が

適
し
て
い
る
か
考
え
て
、
自
分
で
依
頼
す
る
と
い
っ

た
こ
と
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
そ
う
い
っ
た
仕

事
の
依
頼
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

逆
に
、
自
分
が
自
信
の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い

て
は
、
そ
こ
に
特
化
し
た
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
を
付
け
た

り
し
ま
し
た
。

川
島　
自
分
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
、
わ

ざ
と
作
る
の
で
す
ね
。

村
田　
私
は
探
究
心
は
旺
盛
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考

な
の
で
、
不
得
手
な
も
の
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
れ

ば
い
い
と
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
る
う
ち
に
身
に

付
い
て
し
ま
っ
た
感
じ
で
す
。

　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
サ
ッ
ク
ス

よ
り
も
ポ
ッ
プ
ス
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
明
ら
か
に

低
く
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い

か
ら
ア
レ
ン
ジ
も
と
考
え
る
若
い
人
が
い
ま
す
が
、

私
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
逃
げ
道
を

た
く
さ
ん
作
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
を
死
ぬ
ほ
ど
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
こ
ま
で

い
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
の
は
、
少
し
残
念
に
感

じ
ま
す
。

川
島　
全
部
、
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

村
田　
一
つ
の
道
を
究
め
て
い
る
人
が
、
非
常
に

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
同
世
代
の
人
た
ち
と
話
す
と
、
40
歳

以
下
で
突
出
し
た
人
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
話

題
に
な
り
ま
す
。
得
ら
れ
る
情
報
量
が
多
い
た
め

に
、
自
分
で
考
え
、
検
証
す
る
能
力
が
低
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
道
具
が
便
利
に

な
っ
た
た
め
に
ス
キ
ル
が
落
ち
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

川
島　
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、

世
界
中
の
現
象
な
の
で
し
ょ
う
か
。

村
田　
特
に
日
本
で
し
ょ
う
ね
。
世
界
は
、
も
っ

と
分
母
が
大
き
い
の
で
。
日
本
は
分
母
が
小
さ
い

か
ら
、
す
ぐ
に
プ
ロ
に
な
れ
る
と
い
う
面
が
あ
り

ま
す
が
、
米
国
な
ど
は
分
母
が
桁
違
い
に
大
き
い

の
で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
幅
も
広
い
と
思
い
ま
す
。

い
い
曲
の
ス
コ
ア
に
は�

絵
画
的
な
美
し
さ
が
あ
る
と
知
っ
た
。

川
島　
作
曲
や
編
曲
を
な
さ
る
と
き
は
、
全
て
の

音
を
一
気
に
想
像
し
て
書
い
て
い
く
も
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
楽
器
を
一
つ
ず
つ
重
ね
る
よ

う
に
し
て
作
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

村
田　
編
曲
の
場
合
は
、
初
め
か
ら
完
成
形
が
頭

の
中
で
鳴
る
の
で
、
そ
れ
を
た
だ
譜
面
に
移
し
て

い
く
だ
け
で
す
。
作
曲
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
自
分
の
中
で
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
持
っ

川
島 

葵
さ
ん
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た
上
で
旋
律
か
ら
作
っ
て
い
く
場
合
や
、
曲
の
頭

か
ら
作
る
場
合
、
サ
ブ
か
ら
作
る
場
合
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
旋
律
も
、
モ
チ
ー
フ
を
広
げ
て
い
っ
た

り
、
断
片
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
。

川
島　
作
曲
や
編
曲
に
は
時
間
を
お
か
け
に
な
り

ま
す
か
。

村
田　
い
い
え
、
私
は
筆
が
速
い
の
で
す
。
速
す

ぎ
て
、
渡
辺
貞
夫
さ
ん
（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
た
の
か
と
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
以
来
、
ひ
と
と
お
り
で
き
た
ら
違
う

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
何
通
り
か
作
っ
て
み
て
、
ど
れ
が

い
い
か
比
較
検
討
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川
島　
最
初
か
ら
頭
の
中
で
音
が
鳴
る
と
い
う
の

は
、
す
ご
い
で
す
ね
。
高
校
生
の
と
き
に
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
入
っ
て
、
ス
コ
ア
を
一
生
懸
命
に
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

村
田　
そ
れ
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
い
い
曲
の
ス
コ
ア
を
遠
目
で
見
る
と
、
絵
画

的
な
美
し
さ
が
あ
る
の
で
す
。
高
校
生
の
時
に
見

て
い
た
こ
と
か
ら
大
き
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
、

あ
と
に
な
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。

川
島　
経
験
し
た
こ

と
全
部
に
意
味
が
あ

る
。
そ
こ
に
つ
な
が�

っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

　

現
在
、
村
田
さ
ん

は
音
楽
大
学
の
ジ
ャ

ズ
コ
ー
ス
の
教
員
と

し
て
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

村
田　
演
奏
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
音
楽

大
学
に
入
っ
た
と
い
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

ん
だ
の
だ
か
ら
、
社
会
に
出
る
ま
で
の
４
年
間
を

最
大
限
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る
こ
と
に
、
親
は

ず
っ
と
反
対
で
し
た
。
卒
業
が
近
付
い
て
就
職
の

話
に
な
る
と
困
る
の
で
、
そ
う
な
る
前
に
、
当
時

非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
米
米
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
や
レ
ベ
ッ

カ
な
ど
の
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
全
国
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

川
島　
在
学
中
に
、
も
う
仕
事
を
始
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。

村
田　
え
え
、
私
が
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
知
っ

て
、
両
親
も
少
し
は
安
心
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

卒
論
の
テ
ー
マ
を
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
経
験
を
元
に
書
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
島　
孤
独
な
時
間
が
大
切
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
い
ま
の
若
い
人
は
孤
独
を
嫌
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
い
つ
も
他
人
と
つ

な
が
っ
て
い
た
い
し
、
苦
し
い
時
間
は
減
ら
し
た

い
。
そ
う
な
る
と
、
自
分
に
向
き
合
う
時
間
も
限

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
田　
何
か
を
突
き
詰
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
孤
独

に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
分
野
で
ト
ッ

プ
に
な
る
よ
う
な
人
は
絶
対
に
孤
独
を
感
じ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

良
い
か
悪
い
か
、
物
事
の
本
質
を
判
断
で
き
る

人
が
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
セ
ン

サ
ー
が
鈍
い
と
、
情
緒
も
豊
か
で
は
な
い
。
本
当

に
楽
し
か
っ
た
り
本
当
に
怒
っ
て
い
る
表
情
の
若
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い
人
っ
て
、
最
近
は
あ
ま
り
見
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
せ
ん
か
。

川
島　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

村
田　
私
は
、
気
分
が
す
ぐ
顔
に
出
る
と
よ
く
言

わ
れ
る
の
で
す
が
（
笑
）。

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
裏
面
の�

隅
か
ら
隅
ま
で
目
を
通
し
た
。

村
田　
ど
ん
な
職
業
で
も
、
仕
事
が
で
き
る
人
は

ど
こ
へ
行
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の

世
代
で
は
、
本
格
的
に
ジ
ャ
ズ
の
勉
強
を
す
る
の

な
ら
留
学
が
当
た
り
前
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
は
結
構
冷
め
た
感
じ
で
見
て
い
ま
し
た
。

逆
に
、
ほ
か
の
人
よ
り
も
熱
心
に
や
っ
て
い
た
の

は
リ
サ
ー
チ
で
す
。

　

レ
コ
ー
ド
を
買
っ
た
ら
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
裏
面

に
載
っ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
全
て
目
を
通
す
。

例
え
ば
向
井
滋
春
さ
ん
を
追
い
か
け
て
い
た
と
き

は
、
お
金
が
な
い
の
で
貸
レ
コ
ー
ド
屋
さ
ん
へ
行
っ

て
裏
面
を
隅
か
ら
隅
ま
で
見
る
。
さ
ら
に
、
向
井

さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
ア
ル
バ
ム
を
片
っ
端
か
ら

買
っ
て
み
る
と
、
彼
の
ソ
ロ
演
奏
が
１
曲
で
も
入
っ

て
い
る
の
は
山
下
達
郎
さ
ん
と
吉
田
美
奈
子
さ
ん
、

大
貫
妙
子
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
山
下
さ
ん
の
フ
ァ

ン
に
も
な
っ
て
、
の
ち
に
山
下
さ
ん
に
呼
ん
で
い

た
だ
い
て
演
奏
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
米
国
の
一
流
音
楽
大
学
を
卒
業
し
、

憧
れ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
一
緒
に
演
奏
す
る
日
を
夢

見
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
修
業
と
い
う
や
り

方
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
で
食
べ
て
い
け
な
い
状
態
を
続
け
る
よ
り

も
、
憧
れ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
自
分
で
呼
べ
る
よ
う

な
立
場
を
目
指
し
た
ほ
う
が
早
い
と
考
え
た
の
で

す
。
ま
ず
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
自
分
の
足
場
を
固

め
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
海
外
か
ら

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
呼
ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
。
景
気
が

い
い
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
。

　

27
歳
の
時
に
デ
ビ
ュ
ー
Ｃ
Ｄ
を
出
し
、
続
い
て

メ
ジ
ャ
ー
な
レ
ー
ベ
ル
か
ら
２
枚
目
を
リ
リ
ー
ス

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ル
バ
ム
制
作
に
お

け
る
私
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
10
代
の
後
半
か
ら
ず
っ

と
憧
れ
て
き
た
人
た
ち
に
来
て
い
た
だ
い
て
一
緒

に
演
奏
す
る
こ
と
。
演
奏
が
う
ま
く
い
け
ば
、
そ

こ
で
つ
な
が
り
が
で
き
ま
す
。
外
国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

も
呼
ん
で
、
こ
ち
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
き
ち
ん
と

成
功
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
対

応
も
違
う
し
、
次
は
こ
ち
ら
が
オ
フ
ァ
ー
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
も
気
持
ち
が
伝
わ
る
の
は�

誰
も
が
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
ら
。

村
田　
こ
う
し
て
仲
良
く
な
っ
た
方
々
と
、
現
在

も
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
２
０
１
９

年
は
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「SRP�

Presents �EA
ST
�M
EET

S �W
EST

�2019

」
と

い
う
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
以
前
、

一
緒
に
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
米
国
の
ベ
ー
シ

ス
ト
で
あ
る
ウ
ィ
ル・

リ
ー
さ
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、
出
演
者
は
米
国
と

日
本
か
ら
半
分
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ハ
ウ
ス
バ
ン

ド
を
組
ん
で
、
さ
ら
に
ゲ
ス
ト
が
参
加
す
る
と
い

う
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
日
本
側
の
メ
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ン
バ
ー
は
私
が
選
び
、
ゲ
ス
ト
は
矢
野
顕
子
さ
ん

や
日
野
皓
正
さ
ん
、
渡
辺
香
津
美
さ
ん
、
レ
ミ
オ

ロ
メ
ン
の
藤
巻
亮
太
さ
ん
な
ど
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
ウ
ィ
ル・
リ
ー
さ
ん
は
私
に
と
っ
て
憧
れ
の

存
在
で
す
が
、
仕
事
上
は
対
等
の
立
場
で
す
。
英

語
は
基
本
的
に
敬
語
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
の
で
、

私
の
性
分
に
合
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

川
島　
村
田
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
仕
事
を
通

じ
て
世
界
に
音
楽
を
届
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
閉
会
式
で
披
露
さ
れ
た
「
東
京
２
０
２
０　

フ

ラ
ッ
グ
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
」
で
は
、

椎
名
林
檎
さ
ん
の
楽
曲
の
編
曲
と
演
奏
を
な
さ
っ

て
、
私
は
「
世
界
よ
、
こ
れ
を
聴
い
た
か
！
」
と

い
う
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

村
田　
椎
名
林
檎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と
っ

て
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

と
き
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
と
し
て
呼
ん
で
い
た

だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
彼
女
自
身
に
と
て
も
人

間
的
な
魅
力
が
あ
る
し
、
い
つ
か
絶
対
に
制
作
に

関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
経

験
上
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が
先
に
出
る
と
だ
め
な

こ
と
が
多
い
。
黙
っ
て
待
っ
て
い
て
、
向
こ
う
か

ら
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
と
た
い
て
い
は
う
ま
く
い
く

も
の
で
す
。
小
野
リ
サ
さ
ん
や
布
袋
寅
泰
さ
ん
、

渡
辺
貞
夫
さ
ん
の
場
合
も
そ
う
で
し
た
。

川
島　
黙
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
気
持
ち
が
な
ぜ

相
手
に
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

村
田　
そ
れ
は
、
誰
も
が
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
４
～
５
年
前
に
、
突
然
、
椎
名
林
檎

さ
ん
か
ら
、
セ
ル
フ
カ
バ
ー
集
を
出
す
か
ら
ア
レ

ン
ジ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
私
の
と
こ
ろ
に
来
た
の
か
、
あ
と
に
な
っ
て

彼
女
の
周
囲
の
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ

情
報
を
集
め
、
音
源
も
聞
い
て
納
得
し
た
か
ら
オ

フ
ァ
ー
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

椎
名
さ
ん
は
も
の
す
ご
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
だ
し
、
こ
ち
ら
も
プ
ロ
な
の
で
、
プ
ロ
同
士
が

話
を
す
る
の
は
非
常
に
面
白
い
。
い
ま
自
分
が
音

楽
的
に
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
、
彼
女
の
現
場

な
ら
１
０
０
％
出
し
切
れ
る
の
で
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。

周
囲
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、�

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
。

川
島　
村
田
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、

周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
て
も
大
切

に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

村
田　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
す
れ
ば
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
れ
ば
、
自
分
が
関

わ
る
人
に
対
し
て
丁
寧
に
な
る
の
が
当
然
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
周
囲
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
成
立
し
ま
せ
ん
か
ら
。

川
島　
一
流
の
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
腰
が
低
い

と
い
わ
れ
ま
す
。

村
田　
そ
う
い
う
方
は
、
私
の
周
り
に
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
人
と
接
す
る
と

き
は
絶
対
に
傲
慢
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
か
、
相

手
が
傷
つ
く
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。

川
島　
先
ほ
ど
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一

度
出
会
っ
た
方
々
と
、
そ
の
後
ず
っ
と
つ
な
が
り

が
あ
る
こ
と
が
多
い
と
か
。
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村
田　
え
え
。
例
え
ば
、
渡
辺
貞
夫
さ
ん
と
は
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
か
ら
バ
ン

ド
を
編
成
し
て
ほ
し
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
家
族
ぐ

る
み
の
お
付
き
合
い
が
20
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

彼
の
曲
を
私
が
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
は
高
校
３
年
の
時
に
静
岡
で
渡
辺
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
、
聴
き
に
行
っ
て
サ
イ
ン
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ご

本
人
は
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
。

　

ま
た
、
私
は
30
歳
の
頃
に
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

仕
事
を
す
る
機
会
が
増
え
て
い
た
の
で
す
が
、
か

つ
て
私
の
転
機
に
な
っ
た
向
井
滋
春
さ
ん
の
レ

コ
ー
ド
が
し
ば
ら
く
前
か
ら
出
て
い
な
い
の
に
気
付

い
た
の
で
、
自
分
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。少
し
は
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

録
音
し
た
原
盤
を
自
分
で
持
ち
、�

Ｃ
Ｄ
は
直
販
に
し
た
。

村
田　
大
手
の
レ
コ
ー
ド
会
社
と
20
年
近
く
契
約

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、

自
分
の
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
は
全
て
自
分
が
お
金
を
出

し
て
制
作
し
、
原
盤
は
自
分
で
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
権
利
が
全
部
自
分
に

あ
る
と
い
う
こ
と
。
以
前
制
作
し
た
ア
ル
バ
ム
を

レ
コ
ー
ド
会
社
が
廃
盤
に
し
た
り
、
会
社
自
体
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
ア
ル
バ
ム
は
も

う
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
Ｃ

Ｄ
の
流
通
を
お
願
い
し
て
い
た
大
手
の
会
社
が
つ

ぶ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
年
前
に
、
自
分
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
て
、
原
盤
も
自
分
で
持
ち
、
販
売
も
私
の
と
こ

ろ
か
ら
直
販
す
る
だ
け
と
い
う
ふ
う
に
変
え
ま
し

た
。
注
文
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ヘ
ッ

ダ
ー
に
入
れ
て
お
い
た
ら
、
な
ん
と
大
手
の
レ
コ
ー

ド
会
社
の
頃
よ
り
も
売
れ
る
の
で
す
。
私
が
関
わ
っ

て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
聴
く
人
が
日
本
に
例

え
ば
１
万
人
だ
と
す
れ
ば
、
お
金
を
か
け
て
広
告

す
る
よ
り
も
、
そ
の
１
万
人
に
向
け
て
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
情
報
を
発
信
し
た
ほ
う
が
い
い
と
気
が
付

き
ま
し
た
。

　

注
文
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
ら
代
金
の
振
込

先
を
知
ら
せ
て
、
入
金
を
確
認
し
た
ら
、
御
礼
を

書
い
て
サ
イ
ン
も
入
れ
た
Ｃ
Ｄ
を
送
り
ま
す
。
今

日
も
１
部
梱
包
し
て
持
っ
て
き
た
の
で
、
帰
り
に

投
函
し
ま
す
。

川
島　
全
部
お
一
人
で
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

村
田　
え
え
、
自
分
で
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
い
た

だ
く
メ
ー
ル
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
書
い
て

あ
っ
て
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

川
島　
本
日
は
楽
し
い
お
話
を
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村田陽一さん（右）と川島葵さん
（2019年11月29日�アルカディア市ヶ谷にて）
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朔さ
く 

啓け
い

二じ

郎ろ
う

福
岡
大
学
学
長

　

山
口
政
俊
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
１
９
年
12
月
１
日
付
で
朔
啓
二
郎
医

学
部
教
授
が
福
岡
大
学
の
卒
業
生
と
し
て

初
の
学
長
に
就
任
し
た
。

　

朔
新
学
長
は
１
９
５
２
年
福
岡
市
生
ま

れ
。
医
学
博
士
。
１
９
７
８
年
福
岡
大
学

医
学
部
医
学
科
を
卒
業
。
１
９
８
１
年
か

ら
４
年
間
米
国
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
に
留

学
。
１
９
８
８
年
福
岡
大
学
病
院
内
科
第

二
講
師
、
２
０
０
０
年
同
大
学
医
学
部
内

科
学
第
二
（
心
臓・

血
管
内
科
学
に
講
座

名
変
更
）
主
任
教
授
に
就
任
。
そ
の
後
、

福
岡
大
学
病
院
副
病
院
長
、
医
学
部
長
（
学

校
法
人
福
岡
大
学
理
事
、
同
評
議
員
を
併

任
）
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

専
門
分
野
は
心
臓・

血
管
内
科
学
で
あ

り
、
特
に
虚
血
性
心
臓
病
の
危
険
因
子
、

リ
ポ
蛋
白
代
謝
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
す

る
。論
文・

著
書
多
数
。
日
本
循
環
器
学
会

理
事
お
よ
び
日
本
心
臓
病
学
会
理
事
な
ど

を
務
め
た
。
現
在
は
所
属
す
る
学
会
活
動

の
ほ
か
、Fellow
�of�A

m
erican�College�

of�Physicians
（FA

CP

）、Fellow
�of�

A
m
erican�College�of�Cardiology

（FA
CC

）
も
務
め
る
。

　

朔
新
学
長
は
大
学
創
立
１
０
０
周
年
に

向
け
、「
建
学
の
精
神
」
と
「
教
育
研
究
の

理
念
」
に
基
づ
く
全
人
教
育
を
と
お
し
て
、

次
世
代
を
担
い
社
会
を
支
え
る
有
為
な
人

材
の
育
成
に
邁
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
の
第
一
の
使
命
で
あ
る
教
育

に
つ
い
て
、「
共
育
」
の
字
を
充
て
、
学

生
、
教
職
員
、
卒
業
生
そ
し
て
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
共
に
成
長・

発
展
す
る

こ
と
を
目
指
す
考
え
を
示
し
て
い
る
。

内う
ち

村む
ら 

直な
お

尚ひ
さ

久
留
米
大
学
学
長

　

任
期
満
了
で
退
任
す
る
永
田
見
生
学
長

の
後
任
と
し
て
、
内
村
直
尚
教
授
が
２
０

２
０
年
１
月
１
日
付
で
第
11
代
学
長
に
就

任
し
た
。

　

内
村
学
長
は
、
１
９
５
６
年
福
岡
県
生

ま
れ
。
１
９
８
６
年
久
留
米
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
生
理
系
専
攻
博
士
課
程
修�

了
後
、
医
学
部
神
経
精
神
医
学
講
座
助
手

を
務
め
、
１
９
８
７
年
か
ら
２
年
間
、
米

国
に
留
学
。
２
０
０
７
年
４
月
に
は
医
学

部
神
経
精
神
医
学
講
座
教
授
に
就
任
し
、

久
留
米
大
学
病
院
副
院
長
、
医
学
部
長
、

副
学
長
な
ど
を
歴
任
。

　

専
門
は
精
神
医
学
で
、
日
本
初
の
睡
眠

障
害
専
門
外
来
を
開
設
し
、
チ
ー
ム
を
牽

引
し
て
き
た
睡
眠
障
害
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

　

こ
れ
ま
で
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
臨
床

家
の
育
成
」
を
使
命
に
、現
場
に
強
い
医
師

を
数
多
く
育
て
て
き
た
。
ま
た
診
療
現
場

で
は
、院
内
だ
け
で
な
く
医
師
会
や
弁
護
士

会
と
も
連
携
し
て
う
つ
病
患
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
久
留
米
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
組

織
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
地
域
医
療
を
支

え
る
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

九
州
医
学
専
門
学
校
を
前
身
と
し
て
１

９
２
８
年
に
創
立
し
た
本
学
は
、
90
有
余

年
の
歴
史
を
経
て
、
現
在
で
は
６
学
部
13

学
科
４
大
学
院
研
究
科
を
擁
す
る
私
立
総

合
大
学
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
新
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
建
学
の

精
神
「
国
手
の
矜ほ

こ
り持

は
常
に
仁
な
り
」
に

掲
げ
る
、
仁
（
礼
に
も
と
づ
く
自
己
抑
制

と
他
者
へ
の
思
い
や
り
）
あ
る
人
材
育
成

で
「
学
生
が
夢
を
抱
け
る
」
大
学
づ
く
り

を
目
指
し
、新
た
な
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

福
岡
大
学

新
学
長
紹
介

久
留
米
大
学
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梶か
じ

田た

叡え
い

一い
ち

桃
山
学
院
教
育
大
学
学
長
。
’66
京
都
大

学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
。
大
阪
大
学

教
授
、
京
都
大
学
教
授
、
兵
庫
教
育
大
学
長
な
ど
を

経
て
、
’18
か
ら
現
職
。
中
教
審
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。

菊き
く

野の

一か
ず

雄お

山
梨
英
和
大
学
学
長
。
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
経
済
学
博
士
。

立
教
大
学
教
授
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
な
ど
を

経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

島し
ま

村む
ら　
輝て

る

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。
’89

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。
女
子
美
術
大
学
を
経
て
、
’09
か
ら
現
職
。

主
著
『
臨
界
の
近
代
日
本
文
学
』
な
ど
。

中な
か

山や
ま

浩こ
う

二じ

聖
学
院
大
学
学
術
支
援
部
司
書
課
長
。

横よ
こ

田た

地ち

妙た
え

創
価
大
学
図
書
館
事
務
室
副
課
長
。
東

洋
大
学
短
期
大
学
日
本
文
学
科
卒
業
。

峰み
ね

田た

優ゆ
う

一い
ち

全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会�

広
報

調
査
部
部
長
。
盛
岡
大
学
生
協
、
岩
手
大
学
生
協
、

東
北
大
学
生
協
を
経
て
、
’19
か
ら
現
職
。

田た
の

上う
え

雅ま
さ

徳な
る

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
。
’97
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
法
学
博
士
。
専
門
は
西
欧
政
治
思
想
史
。
主

著
『
初
期
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
政
治
思
想
』
な
ど
。

規き

矩く

大ひ
ろ

義よ
し

関
東
学
院
大
学
学
長
、
理
工
学
部
教
授
。

九
州
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
工
学
）。
専
門
は
地
盤
防
災
工
学
で
、

主
に
地
震
時
の
液
状
化
を
研
究
。
’13
か
ら
現
職
。

南な
ん

口こ
う　
誠ま

こ
と

長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室

長
、
技
学
研
究
院
教
授
。
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
’16
か
ら
現

職
。
専
門
は
材
料
加
工・

組
織
制
御
工
学
。

高た
か

橋は
し

香か

代よ

岡
山
大
学
理
事
（
企
画・

評
価・

総
務

担
当
）。
岡
山
大
学
医
学
部
卒
。
同
大
学
教
育
学
部

長
、
第
Ⅶ
期
中
央
教
育
審
議
会
委
員
な
ど
を
経
て
、
’17

４
月
か
ら
現
職
。
専
門
分
野
は
学
校
保
健
学
。

植う
え

田だ

光み
つ

雄お

関
西
大
学
学
長
室
学
長
課 
課
長
。

岩い
わ

田た

寿と
し

夫お

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策・

メ
デ
ィ

ア
研
究
科
修
士
課
程
１
年
。
’19
３
月
慶
應
義
塾
大
学

環
境
情
報
学
部
卒
。
学
士
（
環
境
情
報
学
）。

飛と
び

田た　
満み

つ
る

目
白
大
学
社
会
学
部
長
、
地
域
社
会
学

科
教
授
、
大
学
院
国
際
交
流
研
究
科
長
。
筑
波
大
学

大
学
院
博
士
課
程
哲
学・

思
想
研
究
科
修
了
。
博
士

（
文
学
）。

中な
か
田だ

婦ふ

美み

子こ

学
校
法
人
聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
理
事
長
。

上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
’89
か
ら
現
職
。

青あ
お

木き

聖き
よ

久ひ
さ

日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
教
授
。

’12
龍
谷
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
社
会
福
祉
学
）。
’06
年
か
ら
現
職
。
主

著
『
追
体
験�

霧
晴
れ
る
時
』
ペ
ン
コ
ム 

’19
な
ど
。

後ご

藤と
う　

昭あ
き
ら

青
山
学
院
大
学・

一
橋
大
学
名
誉
教

授
。
’83
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
法
学
博
士
。
主
著
『
捜
査
法
の
論
理
』

な
ど
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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大お
お

内う
ち

章あ
き

子こ

関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦

略
研
究
科
教
授
。慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
卒
、総
合
商

社
勤
務
を
経
て
、
同
大
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
商
学
）。
三
重
大
学
を
経
て
、現
職
。

阿あ

部べ

重し
げ

樹き

東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
共
生
社
会
経

済
学
科
教
授
、
学
長
室
長
、
地
域
共
生
推
進
機
構
長
。

東
北
学
院
大
学
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

経
済
学
修
士
。

鎌か
ま

田た　
薫か

お
る

教
育
再
生
実
行
会
議
座
長
、
日
本
私
立

大
学
連
盟
顧
問
、
早
稲
田
大
学
名
誉
顧
問
、
大
正
大

学
地
域
構
想
研
究
所
最
高
顧
問
。
’70
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
。
専
門
は
民
法
学
。

北き
た

原は
ら

秀し
ゅ
う

治じ

東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部
講
師
。
博

士（
医
学
）。ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
博
士
研
究
員
を
経
て
、’18

か
ら
現
職
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
在

学
中
。「
論
座
」（
朝
日
新
聞
社
）レ
ギ
ュ
ラ
ー
論
者
。

山や
ま

下し
た

範の
り

久ひ
さ

立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
副

学
部
長
、
教
授
。
’01
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
北
海
道
大
学
、
立

命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
を
経
て
、
’19
か
ら
現
職
。

浅あ
さ

沼ぬ
ま

薫に

奈な

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
特
任
講
師
、

大
東
文
化
歴
史
資
料
館
専
任
研
究
員
。
博
士
（
学

術
）。
主
著
『
日
本
近
代
私
立
大
学
史
再
考
』（
学
文

社
）
ほ
か
。

今い
ま

中な
か

明さ
や

佳か

関
西
大
学
学
長
室
学
長
課
。

川か
わ

久く

保ぼ

清き
よ
し

共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学

学
長
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
東
京
大
学
医
学
部
助

教
授
を
経
て
、
’03
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
。
’18

４
月
学
長
に
就
任
。

村む
ら

田た

陽よ
う

一い
ち

静
岡
県
出
身
、
立
正
大
学
卒
。
洗
足
学

園
音
楽
大
学
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ス
講
師
。
中
学
１
年
で
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
を
始
め
、
大
学
在
学
中
に
プ
ロ
活
動
を

開
始
、
’91
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
。

演
奏
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
作
曲・

編
曲
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。

川か
わ

島し
ま　
葵あ

お
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
上
智
大
学
文

学
部
卒
。
東
海
ラ
ジ
オ
入
社
。
’12
か
ら
フ
リ
ー
。
東

海
ラ
ジ
オ
「T

O
K
Y
O
�U
PSID

E�ST
A
T
IO
N

」、

「
川
島
葵
の
東
京
か
ら
も
歌
謡
曲
」
な
ど
に
出
演
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
１
月
７
日
㈫

　

第
８
回
理
事
会
、
令
和
元
年
度
新
年
交
歓
会

に
出
席

●
２
月
４
日
㈫

　

第
９
回
常
務
理
事
会
、
第
９
回
理
事
会
に
出

席●
２
月
20
日
㈭

　

全
私
学
連
合
の
「
私
学
振
興
協
議
会
」
に
出

席
　

私
学
振
興
協
議
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
国
会
議

員
に
、
令
和
元
年
度
私
学
助
成
お
よ
び
税
制
改

正
の
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

私
大
連
で
は
、
２
月
10
日
開
催
の
自
由
民
主

党
「
文
部
科
学
部
会・

大
学
入
試
英
語
の
適
正

実
施
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
な
ら
び

に
、
２
月
13
日
開
催
の
文
部
科
学
省
「
大
学
入

試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
」
に
お
い
て

意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
資
料
は
、
い
ず
れ
も
私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

（https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

）

●�

自
由
民
主
党
「
文
部
科
学
部
会・

大
学
入
試

英
語
の
適
正
実
施
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
ヒ
ア
リ
ン
グ

発
表
日
：
２
０
２
０
年
２
月
10
日
㈪

登
壇
者
：
私
大
連
教
育
研
究
委
員
会�

沖
清
豪
委

員
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

発
表
資
料
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
事
項
に
関
す
る
私
大

連
の
見
解

●�

文
部
科
学
省
「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
議
」
意
見
発
表

発
表
日
：
２
０
２
０
年
２
月
13
日
㈭

発
表
者
：
同
会
議
委
員�

芝
井
敬
司
私
大
連
常
務

理
事
（
関
西
大
学
学
長
）

発
表
資
料
：
大
学
入
試
、
特
に
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
の
あ
り
方
に
関
す
る
私
大
連
の
見
解

開
催
報
告

◉
１
月
７
日
㈫

「
新
年
交
歓
会
」
開
催

　

私
大
連
に
ご
支
援・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
を
お
招
き
し
て
開
催
す
る
新
年
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
、
長
谷
山
彰
会
長
の
年
頭
あ
い

さ
つ
、鎌
田
薫
顧
問
の
乾
杯
の
後
、約
３
７
０
名

の
ご
出
席
者
が
新
年
の
歓
び
を
交
わ
し
ま
し
た
。

◉
１
月
23
日
㈭

「
第
２
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
私
立
大
学
の
独
自
性
あ
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
63
大
学

70
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
２
月
３
日
㈪

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第
２
回
）」

開
催

　

加
盟
大
学
94
大
学
、
約
３
５
０
名
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
令
和
２
年
度
私
立
大
学

関
係
（
私
学
助
成
）
政
府
予
算
案
等
」、「
令
和

２
年
度
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
再

生
の
戦
略
的
推
進
等
に
関
す
る
政
府
予
算
案
」、

「
科
学
技
術
予
算
案
」、「
高
等
教
育
の
修
学
支
援

新
制
度
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
担
当
者
に

よ
る
報
告・

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
、
高
等
教
育
の
修
学
支

援
新
制
度
に
関
す
る
各
大
学
か
ら
の
個
別
の
質

問
に
、
文
部
科
学
省
担
当
者
に
ご
対
応
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
長
の
動
き
２
０
２
０
年

１
月
▼
２
月

文部科学省「大学入試のあり方に関する検討会議」
で意見発表する芝井敬司私大連常務理事

連盟ニュース
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、
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、
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性
の
育
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城
島
栄
一
郎

巻
頭
論
文　
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
経
営
す
る
快
感

�

井
出
健
治
郎

座
談
会　
大
学
に
お
け
る
親
子
関
係

―
教
育
、
学
生
指

導
を
保
護
者
と
共
に
ど
う
展
開
す
る
の
か
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祖
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江
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一
／
田
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／
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司
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Ｇ
Ｂ
Ｔ
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Ｇ
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歴
史
を
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負
っ
た
Ｇ
Ｓ
セ
ン
タ
ー�

下
田　

啓

性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
キ
ャ
ン
パ
ス
へ�

安
食
真
城

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的
個
性
の
多
様
性
推
進

―
名
古
屋
大

学
の
取
り
組
み

―�

三
枝
麻
由
美

「
ダ
イ
バ
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シ
テ
ィ
推
進
宣
言
」
が
で
き
る
ま
で

―
京
都
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華
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山
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的
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大
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神
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悠
一

ず
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現
代
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け
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自
彊
不
息�

愛
知
太
郎

小
特
集　

大
学
の
学
事
暦
に
つ
い
て
考
え
る
～
ク
ォ
ー

タ
ー
制
導
入
事
例
を
中
心
に
～

ク
ォ
ー
タ
ー
制
導
入
の
経
緯
と
課
題

―
南
山
大
学
の
試

み�

吉
田
竹
也

４
学
期
制
導
入
の
現
状
と
課
題

―
武
蔵
野
大
学
に
お
け

る
試
み
を
事
例
に�

北
條
英
勝

柔
軟
な
授
業
展
開
を
可
能
と
す
る
授
業
時
間
割・

学
年
暦

の
実
現

―
法
政
大
学
に
お
け
る
授
業
時
間
の
１
０
０

分
化
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入�

平
山
喜
雄

ク
オ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
工
夫�

藤
田
吾
郎

分
か
ら
な
い
基
本
金�

岡
原
宏
一

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

学
生
に
と
っ
て
〝
気
づ
き
〟
が
得
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
た

め
に�
井
上
慶
太

明
日
へ
の
試
み

武
蔵
野
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
挑
戦
～
新
分
野・

新
学
修
ス

タ
イ
ル
の
新
結
合
に
よ
る
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～

�

上
林
憲
行

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

学
園
の
使
命
と
将
来
構
想・

昭
和
女
子
大
学�

保
坂
邦
夫

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
地
方
創
生・

地
域

活
性
編
》

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」

が
ス
タ
ー
ト・

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学�

佐
藤　

輝

地
域
創
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム・

神
戸
女
学
院
大

学�

小
林
哲
郎

天
理
発
祥
の
刀
根
早
生
柿
を
南
海
難
波
駅
で
販
売・

天
理

大
学�

岡
田
龍
樹

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

虎
屋
17
代
当
主・

代
表
取
締
役
社
長�

黒
川
光
博
さ
ん
に
聞

く�

（
聞
き
手
）
脇
浜
紀
子

新
会
員
代
表
者
紹
介

山
本
章
正
（
実
践
女
子
大
学
）／
針
本
正
行
（
國
學
院
大

學
）／
髙
祖
敏
明
（
聖
心
女
子
大
学
）／
大
西
晴
樹
（
東

北
学
院
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
実
践
女
子
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
大
東
文
化
大
学

1402020.3　大学時報



年間総目次

第
３
８
７
号
（
２
０
１
９・

７
）

3
8
7
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

学
生
寮
を
活
用
し
た
国
際
交
流
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
取
り
組
み
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U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

生き続ける建築（ノートルダム清心女子大学）

No.387

2019

隔月刊

7

特集　学生寮を活用した国際交流、 
　　　グローバル人材育成の取り組み

座談会　�私立大学におけるインターンシップ推進を振り返る
特別インタビュー　�大学スポーツ振興の社会的意義�

―大学スポーツ協会（UNIVAS）の設立
明日への試み　京都産業大学　わが大学史の一場面　拓殖大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　広島女学院大学／恵泉女学園大学／皇學館大学
クローズアップ・インタビュー
　トナミ運輸バドミントン部アシスタントコーチ　武下 利一さん

武下利一さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
「M

em
oria�

記
憶
」
を
も
つ
大
学�
原
田
豊
己

巻
頭
論
文　
高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
を
考
え
る

�

川
久
保
清

座
談
会　
私
立
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

を
振
り
返
る

三
橋
秀
彦
／
佐
藤
文
博
／
木
本
浩
一
／
久
保
秀
雄
／（
司

会
）
音　

好
宏

特
集　
学
生
寮
を
活
用
し
た
国
際
交
流
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
の
取
り
組
み

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
ハ
ブ・

サ
ロ
ン
機
能�

奥
村
経
世

Ｔ
Ｕ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ウ
ス

―
成
長
へ
の
ス
パ
イ
ラ
ル�

�

髙
嶋
孝
明
／
竹
川
清
美

大
学
の
教
育
力
強
化
を
目
指
す
国
際
交
流
施
設
〝RY

U
T
O
-

PIA

〟�

八
木
雅
史

国
際
寮
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ド
ミ
ト
リ
ー
」
の
挑
戦

�

堀
内
一
史

多
文
化
交
流
を
目
的
と
し
た
国
際
学
生
宿
舎�

下
山
裕
司

国
際
的
な
文
化
交
流
、
相
互
理
解
を
育
む
美
大
の
国
際
寮

�

森　

敏
生

ず
い
そ
う　
父
の
背
中�

植
木　

實

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
社
会
的
意
義

―
大
学
ス
ポ
ー
ツ

協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
の
設
立�

鎌
田　

薫

�

（
聞
き
手
）
山
田
健
太
／
長
野　

香

定
員
管
理
に
関
す
る
私
大
連
の
意
見�

坂
下
嬢
子

私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

―
「
高
等
教
育
政
策
と

公
財
政
支
援
」
総
括

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

現
代
社
会
の
中
の
大
学
教
育

―
双
方
向
的
な
教
育
の
取

り
組
み�

小
林
信
重

明
日
へ
の
試
み

京
都
産
業
大
学
国
際
関
係
学
部

新
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
育
成
を
目
指
し
て

�

鈴
井
清
巳

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

ア
ジ
ア
近
代
化
の
開
拓
者
を
生
ん
だ
学
校
教
育

―
拓
殖

大
学
国
際
人
材
育
成
の
軌
跡・

拓
殖
大
学�
長
谷
部
茂

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

（
イ
ベ
ン
ト
）
編
》

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
高
め
る
海
外
ピ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ・

広
島
女

学
院
大
学�

宇
根　

治

タ
イ
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
、
自
分
が
変
わ
る

　

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
を
育
て
る
―
汝
の
光
を
輝
か
せ
―・

恵
泉
女
学
園
大
学�

押
山
正
紀

伊
勢
か
ら
世
界
へ
、
世
界
か
ら
伊
勢
へ

―
「
伊
勢
」
と

日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム・

皇
學
館
大
学

�

玉
田　

功

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ト
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ

　

武
下
利
一
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

新
会
員
代
表
者
紹
介

日
比
野
英
子
（
京
都
橘
大
学
）／
高
橋
圭
三
（
松
山
東
雲
女

子
大
学
）／
吉
川　

洋
（
立
正
大
学
）／
富
田
敬
子
（
常

磐
大
学
）

新
加
盟
大
学
紹
介

金
沢
星
稜
大
学

新
加
盟
大
学
会
員
代
表
者
紹
介

篠
崎
尚
夫
（
金
沢
星
稜
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
聖
学
院
大
学

141 大学時報　2020.3



年間総目次

第
３
８
８
号
（
２
０
１
９・

９
）

3
8
8
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

ISSN 0288-1748　2019（令和元）年9月20日発行
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仏教総合博物館「龍谷ミュージアム」（龍谷大学）

No.388

2019

隔月刊

9

特集　留学生に対する学習面での日本語サポート
座談会　�学生実態調査の活用と課題
小特集　�大学の事務業務改革
明日への試み　中央大学　わが大学史の一場面　国際基督教大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　石巻専修大学／関西学院大学
クローズアップ・インタビュー　画家　少路和伸さん

少路和伸さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
自
省
利
他�
入
澤　

崇

巻
頭
論
文　
評
価
を
め
ぐ
る
雑
考�
大
場
昌
子

座
談
会　
学
生
実
態
調
査
の
活
用
と
課
題

江
原
昭
博
／
前
田
浩
司
／
前
畑
良
幸
／（
司
会
）
音　

好
宏

特
集　
留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

留
学
生
に
寄
り
添
う
日
本
語
自
律
学
習
支
援�

寅
丸
真
澄

兵
庫
国
際
交
流
会
館
で
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援

―
神
戸

大
学
の
取
り
組
み

―�

森
田
耕
平

大
学
院
に
お
け
る
留
学
生
支
援

―
明
治
大
学
の
日
本
語

論
文
作
成
支
援
を
中
心
に

―�

外
池　

力

学
内
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
設
計

―

「
オ
ー
ル
立
教
」
の
取
り
組
み
が
留
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ

―�

丸
山
千
歌

ず
い
そ
う　
看
護
教
育
雑
感�

糸
魚
川
順

小
特
集　
大
学
の
事
務
業
務
改
革

新
た
な
働
き
方
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
創
造
を

―
上
智

大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
（
在
宅
勤
務
制
度
と
窓
口
時

間
短
縮
）

―�

須
田
誠
一

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革

―
近
大
流
大
学
業
務

改
革

―�

髙
木
純
平
／
前
川
昌
則

４
学
部
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
に
よ
っ
て
目
指
す
も
の

―

法
政
大
学
多
摩
事
務
部
学
務
課
の
取
り
組
み

―

�

須
藤
智
徳

事
務
組
織
の
課
題
と
改
編�

永
和
田
隆
一

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

情
報
過
多
な
授
業
の
見
直
し�

柴
田
佳
純

明
日
へ
の
試
み

中
央
大
学
国
際
経
営
学
部

経
営
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
挑
戦�

河
合　

久

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

場
所
の
磁
力　

引
き
継
が
れ
た
も
の
た
ち・

国
際
基
督
教

大
学�

松
山
龍
彦

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

編
》

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
振
興・

石
巻
専

修
大
学�
佐
々
木
慶
文

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
育
成・

関
西
学
院
大
学�
巳
波
弘
佳

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

画
家　

少
路
和
伸
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

表
紙・

大
学
点
描　
龍
谷
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
津
田
塾
大
学

1422020.3　大学時報



年間総目次

第
３
８
９
号
（
２
０
１
９・

11
）

3
8
9
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
と
連
携
し
た
大
学
の
取
り
組
み
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ラーニング・コモンズ（南山大学）

No.389

2019

隔月刊
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特集　�東京2020オリンピック・パラリンピック�
競技大会開催と連携した大学の取り組み
座談会　�大学広報紙の課題と展望
明日への試み　青山学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　立命館大学／東邦大学／東京女子医科大学
クローズアップ・インタビュー
　株式会社阿部蒲鉾店 代表取締役社長　阿部賀寿男さん

阿部賀寿男さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　

H
om
inis�D

ignitati

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
）

�
鳥
巣
義
文

巻
頭
論
文　
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て�

永
尾
教
昭

座
談
会　
大
学
広
報
紙
の
課
題
と
展
望

小
室
和
子
／
長
野
留
三
子
／
調
麻
佐
志
／
花
岡
正
樹
／（
司

会
）
山
田
健
太

特
集　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
開
催
と
連
携
し
た
大
学
の
取
り
組
み

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
普
及
と
支
援

�

秋
和
真
澄

実
践
、
渋
谷
そ
し
て
五
輪

―
学
生
が
つ
な
い
だ
６
年
間

の
軌
跡�

深
澤
晶
久

全
国
外
大
連
合
に
よ
る
「
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
取

り
組
み
」～
神
田
外
語
大
学
の
成
果
と
今
後
の
展
望
～

�

朴
ジ
ョ
ン
ヨ
ン

ず
い
そ
う　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ�

根
津
公
一

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

「
丸
暗
記
型
」
か
ら
「
思
考
過
程
解
明
型
」
へ�

笹
山
文
德

明
日
へ
の
試
み

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部

大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
て�

鈴
木
眞
理

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
小
中
学
生
向
け
イ

ベ
ン
ト
編
》

近
隣
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
学
生
主
体
に
よ
る
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
「
立
命
の
家
」・

立
命
館
大
学�

岩
谷
絢
子

理
学
部
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
と
教
育
活
動

―
小
中

学
生
向
け
実
験
工
作
教
室
の
実
施

―・

東
邦
大
学

�

畑
中
敏
伸

未
来
の
い
の
ち
と
健
康
を
支
え
る
の
は
「
あ
な
た
」

　

―
女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム・

東
京
女
子
医
科
大
学�

岡
田
み
ど
り

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
阿
部
蒲
鉾
店�
代
表
取
締
役
社
長

　

阿
部
賀
寿
男
さ
ん
に
聞
く�
（
聞
き
手
）
川
島　

葵

新
会
員
代
表
者
紹
介

吉
田
謙
一
郎
（
獨
協
学
園
）／
保
立
和
夫
（
豊
田
工
業
大

学
）／
田
中
愛
治
（
早
稲
田
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
南
山
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
東
北
公
益
文
科
大
学
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1

特集　学生食堂の課題と今後のあり方
座談会　�変わりゆくオープンキャンパスのあり方
小特集　�多様化する授業時間
明日への試み　武蔵野大学　わが大学史の一場面　関西大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　国際基督教大学／桃山学院大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー
　東海大学体育学部講師、全日本柔道連盟全日本強化スタッフ・女子コーチ　塚田真希さん

塚田真希さん

クローズアップ
インタビュー

年
頭
所
感　
自
由
で
多
様
な
大
学
が
個
性
豊
か
な
人
材
を

育
て
る�
長
谷
山
彰

巻
頭
言　
誠
実
⇆
社
会
に
役
立
つ�

篠
崎
尚
夫

巻
頭
論
文　
女
性
の
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
女
子
大
学

�

平
川　

新

座
談
会　
変
わ
り
ゆ
く
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
り
方

石
川
さ
ゆ
り
／
高
原
幸
治
／
渡
辺　

篤
／
佐
藤
信
行
／（
司

会
）
兼
高
聖
雄

特
集　
学
生
食
堂
の
課
題
と
今
後
の
あ
り
方

持
続
可
能
な
学
食
運
営
へ
の
問
題
と
解
決
策

―
味
覚
化

か
ら
視
覚
化
へ

―�

桜
田
東
樹

学
生
食
堂
の
直
営
化
が
生
み
出
し
た
も
の

―
魅
力
あ
る

食
堂
づ
く
り
と
教
育
の
場
の
両
立

―�

津
田
謹
輔

学
生
が
学
食
に
積
極
的
な
コ
ミ
ッ
ト

―
昭
和
女
子
大
学

の
取
り
組
み

―�

松
丸
英
治

つ
ど
う 

つ
な
が
る 

つ
く
り
だ
す

―
学
生・

教
職
員・

地
域
社
会
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

―�

東
海
林
真
巳

新
津
駅
前
ま
ち
な
か
学
生
食
堂

―
学
生
ラ
ン
チ
Ｍ
Ａ
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

石
川
善
樹

ず
い
そ
う　
継
続
性
の
あ
る
中
長
期
計
画
を
目
指
し
て

�

田
代
康
則

小
特
集　
多
様
化
す
る
授
業
時
間

１
０
０
分
授
業
の
展
開�

稲
葉
興
己

１
０
５
分
授
業
へ
の
移
行
経
緯
と
現
況

―
大
阪
学
院
大

学
に
お
け
る
教
育
課
程・

４
学
期
制
と
一
体
化
し
た
授

業
時
間
改
変
の
試
み

―�

大
野
昌
一

１
０
０
分
14
週
授
業
導
入
の
機
会
を
生
か
す�

榊
原
暢
久

１
０
５
分
授
業
の
経
緯
と
実
践

―
東
京
大
学
の
試
み

�

森
山　

工

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト

―
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
の
重
要
性

―�

佐
藤
涼
一

明
日
へ
の
試
み

武
蔵
野
大
学
経
営
学
部

大
変
動
期
の
経
営
学
部
教
育
の
実
践
を
考
え
る

�

古
川
一
郎

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

多
様
で
や
わ
ら
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
求
め
て

―
関
西
大

学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
０
０
年
と
村
野
藤
吾・
関

西
大
学�

橋
寺
知
子

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
小
中
学
生
向
け
イ

ベ
ン
ト
編
》

早
期
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
提
供
の
試
み・

国
際
基
督
教

大
学�

川
島
美
菜

学
生
を
通
じ
て
広
い
世
界
と
英
語
に
触
れ
る・

桃
山
学
院

大
学�

友
沢
昭
江

小
中
学
生
向
け
科
学
実
験
教
室
「
ユ
ニ
ラ
ブ
」・

早
稲
田
大

学�

橘　

和
希

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

東
海
大
学
体
育
学
部
講
師
、
全
日
本
柔
道
連
盟
全
日
本
強

化
ス
タ
ッ
フ・

女
子
コ
ー
チ�

塚
田
真
希
さ
ん
に
聞
く

�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

新
会
員
代
表
者
紹
介

髙
橋
秀
裕
（
大
正
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
金
沢
星
稜
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
聖
路
加
国
際
大
学
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緑に包まれた静穏なキャンパスにあふれる学生の笑顔（桃山学院教育大学）

No.391

2020

隔月刊

3

特集　SDGsに向けた大学の取り組み
座談会　�学生の読書実態と大学の読書啓発活動
小特集　�履修証明プログラム活用の現状
明日への試み　立命館大学　わが大学史の一場面　大東文化大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　関西大学／共立女子大学
クローズアップ・インタビュー　トロンボーン奏者　村田陽一さん

村田陽一さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
人
間
力
と
共
感
共
働
性
の
育
成�
梶
田
叡
一

巻
頭
論
文　
創
立
１
３
０
周
年
を
終
え
る
に
当
た
っ
て

�

菊
野
一
雄

座
談
会　

�

学
生
の
読
書
実
態
と
大
学
の
読
書
啓
発
活
動

島
村　

輝
／
中
山
浩
二
／
横
田
地
妙
／
峰
田
優
一
／（
司

会
）
田
上
雅
徳

特
集　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み

高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は�

規
矩
大
義

「
技
学
」
の
理
念
の
も
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ハ
ブ
大
学�

南
口　

誠

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
経
営
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ�

高
橋
香
代

教
学
ト
ッ
プ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

―
世
界
の
共

通
言
語
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
関
大
の
考
動
力

―�

植
田
光
雄

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

学
生
主
体
の�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み�

岩
田
寿
夫

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
未
来
へ
飛
躍
！�

～
目
白
大
学
の
新
た
な
挑
戦
～�

飛
田　

満

ず
い
そ
う　
平
和
の
巡
礼
者 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

�

中
田
婦
美
子

小
特
集　
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

社
会
人
経
験
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
循
環�

青
木
聖
久

司
法
通
訳
養
成
講
座
の
経
験�

後
藤　

昭

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　

―
関
西
学
院
大
学
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
取
り
組
み

―�

大
内
章
子

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

�

阿
部
重
樹

教
育
再
生
実
行
会
議
に
お
け
る
大
学
入
試
改
革
の
基
本
理

念�

鎌
田　

薫

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

古
典
的
講
義
か
ら
の
脱
却�

北
原
秀
治

明
日
へ
の
試
み

立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

時
代
の
要
請
に
応
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

�

山
下
範
久

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
学
生
の
多
様
化・
大
東
文
化
大
学

�
浅
沼
薫
奈

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
学
長
コ
ラ
ム
編
》

学
長
コ
ラ
ム
「
芝
井
の
目
」
の
先
に
見
え
る
も
の・

関
西

大
学�

今
中
明
佳

「
学
長
ブ
ロ
グ
」
で
広
げ
る
大
学
の
フ
ァ
ン
開
拓
の
可
能

性・

共
立
女
子
大
学�

川
久
保
清

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者　

村
田
陽
一
さ
ん
に
聞
く

�

（
聞
き
手
）
川
島　

葵

新
会
員
代
表
者
紹
介

朔
啓
二
郎
（
福
岡
大
学
）

新
学
長
紹
介

内
村
直
尚
（
久
留
米
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
桃
山
学
院
教
育
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
天
理
大
学
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◆
先
日
、
協
定
校
の
学
生
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
機
会
が
あ

り
、
大
学
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
取

り
組
み
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
た
。
折
し
も
、
学
内
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ま
と

め
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

海
外
の
大
学
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
た

が
、一
方
、上
辺
だ
け
の
取
り
組
み
、

い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」
と
誹そ

し

ら
れ
る
も
の
も
増
え

て
い
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
き
、

少
し
こ
じ
つ
け
が
あ
っ
て
も
、
本

業
と
社
会
貢
献
を
結
び
付
け
る
機

会
に
な
る
こ
と
は
悪
く
な
い
の
で

は
と
考
え
て
い
た
自
分
の
理
解
、

認
識
の
薄
さ
を
痛
感
し
た
。

　

大
学
は
産
業
界
よ
り
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
純
粋
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
面
が
あ
る
こ
と

も
事
実
だ
と
思
う
が
、
今
回
の
特

集
で
関
東
学
院
大
学
の
規
矩
学
長

が
ご
指
摘
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

将
来
の
「
人
材
育
成
」
と
い
う
大

学
の
大
き
な
存
在
意
義
の
一
つ
を

い
ま
一
度
意
識
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

実
際
の
行
動
に
結
び
付
け
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
け
っ
し
て
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
お
け
ば
よ
い
」
と
い

う
思
考
停
止
に
陥
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。（
広
報・

情
報
部

門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

上

智
大
学
総
務
局
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推
進

室
長 

中
山 

映
）

◆
「
習
う
は
一
生
」
と
い
わ
れ
る

が
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
必
要
性
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

社
会
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
大
学
が
提
供
す
る
履
修
証

明
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
変
遷
を
経
て
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
講
さ
れ
て

い
る
。
法
改
正
に
よ
っ
て
総
時
間

数
が
60
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
た
め
、

ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
計
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
敷
居

を
低
く
し
て
受
講
し
や
す
く
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
小
特
集
「
履
修
証
明
プ

ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状
」
で
は
、

４
大
学
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
内
に
あ
る
教
育
研
究

資
源
が
生
か
さ
れ
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る

か
事
前
調
査
を
行
っ
て
い
る
大
学

も
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

に
は
多
大
な
苦
心
が
伴
っ
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

　

学
び
の
必
要
性
が
高
ま
る
状
態

が
続
く
限
り
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
今
後
も
学
び
の
大
切
な

場
と
し
て
大
い
に
期
待
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。（
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

園
田
学
園
女
子
大
学
教
学
支
援
部

教
務
課
課
長 

西
﨑 

公
哉
）

◆
「
読
書
を
し
な
さ
い
」
と
義
務

教
育
期
間
中
に
学
校
と
親
か
ら
言

わ
れ
続
け
、
そ
の
間
、
自
主
的
に

読
ん
だ
本
と
い
え
ば
、
漫
画
、
国

語
辞
典
、
日
本
昔
話
く
ら
い
し
か

思
い
出
せ
な
い
。
高
校
生
の
時
も
、

「
宇
宙
の
不
思
議
」
的
な
本
を
図
書

館
で
借
り
た
程
度
だ
。
学
生
時
代

も
そ
の
姿
勢
に
変
化
は
な
か
っ
た

が
、
社
会
人
に
な
っ
て
ち
ょ
っ
と

し
た
転
機
が
訪
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
私
大
連
若
手
職
員
が

企
画
し
た
「
読
書
会
」
だ
。
各
人

が
読
ん
だ
本
の
内
容
や
感
想
に
つ

い
て
語
り
合
う
よ
う
な
場
で
、
最

初
は
本
を
読
む
こ
と
が
苦
痛
だ
っ

た
。
し
か
し
、
私
が
興
味
の
あ
る

本
に
つ
い
て
紹
介
し
た
回
で
、「
話

が
う
ま
く
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

時
の
、
私
の
饒
舌
さ
と
嬉
し
さ
を

い
ま
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

私
の
経
験
上
、
受
動
的
に
読
書

を
し
て
い
て
は
何
も
入
っ
て
こ
な

い
。
何
か
し
ら
の
き
っ
か
け
が
あ

れ
ば
自
然
に
本
を
読
み
、
そ
れ
が

読
書
習
慣
に
も
つ
な
が
る
。
ち
な

み
に
、
私
は
読
書
会
を
き
っ
か
け

に
、
電
車
の
中
で
読
書
を
す
る
ま

で
に
進
化
し
た
。（
日
本
私
立
大
学

連
盟
事
務
局 

阿
部 

淑
恵
）

次号
（5月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「大学イメージの定着化によるブランディング」
特　集	「国内留学制度の現状と課題」
小特集	「大学専用アプリによる情報発信」
大学点描 東京経済大学　　だいがくのたから 成城大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「水野 正人さん（ミズノ株式会社相談役）」

編
集
後
記
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2020
3月号

須　藤　智　徳（法政大学多摩事務部学務課学務担当主任）
中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学総合企画室広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学法学部事務長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教学院広報室長）
青　柳　　　祐（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
長　野　留三子（大正大学総合政策部広報課長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室長）
齋　藤　　　淳（日本私立大学連盟事務局）
権　藤　和　代（日本私立大学連盟事務局）
阿　部　淑　恵（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人� 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人� 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人�日本私立大学連盟�
� 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25�
� 私学会館別館�
� 電話�03－3262－4362　　FAX�03－3262－4363�
� https://www.shidairen.or.jp

編　　集� 株式会社 進�研�アド
� 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 �
� 新藤田ビル�

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫� ⎜獨 協 医 科 大 学⎬� ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫� ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫� ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫� ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫� ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫� ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫� ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫� ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫� ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫� ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫� ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫� ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫� ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人�）
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